







































































































3)南 極 中山基地 におけるオーロラ現象の 日中共同観測の概要




























































































5.研 究所 日誌 179
1.沿 革 と 概 要
1.沿 革
我が国の国際地球観測年(IGY)参 加の一環 として,昭 和31年 に予備翻則隊が南極 に出発 して以来,南 極地域観測隊
は一時期の中断期間を除いて毎年派遣 され,極 地研究は着実に発展 してきた。その結果,南 極地域観測隊並びに極地
研究の中核 となる機関を設置する必要が南極地域観測統合推進本部,日 本学術会議及び関係者か ら強 く要望された。
昭和37年4月 国立科学博物館に極地関係の資料室兼事務室が設置されたのを皮切 りに,順 次これが極地学課,極 地部,
極地研究部,極 地研究センター と発展的に改組 されてきた。しか し,我 が国の南極観測事業の より一層の進展のため,
昭和48年9月29日 に国立科学博物館極地研究セ ンターが発展的に改組 され,大 学共同利用機関として,国 立極地研究
所が創設 された。
昭和48年9月29日 国立極地研究所創設。研究系4部 門,資 料系2部 門,管 理部2課6係 及び事業部1課2係 が設置








































大学共同利用機関 として設置 され(国 立学校設置法の一部を改正する法律,昭 和48年 法律第103号),極 地 に関する
科学の総合研究及び極地観測を行 うことを目的 とす る。
2)主 要事業
ア)共 同 利 用
大学及び研究機関の研究者その他の者で,こ の研究所の目的 とする研究 と同一の研究に従事する者の利用に供 し,
及び共同研究 を行う。
イ)大 学院教育に対する協力
大学の要請 に応 じ,当 該大学の大学院における教育に協力する。
ウ)南 極観測事業
南極地域観測の中核機関 として,観 測事業の実施及び観測隊の編成の準備その他の協力業務 を行い,並 びに観測成
果について集中的に資料 を収集,整 理,保 管,解 析,提 供 し,研 究発表 を行う。
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3)組 織
評 議 員 会














































雪 氷 学 研 究 部 門
地 学 研 究 部 門
地 殻 活動 進 化 研 究部 門
※極地鉱物 ・鉱床学研究部門
生 理 生 態 学 研 究 部 門
寒冷生物学第一研究部門
※寒冷生物学第二研究部門
※極 地 設営 工学 研究 部 門
生 物 系 資 料 部 門
オ ー ロ ラ 資 料 部 門
イ氏 温 資 米斗 音13F弓
南極阻石研究センター



























合 計 1 1 16(6)①16(6)22 29 16 37 138⑫ ①
所 長 1 1
企 画 調 整 官 1 1
研 究 系 7(5) 7(5) 12 26(10)
資 料 系 1 2 2 1 6
北極 圏環境 研究 セ ンター 3① 3 2 1 9①
情 報 科 学 セ ン タ ー 1 1 1 3
南極圏環境モニタリング研究センター 3 3 2 1 9
南極 陽石 研 究 セ ン タ ー 1(1) 1(1) 3 1 6(2)
管 理 部 18 2 20
事 業 部 9 9 37 55
図 書 室 2 2
(注)()内 は客員教官の定員で外数 であ る。○は外国 人客員教授 で外数で ある。
〈定員の変遷〉纈 所 長 企画調整官 教 授 助教授 助 手 事務系職員 技術系職員 極地観測韻 計
48 1 1 3(1) 1(1) 2 17 3 29 57(2)

























































56 1 1 7(5) 110(5) 15 26 17△1 31 108(10)
57 1 1 7(5) 10(5) 15 26 1△117 31 108(10)
58 1 1 7(5) 10(5) 15 26 1△117 31 108(10)
59 1 1 (1)7(6)
1(1)
11(6) ユ5 26 16△1 31 108(10)
60 1 1 7(6) 11(6) 15 26 15△1 233 109(12)
61 1 1 7(6) 11(6) 15 26 15 235 111(12)
62 1 1 7(6) 11(6) 116 26 14△1 35 111(12)
63 1 1 7(6) 11(6) 117 25△1 14 35 111(12)
元 1 117(6) 11(6) 17 125 14 35 111(12)
2 {1|11;(、)⑦| 11(6)1、 ㌻25 14 35 115(12)①
3-19(6)ゴ11(6),「25 13△1 35 115(12)①
4
1一





















26 1△114 36 126(12)①
9 1 1 215(6)①
1
15(6) 21 26 14 36 129(12)①




















年度 人 件 費 物 件 費 計
48 86,934 53,153 140,087
49 156,495 131,061 287,556
50 208,149 212,942 421,091
51 237,054 343,672 580,726
52 280,699 319,789 600,488
53 319,120 438,971 758,091
54 357,517 664,008 1,021,525
55 409,983 704,596 1,114,579
56 425,947 682,199 1,108,146
57 449,116 610,345 1,059,461
58 470,172 642,888 1,113,060
59 492,592 637,288 1,129,880
60 523,166 613,792 1,136,958
61 562,893 917,625 1,480,518
62 598,502 1,494,868 2,093,370
63 608,875 1,328,040 1,936,915
元 648,699 831,812 1,480,511
2 704,938 954,564 1,659,502
3 802,336 968,291 1,770,627
4 821,502 942,497 1,763,999
5 882,564 1,029,598 1,912,162
6 987,415 965,428 1,952,843
7 941,169 1,764,971 2,706,140
8 1,116,867 1,105,792 2,222,659
9 991,205 2,544,962 3,536,167
10 1,188,743 3,054,733 4,243,476




年度 人 件 費 物 件 費 計
48 5,086 213,972 219,058
49 7,672 297,247 304,919
50 10,885 538,489 549,374
51 11,024 586,504 597,528
52 14,781 738,423 753,204
53 15,480 851,814 867,294
54 15,333 873,736 889,069
55 19,105 940,567 959,672
56 18,793 848,082 866,875
57 18,435 919,185 937,620
58 19,770 1,203,026 1,222,796
59 18,900 1,155,116 1,174,016
60 22,141 1,089,282 1,111,423
61 25,042 808,595 833,637
62 28,472 1,409,849 1,438,321
63 27,198 761,209 788,407
元 28,863 725,673 754,536
2 24,793 789,422 814,215
3 27,519 886,916 914,435
4 24,738 883,434 908,172
5 29,506 1,212,536 1,242,042
6 27,275 1,102,514 1,129,789
7 46,640 1,290,989 1,337,629
8 49,194 1,950,804 1,999,998
9 30,515 1,544,563 1,575,078
10 32,294 50,439 82,733
11 28,272 48,474 76,746
5
6)施 設
敷 地 面 積















15m2(B地 上1階) 〕 387m2
研 究 所 配 置 図
公道
II.研 究 活 動
国立極地研究所の教官(客 員教官を含む)は,専 攻分野に応 じ,そ れぞれ超高層物理学研究グループ,気 水圏研究
グループ,地 学研究グループ,生 物学研究グループ,及 び極地設営工学研究グループに所属 し,研 究に従事 している。
各研究グループ は,将 来計画の推進 ・共同研究の進展,前 年度の研究実績等 を踏 まえ,年 度ごとの研究計画を立案 し
実行 している。平成11年 度に行われた研究活動 を,「研究」,「国際共同研究等」,及 び 「シンポジウム等」 に区分 して
まとめた。「研究」においては,各 研究グループごとに,教 官ごとの研究課題 を 「一般研究」に,所 外の研究者 との共
同研究の研究課題 を 「共同研究」に,文 部省科学研究費補助金による研究課題 を 「科学研究費補助金による研究」に




「シンポジウム等」では,国 立極地研究所主催の5つ のシンポジウム(極 域における電離圏磁気圏総合観測 シンポジ
ウム,極 域気水圏シンポジウム,南 極地学シンポジウム,南 極限石 シンポジウム,極 域生物シンポジウム)の 概要に
ついて、また、共同研究の一環 として行われた研究小集会 ・観測研究小集会についてその題 目等 をまとめた。
1.研 究
1)超 高層物理学研究グループ
(1)一 般 研 究
磁気嵐 と磁気圏高エネルギー粒子の計算機シ ミュレーシ ョン 教授 江尻全機
磁気圏物理学で放射線帯高エネルギー粒子の振舞いに関する研究は,磁 気嵐に伴 うプラズマシー トから環電流領域
へのエネルギー注入の過程(リ ングカレント形成)や 高緯度オーロラ粒子の起源,低 緯度オーロラの原因等 と密接 に
関連 し,さ らに,宇 宙空間での宇宙利用に対する宇宙天気予報 とい う観点か ら重要な研究課題である。 これ迄,理 論
シ ミュレーションの新たな計算手法の開発を行い,高 エネルギー粒子分布の時間発展を求めることが出来,磁 気圏内
での粒子損失過程及び環電流形成に伴う地球磁場変動について検討 した。 さらに,太 陽風の諸条件に対する磁気圏の
応答,及 び還電流発達過程 と磁気嵐について研究 した。
南極 点オ ー ロラ と熱圏 ダイナ ミックスの観測研 究
教 授 江 尻全機,教 授 麻生 武彦,教 授 岡野章一,助 教授 田 口 真,助 手 岡田雅樹,助 手 堤 雅基
1996年 に南極 点基地 に設置 された超高感 度全天 イメー ジャ(ASI)は,昨 年 に引続 き,1999年 南半球冬期 にお いて も
稼働 す る事 が出来 た。 人工衛星 を経 由 してのイ ンターネ ッ トを使 用 し,基 本 的な オペ レー シ ョン・コマ ン ドの送出 と,
1日 数枚 の クイ ック ・ル ック画像 の取得 を行って,正 常な機 器 の運用 を行 うこ とが 出来 た。但 し,全 デー タは光磁 気
デ ィス クに蓄積 され てい るの でそのデー タ回収,さ らに1年 毎 の機 器メ ンテナ ンス(感 度較正,テ ープ 装置の設置,
焦点調 整等)の 為,1999年11月 に岡田 をアム ンゼ ン・スコ ッ ト南極点基地 に派遣 した。南極域 での輸送 等 につ いて は,
国立極 地研究所 と米国科学 ア カデ ミィー(NSF)と の協 定で米 国南極 観測事 業の一環 と して実施 され た。 一昨年 の全
デ ータ はホームペー ジhttp://www.nipr.ac.jp/　 asi-dp/に て全世 界の研究者 に公 開 されて い る。
ALISに よるオ ー ロラ ・夜 光 と トモ グ ラフ ィの研 究 教 授 麻 生武彦,教 授 江 尻全機
オー ロラ トモグ ラフ ィー はCT　 (Computed　 Tomography)の 技法 を応用 して複数 の単色光画像 か らオー ロラの3次
元構 造 を復元 し,オ ー ロラ生成 の物 理過程や ダイナ ミックスの解 明 に繋が る知見 を得 よう とす る もの であ り,現 在 で
は,対 象 はオー ロラか ら夜光やPSC,　 雲 まで広が ってい る。本研究 は,南 極昭 和基地 周辺 におけ るオ ーロ ラス テ レオ
立体観 測の解析 を鳴矢 と し,ア イス ラン ドでの長基線 ステ レオ観測 を経 て,ス ウェーデ ン ・キル ナの スウ ェーデ ンス
ペ ース物理研 究所 のALIS　 (Auroral　 Large　 Imaging　 System)グ ル ープ との国際共 同研 究へ と発展 した。 さらに,最
近 は,国 立極地研究所の積分球光学較正装置によるカメラ特性の較正結果 をもとに した発光光度の絶対値再構成や
FAST衛 星やEISCATレ ーダー との コンジャンクション観測,夜 光の トモグラフィ解析等が継続 して行われている。
1999年2月 に行われたEISCATヒ ーティング とALIS同 時観測実験においては,オ ーロラがな く,背 景電子密度が
ヒーティング周波数に対 して十分高い好条件下で トロムソか らの加熱HF電 波 によ りエ ンハンス した夜光がキルナ
域のALIS多 点観測網 に捉 えられ,加 熱波のON/OFFに 伴 う630nm発 光の定量的画像データが取得 された。この
ALISの 多点観測画像 を用いた夜光の トモグラフィ解析が行われ,そ の位置や,雲 の形がおおむね球状であるが,ま た
変化す る事などが示 された。この ときのEISCATレ ーダーによるプ ラズマ同時観測は電子温度の上昇が発光層の上
側数100km,下 側数10kmに 広がっている事を見出した。また,オ ゾンホールに関係するといわれるPSC(極 域成層
圏雲)に ついて多点観測によるトモグラフィ観測に成功 したことは特筆に値する。
ElSCATレ ーダーおよびに流星,MF,　 HFレ ーダー等による極域中層大気 ・熱圏ダイナミックスの研究
教授 麻生武彦,助 教授 佐藤 薫,助 手 堤 雅基
大気潮汐波は主に下層で励起 され,上 方への伝播 に伴い,中 間圏から下部熱圏にかけて中層大気ダイナ ミックスに
おける主要な波動成分 となるが,伝 播途上での平均流や重力波,大 気乱流,プ ラネタリ一波 との相互作用や散逸など
を通 じその様相は種 々の時間スケールの変動を示す。中緯度 については,従 来から流星 レーダー観測 と計算機モデ リ
ングによりこれらを定量的物理学の範疇で捉えてきたが,極 域 においては高次モー ドの卓越や,サ ブス トームなどに
関連 した上方からの電磁力学的擾乱などが相加わ りその様相 をいっそう複雑にする。これ らについて,　EISCATレ ー
ダーを中心 とし,こ れに呼応 した各種 レーダー,光 学観測機器を駆使 し,計 算機モデ リング と並行 して解明すること
を目的 としている。
1999年7月 にはEISCATレ ーダー初めての9日 間に亘る大気潮汐波・重力波の国際共同観測が実現 し,中 間圏か ら
熱圏下部の中性 ・イオン速度が観測 された。 また,こ れに呼応 したロングイヤービーンのMSTレ ーダーであるSSR
レーダーによるPMSE(極 域 中間圏夏季エ コー),ト ロムソのMFレ ーダー,ア ラスカのMFレ ーダー等で同時観測
が行われた。パワースペク トル解析の結果,大 気潮汐波成分のほかに周期が2日,32時 間などのプラネタ リー成分 と,
これらの非線形カップ リングによると思われる16,10時 間の慣性重力波成分が見 られ,大 気各層での波動の非線型相
互作用の存在が窺われた。また,大 気潮汐波のクライマ トロジー解明に有用なデータが得 られた。 これ らには一日周
期潮汐については,高 緯度ではevanescentな モー ドが卓越するが,下 部熱圏での直接励起成分の寄与が明瞭に見られ
ることなどが含 まれる。 このデータについて,現 在それぞれの立場で共同解析が進められているが,と くに極域にお
ける中間圏 ・熱圏下部領域での大気波動総合解析 を目的とするわれわれは,昭 和基地MFレ ーダーデータとの共役性
の観点からの解析 に加え,SSRデ ータについて,ド イツのマックスプ ランク研究所,ま た トロムソのMFレ ーダーデー
タについては トロムソ大学 と,ア ラスカのMFレ ーダーについては通信総合研究所 との相互比較解析 を行った。たと
えば12時 間潮汐成分について経度方向波数,従 ってmigrating成 分 とnon-migrating成 分の寄与の大小について検討
を行ったが,半 日周期成分が,ど の緯度でnon-migratingに 取って代わるかはなお今後の観測研究に待つ ところが多
い。また,デ ータか ら地磁気擾乱時の熱圏風系の変化が示唆されたが,こ れについても計画中の流星 レーダー観測 と
併せて より詳 しく検討 を進める予定である。
EISCATレ ー ダー による極 域電磁気 圏環境変動 の研 究 教授 麻 生武彦,教 授 佐 藤夏雄
客員 研究員 イ ンゲマ ール ・ヘ ッグス トローム,助 手 門倉 昭,助 手 堤 雅 基
EISCATレ ーダー は従来 か らの オー ロラ帯UHF,　 VHFレ ー ダー に加 えて,カ スプ域 の探測 が可能 なスバ ルバ ール
レー ダー(ESR)が,送 信 電力1MWへ の増 強 を行 い,本 格 的 に稼 動 を始 めた。1999年3月 に,ロ ングイヤー ビエ ンの
オ ーロラステー シ ョンにオー ロラTVカ メ ラを設置 し,　ESR,　 FAST衛 星,　GEOTAIL衛 星や他 の地上光 学機 器 を用
いた夜側 オー ロラの同時観 測 を行 ったが,3月10日 にはサブス トーム とこれに対応す るオー ロラ画像,　EISCATに よ
るプ ラズマ諸量や 電界,磁 気 圏衛星 に よる粒 子エ ネル ギー スペ ク トル な どが同時 に捉 え られ た。 これ らについて国 際
共同 でのデー タ解析 を もとに,プ ラズマ シー トとポー ラー キャ ップバ ウ ンダ リー におけ るエ レク トロダイナ ミックス
につ いて,と くに,サ ブ ス トーム発達 過程 の検 討 を行 った。 また,　GEOTAIL衛 星 のマ グネ トポー ズスキ ミングに呼
応 したEISCATレ ーダー観 測デ ータの解析等 も行 われた。一方,1999年2月 のALIS-EISCATレ ー ダーオー ロラ同時
観 測 に際 して得 られた電離 圏E層 お よび下 部F層 プ ラズマ ライ ンデー タの解析 が行 われ,通 常の イオ ンライ ン とエ ン
ハ ンス したプ ラズマ ライ ンを含 む非干渉散乱 スペ ク トルの 多パ ラメ タフ ィッテ ィング によ り,デ ィフユースオー ロラ
とアーク に伴 う沿磁 力線電流 の推 定が な された。さ らに,1997年 のALIS/EISCAT/FASTキャ ンペー ン観 測で得 られ
たEISCATレ ーダーの4ビ ーム観測　(ESR,　 UHFとVHF　 2ビ ーム)の 解析 か ら,電 離層 トラフの3次 元構 造 とそ
の動 き,と くにオー ロラオー ヴ ァル との対応 につ いて知見 を得 た。
オ一回ラスペク トログラフによる高緯度オー ロラ ・夜光の観測
教授 麻生武彦,助 教授 田口 真,教 授 岡野章一,教 授 江尻全機,助 手 岡田雅樹,助 手 堤 雅基
オーロラ物理及び大気光観測 による超高層大気 ダイナ ミクス研究のために磁気子午線に沿 ったオーロラスペク トル
を分光測定する新 しい観測装置Aurora　 Spectrograph　 (ASG)を 製作 した。昭和基地でのオーロラの全天単色イメー
ジング観測に用いたイメージャーを元に して,全 天単色イメージャー光学系からフィルターを除 き,代 わ りにグ リズ
ムとス リットを加えることによって,明 るい光学系で広い視野,広 い分光波長範囲を実現 した。グ リズムはプ リズム
の一面を透過型グレーテ ィングとした分散光学系で,小 さい回折角で大 きな分散 を得ることが可能である。性能の較
正 を国立極地研究所の分光較正機器室において実施 し,設 計通 りの所期光学特性が得 られていることを確認 した。主
要性能は180°の視野角,420-735nmの 波長範囲,1nmの 波長分解能,お よび558nmで0　 .　061cts/R/sec/pixelの 感度
である。完成 したスペク トログラフを2000年3月 にスピッツベルゲン島ロングイヤービエンのオーロラ観測所に設置
し,白 夜が始 まる直前の3月9日 より3月20日 まで自動観測(5分 毎の15秒 露出)を 行 った。この期間オーロラ活動
は静穏で,主 して大気光のスペク トルイメージが多数取得され,薄 明で電離圏が太陽紫外線に照射 された状態でのス
ペク トルなど興味あるデータが得 られた。 また遠隔観測 システムの整備が行われた。平成12年 度冬期から本格的な観
測を開始する。今後は,流 星 レーダー観測 と連携 して,OH帯 発光スペク トルからの中性温度観測なども行 う予定であ
る。
脈動オーロラ発生機構 としてのTurn・offモ デルの提案 教授 佐藤夏雄
脈動オーロラの最 も基本的な現象論的特徴である,脈 動パ ッチの"形 状"と その"周 期性"の 物理的原因を説明で
きる発生機構・モデルは今だに謎のままである。共役点での定量的な観測は,そ の解明に重要な糸口を与えて くれる。
最近の共役点観測か ら,1)大 部分の脈動パ ッチの形状 ・周期 ともに非共役性である事,2)観 測例が少ないが,共
役性が認め られる場合のパ ッチのON-OFF位 相差は共役点で逆位相である事,な どが明らかになった。これ らの観測
事実 を説明できる発生機構 モデルとして,電 離圏のアクティブな役割の重要性を考慮 した,　"TurnOFF"モ デル を提
案 している。このモデルは,脈 動オーロラの周期性 を支配 しているのは,電 離圏の発光層への降下電子 を阻止す る
"OFF"機 構 が本質的であるとす る発生機構である。つまり,"ON"状 態が定常(基 底)状 態であり,"OFF"状 態の
生起が脈動オーロラ発生の本質であるとするモデルである。
可視オー ロラとHFレ ーダーとで同時観測されたカスプ/ク レフ ト域周期的現象
教授 佐藤夏雄,助 教授 山岸久雄,助 手 行松 彰,助 手 菊池雅行,(村 田洋三)
昼間の午後側カスプ/ク レフ ト域で頻繁 に観測 される,特 徴的な準周期的オーロラの空間的/時 間的特性 とその発
生機構 を明らかにす ることが目的である。1997年8月3日 には昭和第二レーダーが中山基地(磁 気緯度74.5度)上 空
を高時間分解能で観測 していた。この 日の中山基地は快晴で,地 上の全天TVカ メラとの同時観測がで き,こ れまで
にない両者の比較研究が可能 となった。 これまでの解析結果か ら,オ ーロラの輝度変化 とレーダーエコーの強度変化
との関係,及 びPc5地 磁気脈動 と ドップ ラー速度変化 との関係 を明 らかにした。
太陽風のネガテ ィブインパルスに伴 う可視オーロラとSuperDARNレ ーダーの同時観測
教授 佐藤夏雄,助 教授 山岸久雄,助 手 行松 彰,助 手 菊池雅行,(渡 辺正和,村 田洋三)
太陽風プラズマ密度がパルス的に減少する,SI－ と呼ばれる現象がある。1997年8月3日 の1432UT頃 にこの現象が
出現 し,地 上ではオーロラの発光が急激に励起 された り,　HFレ ーダー強度の増加,そ して,極 域では特有の磁場変動
が観測 された。 この現象を,太 陽風が地球の磁気圏 ・電離圏 ・地上 に及ぼすレスポンスと捉えて,そ の相互関係を研
究 した。特 に,オ ーロラの励起機構 に注目して研究を進めた。
昭和基地一アイスラン ド地磁気共役点におけるELF/VLF放 射の日変化,季 節変化,長 期変動
助教授 山岸久雄
南極昭和基地 と,そ の地磁気共役点であるアイスランドで行われているELF/VLF帯 電磁波動強度の長期 モニタ リ
ングデータを活用 し,そ の 日変化,季 節変化,長 期変動を研究する。これらの電磁波動は(a)磁気圏起源(b)中低緯度の
雷放電起源(c)人間社会起源等の ものが混在 したものであり,中 低緯度から極域への伝搬にあたっては(A)大地一電離層
間を伝搬するもの(B)電離層,磁 気圏を経由 して反対半球の極地 に到達するものとがある。 これ らの電磁波動強度の時
間変化は,そ の異なる起源を反映 して様々な周期成分を含むことが予想される。例 えば,(a)は 太陽風 と磁気圏の相互
作用に起因するため,太 陽活動の11年 周期,太 陽自転の27日 周期などの成分,(b)は 季節変化(1年 周期)成 分,(c)は
週末に休みをとる人間社会の リズム(1週 間)を 示すであろう。
観測データは10種 の周波数帯(0.35,0.75,1,2,4,8,16,32,64,90kHz)における磁界強度を周期2秒
でサ ンプ リングしたものであ り,昭 和基地では1982年 以来,ア イスラン ドでは1984年 以来の10数 年にわたるデータを
使用する。長期にわたる統計処理を行 うため,オ リジナルデータ(2秒 値)を1時 間平均 した中間ファイル を作成 し,
これをパ ソコン上にデータベース化 した。解析は今後数年かけて行 う予定であるが,本 年は0.75kHz帯 波動の強度変
化について解析 し,以 下の ような様々な時間スケールの変化が得 られた。
(1)太 陽活動度 とともに変化する11年 周期成分。その極大 は太陽活動の極大期,ま たは減少の開始期 に現れる。
(2)夏 半球で強 くなるという季節変化成分。
(3)太 陽自転周期(27日)で 変化す る成分。
(4)地 方時の昼間の時間帯に強 く,正 午付近で最大 となる日変化成分。
(1),(3)の変化は地磁気擾乱の変化 とも一致す るものであ り,こ れらの波動は地磁気擾乱時,磁 気圏内に発生する高
エネルギー電子群が作 り出すホイ ッスラーモー ド波動を起源 にするもの と考えられる。(2),(4)の変化 は,と もに電離
層が 日照下にあると地上の電磁波動強度が増大するということを表 してお り,磁 気圏波動の電離層透過率は日照下で
上昇することを示唆 している。
電離層吸収で見るオーロラサブス トームの高緯度方向への拡大特性 助教授 山岸久雄
オーロラサブス トーム開始直後のオーロラの高緯度方向拡大(Poleward　 Expansion)の 特1生をオーロラ帯の地磁気
共役点である昭和基地 とアイスラン ド,及 び磁気緯度75度 の共役点である中山基地 とスバールバル島に設置 したイ
メージング リオメータデータを用いて解析 した。オーロラ現象に伴い極域に降 り込む電子 には,オ ーロラ発光 に寄与
する数keVの 沿磁力線加速 された成分 と,こ れよりも約1桁 エネルギーが高 く,磁 気圏尾部の磁力線 リコネクション
で発生 した成分 とがある。イメージング リオメータは後者が作 り出す電離層電波吸収(CNA)を 画像観測す る装置で
あり,そ の形態 と動 きか らリコネクシ ョン領域の位置や動 きの情報 を得ることがで きる。
われわれのイメージング リオメータ観測によれば,オ ーロラ帯でのPoleward　 Expansionは 「CNA領 域が1～1.5
km/sで スムーズに高緯度方向へ移動する」 と特徴づけられるのに対 し,磁 気緯度75度 でのPoleward　 Expansionで
は,「既存のCNA領 域の50～180km高 緯度側 に新たなCNA領 域が発生する。一方,既 存のCNA領 域は低緯度方向
へ移動 し,数 分後 に消滅す る」 という階段状の動 きとなる。
後者の特性について以下のように解釈 し,そ の妥当性のorder　estimationを 行った。
1)既 存のCNA領 域は,高 緯度側のCNAが 観測された時点で「閉 じた磁力線」の領域に含 まれる(そ うでないと,
高緯度側のCNAを 形成する粒子が極域に到達で きない)。
2)既 存のCNA領 域の低緯度方向の動 きは,引 き伸ばされた 「閉 じた磁力線」のDipolarizationに 伴 う動き(高
緯度方向移動)と は逆であり,高 エネルギー電子が磁力線を横切 って地球方向へ注入されたと考えられる。
3)「 閉 じた磁力線」の領域でCNAが 数分間持続 したことは,「閉 じた磁力線」に捕捉された電子を効率的に散乱 し,
降下させ る機構が数分間持続 し,そ の後,そ の条件が失われたことを意味する。 これは「引 き伸ばされた磁力線」
の曲率半径が電子のジャイロ半径 に比べ小 さい内は効率良 く散乱が起こったが,　Dipolarizationに 伴 う曲率半径
の増大により散乱が停止 した,と 考えられる。
狭視野高速オ一口ライメージャーによるオーロラ微細構造の研究 助教授 宮岡 宏
オーロラは,数 千kmに お よぶグローバルなスケールで出現する現象であるが,そ の微視的な構造に関す る観測的
知見は驚 くほど少ない。特 に,微 細なオーロラアークや シアー運動 に伴 う1～2kmサ イズの規則的な渦構造(カ ー
ル)は,オ ーロラの空間的階層構造の中で も最小スケールの構造であ り,そ こにはオーロラ粒子の加速 ・降下機構 を
検証する上で本質的に重要な情報 を含んでいるもの と期待される。本研究では,北極および南極域における狭視野オー
ロラ撮像観測で取得 した高解像度のオーロラ画像データから,オ ーロラの固有運動(水 平面速度場)を 画像解析技術
を用いて抽出し,運 動を駆動するオーロラ周辺電場の時空間構造を明 らかにするとともに,そ れらの知見 をもとに,
オーロラ粒子の加速 ・降下 ・変調機構 として提案 されているKinetic　Alfven波 やイオンサイクロ トロン波などの理論
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モデルの妥 当性 を検証 す るこ とを目的 とす る。
本年度 は,第40次 南極地域観 測隊 と して一年 間昭和基地 に越冬 し,新 たに開発 した狭 視野 高速オ ーロ ライメー ジャー
(NAI)を 用 いた現場観 測 を中心 に研究 を実施 した。NAIの カメ ラ部 は,望 遠 レンズ,イ メー ジイ ンテ ンシファイア,
縮 小光学系,空 冷式 デ ジタルCCDカ メ ラか ら成 り,1画 像 あた り648kBの デ ジタルデ ータ(656×494画 素,12bits)
を39msec毎 に650枚(約25秒 間)連 続的 に取 得で きる。観測視 野は最小 の もの で4.3×3.2度,1画 素 あた り11m(約10
keVの 電子 ジャイ ロ半径相 当)の 解像度 とな る。画像 デ ータは,制 御PC内 の512MBメ モ リにバ ース ト記録 した後,
ハ ー ドデ ィス クに転送 され,一 晩 の観 測終 了後,　DLTメ デ ィア に保存 され る。実 際の観 測 では同規格 のNAI　 2式 に
加 えて狭視 野アナ ログCCDカ メラ2台 も併 用 した。1999年4月 よ り本格 的 に観測 を開始 し,10月 初旬 まで計46夜 分の
デー タを取得 した。従 来の アナ ログCCDカ メ ラで は,オ ー ロラアー クが増 光す る と映 像信 号がす ぐに飽 和 して しまう
こ とが問題 とな っていたが,今 回デ ジタル化 す るこ とによ り十分 な ダイナ ミック レンジを確保 で き,定 量的 な輝 度解
析 が可能 となった。　elementaryな 渦構造(カ ール)を 作 るオー ロ ラのthicknessが100m前 後 の微 小構 造 も多数確 認 さ
れた。
今後,観 測 画像デ ータのデ ータベース化 とと もに,動 画像解析 手法 の 開発 を進め,オ ー ロラ微 細構造 の速度場解析
とオー ロラ粒 子加速機構 に関す る検証 を行 う。
月周回探査衛星搭載プラズマイメージャによるオー ロラ ・大気光の研究
助教授 田口 真,助 手 菊池雅行,教 授 岡野章一,教 授 江尻全機
2004年 に打ち上げ予定の月探査周回衛星(SELENE)に 搭載され る地球超高層プラズマイメージャー　(Upper　Atmo-
sphere　and　Plasma　 Imager:　UPI)の 開発を進めている。UPIは 共役点オーロラの同時撮像及び大気光のグローバル
イメージングを目的 としている。南北共役点オーロラを同一画像に撮像す ることは,観 測の同時性が完全であり,発
光強度や形態,時 間発展,位 置関係の詳細な比較が容易に可能である。また大気光のイメージング観測からは大規模
大気重力波の伝播 を地球規模で初めて可視化す ることが期待され る。UPIは 独 自の2軸 ジンバルに搭載す るように仕
様変更になったため,平 成11年 度は急遽 ジンバルの試作へ向けてジンバルの設計 を重点的に進めた。またそれに伴っ
てジンバル及び望遠鏡の熱設計及び構造解析 に取 りかかった。ジンバル駆動系のBBMを 製作 し,駆 動回路の試験,
モーター制御ソフ トウェアの開発を進めた。CCD検 出器に関 してはメーカー とモデルを決定 し,そ の仕様をメーカー
と詰めるために使用環境条件の設定を急いだ。 しか しジンバル取付位置決定やバス設計及びジンバル設計の遅れか ら
環境条件を決め られなかったため,契 約は次年度へ持 ち越 した。
ファブ リーペ ローイメージャーによる極域中間圏 ・熱圏ダイナミクスの研究
助教授 田口 真,教 授 岡野章一,教 授 江尻全機
第V期5カ 年計画に沿 って昭和基地 に設置される計画のファブ リーペ ローイメージャーは上部中間圏 ・下部熱圏中
性大気の風速 と温度の2次 元分布 を測定す る装置である。これらの高度領域でのオーロラ活動 と大気ダイナ ミクスの
関係,大 気大循環パターンのモニタ リングを目的 とす る。平成10年 度に引き続 き,フ ァブ リーペローイメージャーの
製作 を進めた。光学系の組立及びアライメント調整,ホ イール,シ ャッター等の制御装置の製作及び動作試験,温 度
調節器の製作及び性能試験 を行った。CCDカ メラの選定については,読 出速度よりも画像のS/Nを 優先 させて,背 面
照射型スロースキャンタイプの冷却CCDを 使用することとした。メカニカルシャッターが不要 になるフレーム トラ
ンスファー方式のCCDを 採用 した。参照系信号の読出ソフ トウェアを製作 した。ほぼハー ドウェア全体が完成 し,平
成12年 度の観測へ向けて細部の調整 と制御ソフ トウェアの製作,キ ャリブ レーションを残すのみとなった。
EXOS・Dオ ー ロラ紫外光撮 像装置 デー タ解析 助手 門倉 昭,教 授 江尻全機
EXOS-D　 (あ けぼの)衛 星搭載 のオー ロラ紫 外光撮像 装置(ATV-UV)　 に よって1989年6月 に観 測 された典型 的な
オ ー ロラサブ ス トーム イベ ン トのgrowth　 phaseか らexpansion　 phaseに か けての 発達過程 を詳細 に解析 した。 その
結果以 下の よ うな こ とが 明 らか になった。　 1.Growth　 phaseに おけ る,オ ンセ ッ トに関連 したdiscrete　 auroraの 発
達 と夜側 のプ ラズマ対流 の変化 との 間 には密接 な関係が あ る。2.オ ンセ ッ トはプ ラズマ対流 が集 中す る場所 で起 る。
3　.　Expansion　 phaseに お け る,オ ー ロラバ ル ジの発 達 には明確 な3段 階が ある。これ らの解析 結果 を もとに して,電
離圏一磁 気圏系 にお けるサ ブス トーム発達過程 に関す る観 測的 なモデル を考察 した。
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ロングイヤー ビェンにおけるカスプ域緯度夜側オー ロラ共役点観測結果の解析
助手 門倉 昭,教 授 麻生武彦,佐 藤夏雄
1999年3月 にスバルバー ド,ロ ングイヤービェンにおいて行った,中 山基地 との間のオーロラ共役点観測結果の う
ち特 に,3月10日 に観測 されたサブス トームイベン トの解析 を行った。このイベン トでは,　expansion　 phaseで 発達
したオーロラバルジの高緯度側境界付近に現れるdiscrete　auroraを,地 上の光学観測機器,　EISCATレ ーダー等で
観測することに成功 し,同 時に,低 高度のFAST衛 星,夜 側30Re付 近にいたGEOTAIL衛 星 によって も,こ の,プ
ラズマシー ト境界領域(PSBL)の 観測がなされた。それらの低高度における観測 とGEOTAIL衛 星による観測を比
較 した結果,以 下のようなことが明らかになった。1.両 者によって観測 された緯度方向の沿磁力線電流系,電 場の分
布 は同様である。2.経 度方向の電場については,低 高度では西向き,　GEOTAILで は東向き,と 方向が逆 になってお
り,　GEOTAILの 位置では誘導電場が卓越 していると考えられる。　3.discrete　auroraの 高緯度側 のPSBLで は,低
エネルギー電子の降 り込みによる630nmの 発光が卓越 しており,ま たその領域では顕著 な電子 ・イオン温度の上昇が
観測 された。
SCに 伴う特徴的な夜側オー ロラ活動の解析 助手 門倉 昭
1989年 の昭和基地における観測 をもとにして,　SCに 伴 う磁気圏の圧縮の結果生 じた夜側のオーロラ活動 について
の解析 を行った。その結果,以 下の ように2種 類の特徴的なオーロラ活動が現れることが明らかになった。1.低 緯度
側のオーロラオーバルの輝度の増加,2.オ ーロラオーバルの高緯度境界付近 より現れてさらに高緯度側へ と移動 し
てゆ く　discrete　aurora。　これらのオーロラ活動 と,地 上で観測 されたVLF波 動,　ULF波 動現象 との時間的な比較 を
行 い,そ の成因について考察 した。
EXOS-D放 射線帯モニター装置データ処理及び放射線帯の大規模構造変化に関する解析研究
助手 行松 彰
科学衛星EXOS-D　 (「あけぼの」)搭載の放射線帯モニター装置(RDM)の データに関 して,東 工大地球惑星科学科
と共同で,こ れまでに取得 され或は現在 も取得 され,宇 宙科学研究所 に蓄積 され続けているデータの組織的なデータ
ベースの構築及びその解析 を引 き続 き推 し進めた。また,　EXOS-D　 (「あけぼの」)衛星のSDB　 (Science　Data　Base)
の作成にも協力 して,　RDMのSDB作 成 を系統的に行うべ く環境 を整えて きたが,昨 年度末から,完 全 自動処理化を
目論んだシステムへの移行が完了 し,飛 躍的に処理速度を向上 させ更に急速なデータベース整備が可能 となった。 ま
た,1996年 度か ら,地 磁気異常地域(SAA)直 下のブラジルにおける,放 射線帯粒子降下及びその影響 を調査す る為
の地上観測 もブラジル宇宙科学研究所(INPE)と の共同で開始 し,大 きな磁気嵐時の放射線帯粒子の振舞に関する共
同解析 も引続 き進めている。「あけぼの」が観測を開始 してから11年 を経,1太 陽活動周期にわたる,こ れまでに例の
ない放射線帯の長期間連続データが蓄積 され,古 くて新 しいこの分野に貴重なデータを提供 している。
SuperDARN　 HFレ ーダーで観測 された昼間側方スプ領域近傍の高速流の研究
助手 行松 彰,教 授 佐藤夏雄,助 教授 山岸久雄
SuperDARN　 HFレ ーダーによって,昼 間側カスプ域近傍で観測 されることがある,非 常に特徴的な極向きの高速
流の発生機構及び磁気圏現象 との関連を明らかにすることが目的である。1997年7月15日 に観測されたイベン トでは,
この高速流が惑星間空間磁場の南北成分の変化 とともに消長することを初めて明 らかに し,こ の現象が,地 球磁気圏
境界で起こると考えられている磁場再結合に直接関わるFTE　 (Flux　Transfer　Event)　 の電離層への投影であるとす
る説 を裏付 け るこ とがで きた。更 に,こ れ らの現 象 とともに,　TCV(TravellingConvectionVorteces)やLCR(Lobe
Cell　Reconnection)に 関連 した もの と予想 され る現象 も観 測 されてお り,今 後 これ らの全体像 を明 らかにす るべ く研
究 を発 展 させて ゆ く予 定で あ る。
電磁粒子シ ミュレーシ ョンの新手法によるプラズマ波動の物理素過程の研究 助手 岡田雅樹
磁気圏プラズマ現象の基礎 となるミクロプラズマ物理の素過程 を解明する上において重要 となるプ ラズマの運動論
的解析手法 として電磁粒子シミュレーシ ョンの重要性が高 まっている。情報科学センターの大型計算機 システムの更
新 を控 え,磁 気圏シミュレーションの大規模化,複 雑化,精 密化を可能 とす る新手法を探 るため,研 究小集会 を開催
した。特に物理乱数 を使用 したシミュレーションの可能性について検討 を行い,これまで問題であった電磁粒子シミュ
レーションの数値 ノイズの問題に対 して研究の端緒についた。 また,並 列計算機 による大規模シ ミュレーシ ョンの可
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能性について技術的検討 を行った。
MFレ ーダーによる極域中間圏 ・下部熱圏の観測 助手 堤 雅基,教 授 麻生武彦,教 授 江尻全機
10年 度末に完成 した南極昭和基地MFレ ーダーを定常運用 し,相 関法による中間圏か ら下部熱圏における風速観測
(60-100km),電 子密度観測,お よび本研究で開発 した流星エコー観測 を行った。大 きな トラブル もな く非常に欠測
の少ない良好なデータが1年 間を通 じて得 られた。 また得 られたデータを圧縮 して日本へ定期的に自動転送するよう
なシステム構築を行い,日 本国内で準 リアル タイムのデータ解析が可能 となった。流星エコー観測か らは,冬 期に限
定 されるが高度90-110kmを 中心に水平風速の推定に成功 し,従 来より用いられている相関法ではやや問題のあった
下部熱圏領域(高 度100km付 近)の 観測 を補 う手段 を開発 した。得 られた風速観測結果か らは,従 来考えられていた
以上 に力学的に活発な南極域下部熱圏領域の様子が示された。
極域電離圏プラズマダイナ ミクスの研究 教授(客 員)小 川忠彦
10年度に引き続 き,昭 和基地 を含めた南極域及び北極域に展開されているSuperDARN短 波(HF)レ ーダー網の
データを用いた研究 を実施 した。これ らのレーダーの特徴は,レ ーダー基地か ら約3,000km以 内の電離圏F層 のプ ラ
ズマ運動を2分 程度の時間分解能 と45kmの 空間分解能で測定できることにあり,オ ーロラ帯から極冠域に至る広範
囲のプラズマダイナ ミクスを研究で きる。11年 度の主な研究内容は以下の通 りである。
(1)北 極SuperDARNレ ーダーとEISCAT　 Svalbardレ ーダー(ESR)と の同時観測で得 られたデータを解析 し,
1カ スプ付近のエレク トロダイナ ミクス(プ ラズマ対流変化に伴 う電子密度の急減,イ オン流出,ポ ーラーパ ッチ
生成などの因果関係)の 研究を行い,国 内外で口頭発表す るとともに,論 文作成 を開始 した。　Flowburst現 象の
研究成果を学会誌 に発表 した。また,惑 星間空間磁場の急激な変化に伴 う極域プラズマ対流の応答過程の研究を
進め,口 頭発表 した。
(2)昭 和基地HFレ ーダーの ドップラースペク トルか ら得 られる諸パ ラメータ(エ コー強度,平 均 ドップラー速度,
スペク トル幅)の 統計解析を行い,相 関関係 を初めて調べた結果 を極地研機関誌に発表 した。この研究か ら,レ ー
ダー波の散乱原因 となる電離圏のプ ラズマ不安定機構　(gradient-drift不 安定,　currentconvective不 安定)や そ
の発生時間帯が明らかになった。
(3)昭 和基地東HFレ ーダーの近距離エコーの解析 を開始 し,成 果を口頭発表 した。この研究を通 してE層 エコー
の性質が初めて明 らかにな りつつある。
極光生成一酸化窒素の中層大気オゾ ン化学変調の研究 助教授(客 員)岩 上直幹
NO(一 酸化窒素)は 化学的に活性で,中 層大気オゾン化学を制御 しているほか,熱 圏ではその赤外活性によりサー
モスタットとして働 いていると考えられている。一方では,極 光粒子降下によるエネルギー注入に呼応 してその量を
最 も著 しく変化 させ る微量成分 として も知 られている。通常は極光生成されたNOは1日 の時定数で光解離 されるた
め,中 層大気には影響 をおよぼさないが,極 夜 という条件下では寿命がのび,中 層大気オゾン化学 を変調する可能性
が理論的には指摘 されていた。この現象は太陽活動 と気候 とを結ぶ ミッシング リンクのひ とつ と考えられ る。これを
実験的に確かめ るため,1994年2月 および11月 にノル ウェー・アン ドーヤにおいてロケット実験を行なった。　NOは 予





研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
江 尻 全 機 国立極地研究所 ・教授 極域電離圏 ・熱圏 ・中間圏に関す る総合研究
イ.一 般共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
森 岡 昭 東北大学惑星プラズマ大気研究セ ン
ター ・教授
衛星 ・地 上観測 デー タに もとつ くパル セ イテ ィング
オ ーロ ラの研究
大 家 寛 東北大学院理学研究科 ・教授 科学衛星 「あけぼの」観測による極域プラズマ波動
とオーロラ現象の対比に関する研究
長 井 嗣 信 東京工業大学理学部 ・教授 オーロラ及磁気変動 とプラズマシー トのダイナ ミクスの関係に関す る研究
早 川 正 士 電気通信大学 ・教授 波動 ・粒子相互作用 と トリンピ現象
小 川 忠 彦 名古屋大学太陽地球環境研究所 ・
教授 SuperDARNレ ー ダー に よる極 域 電磁 気圏の研 究
西 野 正 徳 名古屋大学太陽地球環境研究所 ・助教授
イメージング リオメータによる極域電離層吸収現象
の南北共役性の解明
南 繁 行 大阪市立大学工学部 ・助教授 オーロラ演示装置の研究
山 上 隆 正 宇宙科学研究所 ・助教授 オーロラX線 の発生機構 と高エネルギー粒子加速の
研究
五十嵐 喜 良 通信総合研究所 ・室長 VHFレ ーダとHFレ ーダの比較観測 による極域電
離圏ダイナ ミックスの研究





湯 元 清 文 九州大学理学部 ・教授 多点地上及びレーダーと人工衛星観測に基づ くオーロラに関する磁気圏擾乱の研究
吉 川 顕 正 九州大学理学部 ・講師 極域,磁 気赤道域を含む磁気圏一電離圏結合の理論
的研究
福 西 浩 東北大学大学院理学研究科 ・教授
AGOネ ッ トワークとHFレ ーダーを用いた極冠域
電磁現象の研究
渡 部 重 十 北海道大学大学院理学研究科 ・教授 ファブリーペロー干渉計を用いたオーロラ活動に対
する熱圏風応答の研究
利根川 豊 東海大学工学部 ・助教授 ULF波 動 による極域電離圏・磁気圏結合に関する研
究
小 川 英 夫 大阪府立大学総合科学部 ・教授 極域における大気オゾンの ミリ波観測計画
塩 川 和 夫 名古屋大学太陽地球環境研究所 ・助教授
超高層大気イメージングシステムを用いた熱圏 ・中
間圏大気ダイナ ミクスの研究
柴 崎 和 夫 國學院大学文学部 ・教授 極域における中性大気変動の様相
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
菊 池 崇 通信総合研究所 ・主任研究官 SuperDARNに よる磁気圏電場発達過程の研究
島 倉 信 千葉大学工学部 ・教授 導波管効果を伴う磁気圏VLF波 動の電離層透過域推定法の研究
野 村 彰 夫 信州大学工学部 ・教授
Na共 鳴 ドップラーライダーによる南極 中間圏界面
付近の大気観測
杉 浦 正 久 東海大学総合科学技術研究所 ・教授 磁気嵐時の非対称磁場発達過程
三 澤 浩 昭 東北大学惑星プラズマ大気研究セ ン
ター ・助教授
22周年期 を考慮 した磁気圏嵐群 と太陽諸現象の電磁
的因果関係




久保田 実 通信総合研究所 ・研究官 大気光光学装置の絶対光度較正




中 村 正 人 東京大学大学院理学系研究科 ・助教授 酸素イオン撮像用薄膜水素吸収セルの開発
(3)科 学研究費補助金による研究
ア.特定領域研究(B)
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
麻 生 武 彦 ・教 授 北極域 における中層大気 ・熱圏の力学的結合 11～16 江 尻 全 機
岡 野 章 一
佐 藤 夏 雄
田 口 真
山 岸 久 雄
行 松 彰
門 倉 昭
岡 田 雅 樹
イ.基 盤研究(A)
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
佐 藤 夏 雄 ・教 授 SuperDARNレ ー ダー と地 上 共役 点観 測 に よ9～11 江 尻 全 機
る極域電磁圏の南北対称性の研究 麻 生 武 彦
岡 野 章 一




岡 田 雅 樹
菊 池 雅 行
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研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
佐 藤 夏 雄 ・教 授 国 際SuperDARNレ ー ダー網 に よ る極 域 電磁11～14 江 尻 全 機
圏擾乱の南北半球比較研究 麻 生 武 彦




岡 田 雅 樹




研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
平 澤 威 男 ・所 長 地球科学の現状と在 り方に関する研究 10～11 麻 生 武 彦
平 澤 威 男 ・所 長 EISCATレ ーダーによる北極域の大気圏・電磁
気圏環境変動の研究
10～12 江 尻 全 機
佐 藤 夏 雄
麻 生 武 彦
藤 井 理 行
岡 野 章 一
本 山 秀 明
山 岸 久 雄
田 口 真
門 倉 昭
岡 田 雅 樹
菊 池 雅 行
行 松 彰
江 尻 全 機 ・教 授 南極点オーロラと熱圏ダイナ ミックスの観測研
究
11～12 麻 生 武 彦
岡 野 章 一
田 口 真
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A platform for study of geospace  environ-R. Liu and Symposium on China-Japan1999.6
ment in Antarctica-Progress in the coopera-N. Sato Collaborative Research in
tive research on upper atmospheric physics at Upper Atmospheric Physics
Zhongshan, Antarctica between NIPR and at Cusp Region of Antarc-
PRIC tica, Shanghai, China
Simultaneous observation of SuperDARN,wska , 1JF~3i E, Symposium on China-Japan1999.6
radars and optical aurora: a case study relat- Collaborative Research in
ing to solar sudden commencement P] Ott, Upper Atmospheric Physics
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H. Yang, tica, Shanghai, China
R. Liu
Characteristics of dayside aurora and their  )11 Symposium on China-Japan1999.6
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H. Yang, Upper Atmospheric Physics
R. Liu, at Cusp Region of  Antarc-
H. Hu tica, Shanghai, China
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Quasi-periodic optical aurorae in the "15H. Yang, Symposium on China-Japan 1999.6
MLT Hot Spot" region observed at  Zhong-'W*AME, lElifilM, Collaborative Research in
shan, Antarctica tiAlfti-T,  rits on, Upper Atmospheric Physics
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The statistical study of high latitude auroraIii-a3ftfTT, Symposium on China-Japan1999.6
observed by scanning photometer at Uhong-H. Yang, Collaborative Research in
shan Station R. Liu, Upper Atmospheric Physics
H. Hu, at Cusp Region of  Antarc-
Aaktft tica, Shanghai, China
Statistic characteristics of the aurora  ob-H. Hu, Symposium on China-Japan 1999.6
served at Zhongshan Station, Antarctica R. Liu, Collaborative Research in
H. Yang, Upper Atmospheric Physics
J. Wang, at Cusp Region of  Antarc-
4FfifillM, tail TT, tica, Shanghai, China
 fAttg,
X. Wang
Postnoon aurora observed at Zhongshan Sta-H. Hu, Symposium on China-Japan1999.6
tion, Antarctica R. Liu, Collaborative Research in
H. Yang, Upper Atmospheric Physics
 4111friM, a31,14-,at Cusp Region of  Antarc-
A*ktft, Millffifit tica, Shanghai, China
All sky imager system at Amundsen-ScottM. Ejiri, Symposium on China-Japan1999.6
South Pole Station S. Okano, Collaborative Research in
M. Okada and Upper Atmospheric Physics
M. Taguchi at Cusp Region of Antarc-
tica, Shanghai, China
Auroral dynamics by all sky imager at SouthM. Okada, Symposium on China-Japan1999.6
Pole Station M. Ejiri, Collaborative Research in
M. Taguchi and Upper Atmospheric in
S. Okano Physics at Cusp Region of
Antarctica, Shanghai, China
Dayside quasi-periodic phenomena observed ttliliTE-, AXIME, Symposium on China-Japan 1999.6
by HF radar and optical aurora [1] W. XME, -ITtt.: -W, Collaborative Research in
Calffifir,  Ill  *UM, Upper Atmospheric Physics
H. Yang, at Cusp Region of Antarc-
R. Liu tica, Shanghai, China
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題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
High　 speed　 plasma　 flow　 near　 dayside　 cusp行松 彰,山 岸久雄, Symposium　 on　China-Japan1999.6




Observations　 and　 analyses　 of　 the　 VLF/K.　 Tang, Symposium　 on　China-Japan1999.6
aurora　 received　 at　 Zhongshan　 Station,　 Antar一F.　 Peng, Collaborative　 Research　 in
ctica Y.　 Yang, Upper　 Atmospheric　 Physics
H.　 Hu, at　Cusp　 Region　 of　Antarc一
R.　 Liu, tica,　Shanghai,　 China
佐藤夏雄
Interhemispheric　 conjugacy　 of　 the　 nightside山岸久雄,佐 藤夏雄, Symposium　 on　ChinaJapan1999.6
auroras　 observed　 with　 imaging　 riometers　 at西野正徳, Collaborative　 Research　 in
Zhongshan　 Station,　 Svalbard　 and　 East　 Green一P.　 Stauning, Upper　 Atmospheric　 Physics
land R.　 Liu at　Cusp　 Region　 of　Antarc一
tica,　 Shanghai,　 China
Imaging　 riometer　 observations　 at　 polar　 cap西野正徳,山 岸久雄, Symposium　 on　China-Japan1999.6
COnjUgate　 StatiOnS 佐藤夏雄,佐 納康治, Collaborative　 Research　 in
村田洋三,巻 田和男, Upper　 Atmospheric　 Physics
R.　 Liu, at　Cusp　 Region　 of　 Antarc.
H.　 Hu, tica,　Shanghai,　 China
P.　 Stauning,
J.　A.　 Holtet
Coordinated　 observations　 of　Pc5　 waves　 in　theY.　Tonegawa, Symposium　 on　China-Japan1999.6
■
cusp　 reglon T.　 Sakurai, Collaborative　 Research　 in
M.　 Yokota, Upper　 Atmospheric　 Physics
N.　 Sato, at　 Cusp　 Region　 of　 Antarc一




極域における熱圏中性風一プラズマ ドリフ ト相 坂野井健,福 西 浩, 地球惑星科学関連学会合同大 1999.6
互作用 の光学 ・レー ダー観 測 佐藤夏雄,山 岸久雄, 会
行松 彰,五 十嵐喜良
IMF北 向 き中のカスプ緯度電離層呼吸:IMF西野正徳,西 谷 望, 地球惑星科学関連学会合同大 1999.6
変動 に対する特徴的なレスポンス 山岸久雄,佐 藤夏雄 会
SuperDARNとEISCAT　ESRレ ー ダーで 観小川忠彦, 地球惑星科学関連学会合同大 1999.6
測 された1998年2月1日 のカスプ付近の電離圏Stephan　 C.　Buchert,会
現象 西谷 望,佐 藤夏雄
一25一
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
磁気圏沿磁力線電流とプラズマ対流の動的描 飯島 健,渡 辺正和, 地球惑星科学関連学会合同大 1999.6
像:　SuperDARN観 測 に よる 佐藤夏雄 会
IMFの 急激 な南向き変化に伴 う極域対流 と電西谷 望,小 川忠彦, 地球惑星科学関連学会合同大 1999.6
流系 佐藤夏雄,山 岸久雄 会
昭和基地短波 レーダーで得 られた諸パ ラメータ 福本匡章,西 谷 望, 地球惑星科学関連学会合同大 1999.6
のMLT依 存性 小川忠彦,佐 藤夏雄, 会
山岸久雄,行 松 彰
地上 デー タに見 られ るサ ブス トー ムオ ンセ ッ ト 門倉 昭, 地球惑星科学関連学会合同大 1999.6
直前の予兆現象 あけぼのATVグ ループ 会
準周期的に出現するアーク:午 後側オーロラ中 揚 窓根,佐 藤夏雄, 地球惑星科学関連学会合同大 1999.6




可視 オー ロ ラ とHFレ ーダー とで 同時 観 測 さ 村田洋三,佐 藤夏雄, 地球惑星科学関連学会合同大 1999.6
れた準周期的現象 山岸久雄,行 松 彰, 会
菊池雅行,巻 田和男,
楊 恵根,劉 瑞源
HFレ ーダー及 び衛星観 測 に基 づ くPc5波 動松岡 均,行 松 彰, 地球惑星科学関連学会合同大 1999.6





昭 和SuperDARNレ ー ダー に よ るカ スプ 域 近行松 彰,山 岸久雄, 地球惑星科学関連学会合同大 1999.6
傍の高速流の振舞(3) 佐藤夏雄 会
中山基地掃天フォトメーターで観測 された高緯 菊池雅行,巻 田和男, 地球惑星科学関連学会合同大 1999.6
度オーロラの統計解析 楊 恵根,劉 瑞源, 会
佐藤夏雄
酸素イオン共鳴散乱光を検出するポーラーウィ 山崎 敦,中 村正人, 地球惑星科学関連学会合同大 1999.6
ンド撮像用極端紫外望遠鏡の基礎開発 三宅 亙,田 口 真, 会
滝澤慶之
HFレ ーダによる長周期磁気脈動のスペク トル 北川英嗣,奥 澤隆志, 地球惑星科学関連学会合同大 1999.6
特性 佐藤夏雄,山 岸久雄, 会
行松 彰
一26一
題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
昼側オーロラと惑星間磁場 鮎川 勝,巻 田和男, 地球惑星科学関連学会合同大 1999.6
佐藤夏雄,楊 恵根 会
オーロラの極方向への拡大の南北半球共役性 山岸久雄,西 野正徳 地球惑星科学関連学会合同大 1999.6
一 イメー ジ ング リオ メー タネ ッ トワーク とHF SuperDARN　 Group会
レーダー観測結果一 PIs,
シータオーロラ消滅過程における太陽方向高速 渡辺正和,佐 藤夏雄 地球惑星科学関連学会合同大 1999.6
プラズマ流の一時的復活 会
『のぞみ』搭載紫外撮像分光計 による星間風観測 船橋 豪,福 西 浩, 地球惑星科学関連学会合同大 1999.6
結果 渡部重十,田 口 真, 会
高橋幸弘,若 栗康宏
のぞみ搭載UVSに よるジオ コロナの空間分布若栗康宏,福 西 浩, 地球惑星科学関連学会合同大 1999.6
観測 渡 部重十,田 口 真, 会
高橋幸弘,船 橋 豪
のぞみ衛星搭載水素吸収セルに よる地球水素 伊 藤裕一,福 西 浩, 地球惑星科学関連学会合同大 1999.6
Lymanα 線 の観 測 渡部重十,田 口 真 会
惑星 大気 探査 用 波 長可 変 フィル ターイメー 田 口 真,森 岡 昭, 地球惑星科学関連学会合同大 1999.6
ジャーの検 討 三澤浩昭,高 橋 慎, 会
野澤宏大
大気波動 ・大気光相互作用 ロケット実験 岩上直幹,村 山泰啓, 地球惑星科学関連学会合同大 1999.6
久保田実,山 本博聖, 会
関口宏之,高 橋幸弘
大気光の分光温度計観測により得られた温度変 下舞豊志,塩 川和夫, 地球惑星科学関連学会合同大 1999.6
化の解析 小川忠彦 会
夜間大気光ripple構 造の4波 長同時 イメージ江尻 省,塩 川和夫, 地球惑星科学関連学会合同大 1999.6
ング観測 小川忠彦,中 村卓司, 会
前川良二,津 田敏隆,
久保田実
1998年8月26日 の磁 気嵐 中のサブ ス トーム時 に塩川和夫,小 川忠彦, 地球惑星科学関連学会合同大 1999.6
観測された電離圏変動の総合観測 齊藤昭則,宮 崎真一, 会
五十嵐喜良
3波 長 フ ァブ リ ・ペ ロー分光器 による熱 圏 ・中 塩川和夫,江 尻 省, 地球惑星科学関連学会合同大 1999.6
間圏の風速 ・温度観測の現状 小川忠彦 会
一27一
題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
SuperDARN　 HF　 radarに よって観 測 され た細川敬祐,行 松 彰, 地球惑星科学関連学会合同大 1999.6




Interhemispheric　 conjugacy　 of　the　 nightsideH.　 Yamag s i, 22nd　 IUGG　 general　 assem一1999.7
auroral　 phenomena　 observed　 with　 an　 Imag一N.　 Sato, bly,　Birmingham,　 UK
ing　 riometer　 network　 and　 HF　 radarsM.　 Nishino,
P.　Stauning　 and
Liu　 Ruiyuan
Statistical　 Relationship　 Among　 Echo　 Power,M.　 Fukumoto, JUGG　 99,　Birmingham,　 UK1999.7
Doppler　 Velocity　 and　 Spectral　 Width　 of　HFN.　 Nishitani,




Dynamics　 of　High-Latitude　 Ionospheric　 Con一N.Nish tani, IUGG　 99,　Birmingham,　 UK1999.7
vection　 and　 Current　 System　 Following　 aT.　Ogawa,





Seasonal　 variation　 of　gravity　 waves　 observedT.　Nakamura, (Session　 JSMO1)　 Middle1999.7
with　 airglow　 imaging　 at　 Shigaraki,　 JapanA.　H gashikawa, atmosphere　 dynamics　 and







Coordinated　 Observations　 of　 Pc5　 Waves　 in利根川豊,櫻 井 亨, Symposium　 on　China-Japan1999.7
the　 Cusp　 Region 横田 稔,佐 藤夏雄, Collaborative　 Research,　 In
山岸久雄,行 松 彰, Upper　 Atmospheric　 Physics
SuperDARN/GEOTAILat　 Cusp　 Region　 of　 Antar一
研究グループ ctica,　 Shanghai,　 China
一28一
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
ALIS　 multi-station　 imaging　 observations　 ofB.　U.　 E.　Brandstrδm26th　 Annual　 European1999.8
HF　 pump　 enhanced　 airglow　 from　 the
o
A.　 Steen, Meeting　 on　 Atmospheric
EISCAT-heating　 facility　 at　the　 auroral　 lati一B. Gustavsson, Studies　 by　Optical　 Methods,
tude　 of　Tromso M.　 Rietveld, Max-Planck-Institut　fUr
T.　 B.　 Leyser, Aeronomie　 Katlenburg一
T.　Aso　 and Lindau,　 Ger　 many,　 30
M.　 Ejiri Augus卜3　 September
Sudden　 enhancement　 of　 optical　 aurora　 andN.　 Sat 第23回 極域 における電離圏磁 1999.8
HF　 radar　 echoes　 associated　 with　 solar　 windY.　 Murata, 気圏総合観測 シンポジウム







昭和基地短波 レーダーで得られた諸パ ラメータ 福本匡章,西 谷 望, 第23回 極域 における電離圏磁 1999.8
の統計的解析 小川忠彦,佐 藤夏雄, 気圏総合観測シンポジウム
山岸久雄,行 松 彰
HFレ ー ダー観測 に よるPc3波 動の研究 松岡 均,行 松 彰, 第23回 極域 における電離圏磁 1999.8
山岸久雄,佐 藤夏雄, 気圏総合観測シンポジウム
G.J.Sofko
SuperDARN　 High　 Velocity　 Events　 (HVE's)坂 翁介,北 村 泰一, 第23回 極域 における電離圏磁 1999.8
と赤道現象 とそのグローバルダイナ ミックス的 立原裕司,篠 原 学, 気圏総合観測シンポジウム




急激な惑星間空間磁場の変化に対する電離層力 行松 彰, 第23回 極域における電離圏磁 1999.8
スプの応答について(そ の2) M.　 Pinnock, 気圏総合観測シンポジウム
渡辺正和,山 岸久雄,
佐藤夏雄
SuperDARN　 HF　 radarに よって観 測 され た細川敬祐,家 森俊彦, 第23回 極域における電離圏磁 1999.8




題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
惑星間空間磁場の急激な南向き変動時の電離圏 西谷 望,小 川忠彦, 第23回 極域における電離圏磁 1999.8




夜側極冠境界に生 じる太陽方向プラズマ流バー 渡辺正和,佐 藤夏雄, 第23回 極域における電離圏磁 1999.8
ス ト:あ る惑星 間磁 場Bz変 化 に対 す る磁気R.　A.　Greenwald, 気圏総合観測シンポジウム




Trough　 observations　 with　 the　 EISCAT1.　Haggstδm, 第23回 極域における電離圏磁 1999.8
radars,　 ALIS　 auroral　 imaging　 system　 andA.　 P-Wannberg, 気圏総合観測シンポジウム













SuperDARNとESRレー ダー 同時観 測 に基 づ 小川忠彦, 第23回 極域における電離圏磁 1999.8
くカスプ付近のpolar　 patch生 成過程 S.　Buchert, 気圏総合観測シンポジウム
西谷 望,佐 藤夏雄,
M.　 Lester
Incoherent　 scatter　 plasma　 line　 observations1.　HaggstrOm, 第23回 極域における電離圏磁 1999.8




Coordinated　 study　 on　the　 electrodynamics　 of門倉 昭,麻 生武彦, 第23回 極域における電離圏磁 1999.8
the　 substorm-time　 double　 oval　 configuration佐藤夏雄 気圏総合観測シンポジウム
around　 the　 most　 poleward　 arc　 system　 with
EISCAT,　 satellites　 and　 ground-based　 obser一
vations　 (1)　Preliminary　 results
一30一
題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
オーロラの極 方向拡大の南北半球共役性一イ 山岸久雄, 第23回 極域における電離圏磁 1999.8
メ ー ジ ン グ リ オ メータ ネ ッ トワー ク とHF P.　Stauning, 気圏総合観測シンポジウム
レー ダ観 測 を用 いて一 西野正徳,
SuperDARNグ ループ
Pls
太陽風動圧 ・IMFに 関連 した午後側電離層吸収西野正徳 山岸久雄, 第23回 極域における電離圏磁 1999.8




月周回衛星からの共役点オー ロラ撮像観測(II)田 口 真,岡 野章一, 第23回 極域 における電離圏磁 1999.8
江尻全機,中 村正人 気圏総合観測シンポジウム
可視 オーロラ とHFレ ーダー とで同時観測 さ村田洋三,佐 藤夏雄, 第23回 極域 における電離圏磁 1999.8
れた準周期的現象 山岸久雄,行 松 彰, 気圏総合観測シンポジウム
菊池雅行,巻 田和男,
楊 恵根,劉 瑞源
パルセイティングオーロラ間の境界領域 として 瀧澤博和,森 岡 昭, 第23回 極域における電離圏磁 1999.8
の ブラ ックオ ー ロラにつ いて 三澤浩昭,佐 藤夏雄, 気圏総合観測 シンポジウム
宮岡 宏
脈動 オー ロ ラ発生機 構 と してのTurn-offモ デ佐藤夏雄,滝 澤博和, 第23回 極域における電離圏磁 1999.8
ルの提案 諸岡倫子, 気圏総合観測シンポジウム
T.　 Saemundsson
アム ンゼ ン ・ス コ ッ ト南極点基地 の全天 イメー 岡野章一,江 尻 全機, 第23回 極域における電離圏磁 1999.8
ジャ観測結果 岡田雅樹,田 口 真 気圏総合観測シンポジウム
南極 点全天 イメー ジ ャによるオー ロラ ・ダイナ 岡田雅樹,江 尻全機, 第23回 極域 における電離圏磁 1999.8
ミックス 田 口 真,岡 野章 一 気圏総合観測シンポジウム
MLT午 後側準周期的 に出現 して赤道ヘ ドリフ揚 窓根,佐 藤夏雄, 第23回 極域における電離圏磁 1999.8
トするアーク群 巻田和男,菊 池雅行, 気圏総合観測 シンポジウム
門倉 昭,松 岡 均,




題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
1999年SuperDARN/南 極 点基 地/中 山基 地佐藤夏雄,江 尻全機, 第23回 極域 における電離圏磁 1999.8
特別同時観測(速 報) 岡野章一,山 岸久雄, 気圏総合観測シンポジウム





磁気嵐時のDst変 化 の特性 の粒子 シ ミュレ 江ー尻全機,海 老原祐輔 第23回 極域における電離圏磁 1999.8
シ ョン研究 気圏総合観測 シンポジウム
A　demonstration　 of　the　co-10cation　 of　opticalS.　 E.　 Milan, 第23回 極域における電離圏磁 1999.8
and　 radar　 auroral　 forms　 in　 the　 electrojetM.　 Lester　 and　 N.　 Sato気圏総合観測 シンポジウム
●
reglon
EISCATス バ ル バ ー ドレー ダー に よ る北極 域麻生武彦, 第23回 極域 における電離圏磁 1999.8
超高層大気潮汐波の観測 Chris　 Hall 気圏総合観測シンポジウム
First　 multi-station　 imaging　 observations　 ofT.　 B.　 Leyser, The　 9th　 International　 EIS一1999.9
HF　 pump-enhanced　 airglow　 using　 EISCAT一B.　U.　E.　Brandstrδm,CAT　 Workshop,　 Werniger一
Heating B.　 Gustavsson,O
A.　 Steen,





Incoherent　 scatter　 plasma　 line　 observations1.　Haggstr6m, The　 9th　 International　 EIS一1999.9
in　the　 auroral　 E-layer M.　 Hedin, CAT　 Workshop,　 Werniger一




The　 EISCAT　 4-beam　 system　 used　 for　 aM.　 Hedin, The　 9th　International1999.9
trough　 observation A　 Pellinen-Wannberg,EISCAT　 Workshop,
1.　Haggstrδm, Wernigerode,　 Germany,





題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
A　 conjuctive　 observation　 oa　 polar　 cap　 auroraT.　 Aso, The　 9th　 International　 EIS一1999.9
with　 EISCAT　 radar,　 satellites　 and　 ground一A.　Kadokura, CAT　 Workshop,　 Werniger一













Comparative　 study　 of　EISCAT　 radar-derivedT.　 Aso, The　 gth　 International　 EIS一1999.9
atmospheric　 tide　 in　 the　 polar　 lower　 thermo一C.　 Hall, CAT　 Workshop,　 Werniger一
sphere　 with　 the　 numerical　 modeling　 ATM2A.　 van　 Eyken　 andode,　 Germany,　 6-10　 Septem一
P.　J.　S.　 Williams ber,P.57
ESR・ 　HFレ ー ダーな どに よるカスプ 域プ ラズ小川忠彦 EISCATレ ー ダー を 軸 と し1999.10
マ ダイナ ミックスの研 究－Polar　 patch生 成過 た北極域超高層物理研究の近
程 を中心 として一 未来展望 に関する研究小集
会,極 地研究所
巨大な宇宙発電所、オーロラー電気工学者が見 山岸久雄 電気関係学会関東支部研修会 1999.10
たオー ロラ現 象一 特別講演 桐生市
無人地帯におけるEMC環 境評価の研究計画 山岸久雄,菊 池雅行, 電気関係学会北陸支部連合大 1999.10
門倉 昭,長 野 勇, 会 富山市
八木谷聡
SuperDARN　 HF　 radarを 用 い た 北 半 球細川敬祐,行 松 彰, 第106回 地球電磁気・地球惑星1999.11




題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
Coordinated　 study　 on　 the　 electrodynamicsA.　 Kadokura, 第106回 地球電磁気・地球惑星1999.11
around　 the　 most　 poleward　 arc　 system　 of　theT.　 Aso, 圏学会









IMFの 急激な南向 き変動時の電離圏対流 と等西谷 望,小 川忠彦, 第106回 地球電磁気・地球惑星1999.11




Nightside　 auroral　 characteristic　 responses　 toA.　Kadokura 第106回 地球電磁気・地球惑星1999.11
magnetospheric　 compressions　 associated 圏学会
with　 SCs
太陽風動圧変動にともなわれた午後側電離層吸 西野正徳,山 岸久雄, 第106回 地球電磁気・地球惑星1999.11




HFレ ーダーで観測されたエコーの磁気嵐時 に西谷 望,福 本匡章, 第106回 地球電磁気・地球惑星1999.11
おけるスペク トル幅の特性 小川忠彦,佐 藤夏雄, 圏学会
山岸久雄,行 松 彰
昭和基地短波 レーダーで見 た磁気緯度75°付近福本匡章,西 谷 望, 第106回 地球電磁気・地球惑星1999.11
のF層irregularities 小川忠彦,佐 藤夏雄, 圏学会
山岸久雄,行 松 彰
Simultaneous　 Observation　 of　 Optical　 AuroraN.　 Sato, 第106回 地球電磁気・地球惑星1999.11
and　 SuperDRAN　 HF　 Radar　 Echoes　 associat一Y.　 Murata, 圏学会
ed　 with　 the　 Solar　 Wind　 Negative　 pressureH. Yamagi hi,








題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
可視 オー ロ ラ とHFレ ー ダー とで 同 時観 測 さ 村田洋三,佐 藤夏雄, 第106回 地球電磁気・地球惑星1999.11
れたカスプ/ク レフ ト域準周期的現象 山岸久雄,行 松 彰, 圏学会
菊池雅行,巻 田和男,
H.　 Yang,　 R.　 Liu
Quasi-periodically　 Recurring　 of　 Equator一H.　 Yang, 第106回 地球電磁気・地球惑星1999.11
ward　 Moving　 Arcs　 Observed　 in　MLT　 Post一N.　 Sato, 圏学会









変 動IMFの も とで の 夜 側 ク ローバ ー ス ト と渡辺正和,佐 藤夏雄, 第106回 地球電磁気・地球惑星1999.11





パ ル 七一テ ィング オー ロ ラ に対 す るブ ラ ック 瀧澤博和,森 岡 昭, 第106回 地球電磁気・地球惑星1999.11
オー ロラの応答 につ いて 三澤浩昭,佐 藤夏雄, 圏学会
宮岡 宏




粒 子 シ ミュ レー シ ョンに よ る磁 気 嵐 時Dst変 江尻全機,海 老原祐輔 第106回 地球電磁気・地球惑星1999.11
化の特性 圏学会
リングカ レン トイオ ンの微 細構 造:　Viking及海老原祐輔,山 内正敏, 第106回 地球電磁気・地球惑星1999.11
びFrejaに よる観 測 とモデ リング H.　 Nilsson, 圏学会
1.　Sandahl,
江尻全機
『のぞみ』搭載UVSに よる星間水素観測結果 船橋 豪,福 西 浩, 第106回 地球電磁気・地球惑星1999.11
渡部重十,田 口 真, 圏学会
高橋幸弘
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
のぞみ搭載UVSに よって測定された月の紫外田 口 真,船 橋 豪, 第106回 地球電磁気・地球惑星1999.11
領域アルベ ド 渡部重十,高 橋幸弘, 圏学会
福西 浩
のぞみ衛星搭載紫外撮像分光計観測データによ 伊藤裕一,福 西 浩, 第106回 地球電磁気・地球惑星1999.11
る地球外気圏の リモー トセンシング 渡部重十,田 口 真 圏学会
OH及 びOI(557.7nm)大 気光 の イメー ジング江尻 省,塩 川和夫, 第106回 地球電磁気・地球惑星1999.11
観測で得られた小規模重力波の鉛直構造 小川忠彦,中 村卓司, 圏学会
前川良二,津 田敏隆,
久保田実
信楽MU観 測所における多波長大気光の定常前川良二,中 村卓司, 第106回 地球電磁気・地球惑星1999.11
全天イメージング観測で得 られた内部重力波の 津田敏隆,塩 川和夫, 圏学会
季節変化 江尻 省,小 川忠彦,
田 口 真,岡 野章一,
江尻全機
極域超高層における大気潮汐波の振舞い(II) 麻生武彦,堤 雅基, 第106回 地球電磁気・地球惑星1999.11
C.　 Hall, 圏学会
A.　van　 Eyken
3波 長 フ ァブ リ ・ペ ロー分光器 に よる熱 圏 ・中 塩川和夫,門 田拓郎, 第106回 地球電磁気・地球惑星1999.11
間圏の風速 ・温度観測の現状一2 江尻 省,小 川忠彦, 圏学会
中村卓司,津 田敏隆
夏期夜間のEs層FAI、 　Fe層 高度変化及び大気小川忠彦,野 崎憲朗, 第106回 地球電磁気 ・地球惑星1999.11
光変動の同時観測 塩川和夫,高 橋 理, 圏学会
山本 衛,北 一麻呂
中緯度電離層F領 域で見 られるTID現 象の光門田拓郎,塩 川和夫, 第106回 地球電磁気・地球惑星1999.11
学 ・レー ダー観測 大塚 雄一,江 尻 省, 圏学会
小川忠彦,深 尾昌一郎
FRONTキ ャンペーン期間中 に日本全域 で観久保田実,塩 川和夫, 第106回 地球電磁気・地球惑星1999.11




GEOTAILとSuperDARNで同時観 測 され た 利根川豊,櫻 井 亨, 第106回 地球電磁気・地球惑星1999.11





題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
高緯度Pc3波 動のスペク トル解析 松岡 均,行 松 彰, 第106回 地球電磁気・地球惑星1999.11
山岸久雄,佐 藤夏雄, 圏学会
G.　 J.　Sofko
1998年 獅子座流量群期間中における月のナ トリ塩川和夫,江 尻 省, 第106回 地球電磁気・地球惑星1999.11
ウムテールの地上観測 小川忠彦 圏学会




Sudden　 Enhancement　 of　Optical　 Aurora　 andN.　 Sato, AGU　 Fall　 Meeting 1999.12
SuperDARN　 HF　 Radar　 Echoes　 associatedY.　 Murata,








Particle　 simulation　 study　 on　 the　 characteris一M.　 Ejiri　 and Eos　 Trans.　 AGU,　 80(17),1999.6
tics　 of　 stormtime　 Dst　 variation Y.　Ebihara SpringMeet.　 Supple.,S297
Spacecraft-Plasma　interaction　 via　 un一M.　 Okada, URSI 1999.8
structured-grid　 particle　 simulation　 URSIH.　 Matsumoto
Geomagnetically　 conjugate　 auroras　 between佐藤夏雄 Second　 International　 Sym一2000.2
Iceland　 and　 Syowa　 station posium　 on　 Environmental
Research　 in　the　 Arctic　 and
⊂)
Fifth　 Ny-A　 lesund　 Scientific
Seminar
Interhemispheric　conjugacy　 of　 auroral　 Pole一H.　 Yamagishi, Second　 International　 Sym一2000.2
ward　 expansion　 observed　 by　conjugate　 imag一Y.　 Fujita, posium　 on　 Environmental
ing　 riometers　 at　 67　 and　 75-77　 invariant　 lati一N.　 Sato, Research　 in　the　 Arctic　 and
tude M.　 Nishino, Fifth　 Ny-A　 lesund　 Scientific
P.　Stauning　 andSeminar,　 Tokyo
L.　Ruiyuan
A　 study　 on　the　polar　 atmospheric　 tide　 by　theT.　Aso Second　 International　 Sym一2000.2
EISCAT　 and　 cooperative　 observation　 net一 posium　 on　 Environmental
work:　 comparisons　 with　 observation　 and　 the-
ory
Research　 in　the　 Arctic　 and
o
Fifth　 Ny-A　 lesund　 Scientific
Seminar,　 23-25　 February
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
A　new　 aurora　 spectrograph　 for　collaborativeS.　Okano, Second　 International　 Sym一2000.2




Research　 in　the　 Arctic　 and
M.　 Ejiri Fifth　 Ny-Alesund　 Scientific
Seminar,　 23-25　 February
Response　 of　optical　 and　 HF　 radar　 signatures佐藤夏雄 CRL　 AIaska　 Project,　 HF2000.3
associated　 with　 SC/SI radarWorkingGroupMeet一
ing
EISCATレ ーダーによる北極域超 高層大 気潮麻生武彦 第14回 大気 圏 シンポジウム, 2000.3
汐波の研究 宇宙科学研究所
オー ロラbulge形 成初期相 にお けるPi2,　Pi1脈門倉 昭 平成11年 度名古屋大学STE2000.3
動 一オ ンセ ッ トメカニ ズムの提案 一 研合同研究集会(2000年3月
9日 一10日)





(1)一 般 研 究
超小型低圧大気試料採取システムの開発 助手 森本真司,教 授 山内 恭,客 員助教授 青木周司
小型気球で放球が可能な小型軽量の成層圏大気サンプ ラーの開発を目指 して,高 圧ネオンガスの断熱膨張か ら寒冷
を発生 させる小型クーラーの性能試験 と低圧大気採取実験 を継続 している。
これまでに,小 型クーラーに液体窒素温度 まで予冷 した高圧ネオンを導入することによって,高 圧ネオンガスをそ
の液化点まで冷却すること,そ して発生 した寒冷 を用いて圧力範囲が5～120hPaの 窒素ガス及び5hPaの 大気試料
を固化 ・採取す ることに成功 したが,120hPa以 上の圧力において大気試料の採取がで きないという問題が生 じてい
た。
本年度は,新 たに設計・製作 したクライオフィンを小型クーラーに取 り付けて低圧大気試料の採取実験 を行 い,様 々
な圧力における本 システムの採取効率 と採取特性 を調べた。その結果,新 型のクライオブインを用いることによって,
これまでは不可能であった120hPaを 超 える圧力において大気試料の採取 に成功 した。また,25,60,120,200hPaに
おける試料大気の質量流量を測定することによって,圧 力が60hPa以 下の場合 と120hPa以 上の場合でその時間変化
に大 きな違いがあることが明らかになった。すなわち,60hPa以 下の場合には,大 気試料の採取量は採取持問に比例
するのに対 し,120hPa以 上の場合の採取量は,ク ライオフィン部の表面積 に比例すると考えられる実験結果が得 られ
た。
ドームFコ アの氷期一間氷期移行期に見 られる気温 とダス ト濃度の時間差
教授 藤井理行,渡 辺興亜,神 山孝吉,助 教授 本山秀明,東 久美子,　COE研 究員 五十嵐誠
ドームFコ アの基本解析の結果,過 去34万 年にわたる3回 の氷期サイクルを含む気候・環境変化の概要が明か となっ
た.酸 素同位体が示す気温変化 と化学主成分の多 くの要素,ダ ス ト濃度は逆相関を示すが,気 温変化 とダス ト濃度変
化には時間差が見 られ る.陸 域起源のダス トは,大 気の南北循環の強さに依存 し,南 極周辺の大陸の乾燥地域か ら輸
送 されるが,ダ ス ト濃度の変化はナ トリウム濃度の変化に先行 している.大 気の南北循環の変化は,陸 域からのダス
トと海域か らのナ トリウムの輸送に対 して同期性 を示すと考えられるので,こ の時期的ずれは,ダ ス ト濃度の変化が
海面変化に伴 う大陸棚面積の変化に強 く依存 したことを示唆するものである.
南極氷床広域での過去数百年間程度における気候 ・環境変動の解析
助教授 本山秀明,　COE研 究員 五十嵐誠,助 手 橋田 元
南極氷床中に残 された過去の環境変動の記録 を読み とることは,地 球規模での環境変動 を解明するための重要な研
究課題の一つである。南極科学委員会(SCAR)は,南 極氷床上の広域多点で採取 された浅層コアから過去の環境因子
の変動記録を得ることを国際共同研究 として推進することを決めた。 この国際共同研究は 「国際南極横断観測計画」
(ITASE:　 Internatlonal　Trans-Antarctic　 Scientific　Expedition)　 として12ヶ 国が参加 し,実 施することになった
(ITASE:　 planning　document,　 1992)。　日本において も1992～97年 に実施 した南極氷床 ドーム深層掘削観測計画の終
了後,南 極観測第V期 五か年計画(1997-2002)期 間中の研究課題 「南極氷床変動 システムの研究」の中の一つの課
題 「最近数百年間の表面質量収支の変動」として研究が進められている。
本研究は,　ITASE計 画の重要な研究課題である過去数百年間程度の時間スケールにおける気候 ・環境因子を南極氷
床の広域で求め比較 し,産業革命以降の人間活動の地球規模での影響 を評価することの端を担 うことを目指 している。
今年度は,氷 床内陸部(ド ーム南)と 沿岸部のH72で 掘削 した浅層コア中の同位体組成や化学主成分などを初めとす
る種 々の要素を高精度で測定 した。また広域のコアネッ トワークのデータを比較するために,2本 のコアについて共
通のタイムマーカーとなる示準層の検出や年代の高精度化の検討を行った。その結果,非 海塩性硫酸濃度の分析値 に
は過去に生 じた大規模火山噴火に起因す る高濃度値が十数カ所残 されていることが明 らかになった。 また固体直流電
気伝導度測定から氷床上への年々の通義量の変化が推定で き,高 精度の堆積年代を求めることができた。したがって,
これ らの コアの分析結果は既存の広域コアネッ トワークのデータとの比較検討研究が十分行えることが明らか となっ
た。
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NOAA衛 星データによる,雲 検知手法の検証に関する研究 教授 山内 恭,助 手 平沢尚彦
衛星によるパ ッシブ可視 ・赤外放射測定による雲導出アルゴリズムについては,多 くの試みがなされているが,極
域 に適応できる完壁な手法は得 られていない。可視光の使えない極夜期間に も可能で簡便な方法は赤外輝度温度 と温
度差の分散図か ら識別する方法(Yamanouchi　 et　a1.,　1987;　Yamanouchi　 and　Kawaguchi,　 1992)　しか見当たらない。
この手法が実際にどの程度有効であるか,最 も困難な領域である南極内陸の ドームふ じ観測拠点での地上からの雲観
測 と比較 して,NOAA衛 星AVHRRデ ータ(新 しく第38次 観測隊 より昭和基地において再開されたNOAAデ ータ受
信装置で取得された1997年 のデータ)に よる雲導出の検証を行 った。輝度温度(T4)と 輝度温度差(△T)の 分散
図により,6月 の例で,ド ームふ じが快晴であった3日 間と雲量10な い し10に近い曇天であった6日 間の ものを調べ
た。晴天の ものは△Tが ±0.7℃ 程度の幅に収 まっているとともに,T4が 一60℃ ないし一65℃ か ら一85℃ と極めて低
い値 を含 んでいる。それに対 し,曇 天域を含むものは△Tが0か ら6℃ と大 きい値まで分布 し,鳴 天のピクセル とは
ほぼ明瞭に分離で きそうである。ちなみに,T4は 一50℃ か ら一70℃ 付近 までと,雲 頂温度は晴天の地表面温度より
かな り高いことが分かった。地上か ら見て量 りとされた もので△Tが0℃ 付近 に分布する事例が数例 あったが,そ れ
以外は,比 較的明瞭に雲が検知できることが確認された。
北極域対流圏 ・成層圏物質の変動 と気候影響 に関する研究 教授 山内 恭
助教授 和田 誠,塩 原匡貴,佐 藤 薫,客 員助教授 青木周司,助 手 平沢尚彦,橋 田 元,森 本真司
北極域大気の対流圏成層圏における温室効果気体やエアロゾル,オ ゾン,雲 の変動を明 らかにし,そ の原因 となる
輸送や生成 ・消滅過程の解明をはか り,南 極域 と対比 しつつ,放 射効果などを通 じた気候への影響を評価することを
目的としている。
(1)オ ゾンを含む温室効果気体の濃度変動 を明かにす るために,ニ ーオルスン基地で継続 している大気サ ンプ リン
グ試料や連続測定データの分析 ・解析を行った。
二酸化炭素の大気一海洋交換を調べ るために,グ リー ンランド海およびバ レンツ海でのノルウェー観測船 ラン
セによる航海観測(11月 に実施)の 結果 を解析 している。
(2)エ アロゾルの輸送 ・変質過程 と雲 との相互作用 に関連 して,エ アロゾルのサ ンプ リング,化 学分析や電子顕微
鏡観察,エ アロゾル粒子の粒径分布観測,降 雪粒子観測 を1月 より実施 している。これに先立ち,北 極海をはさ
んだ反対側のアラスカ・パローにおいてエアロゾル採取 を行った。また,雲 ・擾乱の変動 を観測すべ く,ノルウェー
海ペアーアイラン ドでのレーダ観測 と同期 して,ニ ーオルスンでの レーダ,マ イクロ波放射観測を実施 している。
これ らの観測結果の解析 を進めた。
(3)エ アロゾル,雲 の分布特性 と放射効果 を調べるために,二 一オルス ン基地 にて,エ アロゾル と雲のマイクロパ
ルスライダ観測を開始 した。エアロゾルの放射効果 を評価す る航空機一地上同期観測 を年度末から次年度に計画
してお り(ASTAR2000),そ のための搭載機器の検討および準備 を行い,試 験飛行 を10月 に実施 した。航空機観
測 と同期する地上観測 として,ラ イダーおよびエアロゾルゾンデによりエアロゾルや雲の鉛直分布観測 を計画 し
てお り,そ のための諸準備 を行った。ニーオルスンでのスカイラジオメータ観測に先立ち,同 番の特性試験観測
を乗鞍お よび筑波で実施 した。
南極大気 ・物質循環の研究(II)教 授 山内 恭,助 教授 和田 誠,塩 原匡貴
客員助教授 青木周司,助 手 平沢尚彦,橋 田 元,森 本真司
第V期 南極観測気水圏系研究観測である 「南極大気・物質循環観測」(1997-2001)お よび 「大気微量成分モニタリ
ング」によって南極現地で得 られたデータの解析,試 料の分析 を進めている。地球の冷源域 として重要な役割 を占め
ていると共に,地 球規模の物質の循環 においてもシンクの役割を果た している可能性の高い南極域での物質循環 を大
気循環場 との関連で明らかにす ることを目的とした研究である。
(1)ド ームふ じ観測拠点および昭和基地で同期 したエアロゾル観測や航空機観測を実施 した38次 隊でのデータか
ら,エ アロゾル数濃度の季節変化の特徴や粒径別エアロゾルの分析結果 を通 じて,南 極外から氷床上への輸送過
程が究明された。
(2)38次,39次 隊における小型の回収気球実験やクライオサ ンプ リングによる採取大気試料の分析を行い,二 酸化
炭素はじめ温室効果気体の成層圏までの高度分布 を明 らかにした。 これ らの結果 に基づ き,低 緯度から高緯度,
成層圏一対流圏間の物質交換過程が究明された。
(3)大 気微量成分モニタ リング観測データの整理解析を進めた。長年の昭和基地 における大気中二酸化炭素濃度連
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続観 測結果 の整理 を行 い,デ ータ レポー トに ま とめた。
低温下の南極内陸域における高層ゾ ンデセンサーデータの検証 助手 平沢尚彦
ゾンデ観測値のエラーについては気温の時定数の遅延,放 射過程からの影響,湿 度計の限界温度等がよく知られ,
これ らに対する補正方法が提出されている。気温データの遅延は成層圏などの空気密度の小さな領域で顕著であるこ
とや 日射 によるセンサ部の加熱の問題が分かっている。一方,高 層気象ゾンデの気圧計 として広 く利用されているも
のの一つはアネロイド気圧計である。アネロイ ド気圧計は環境温度が急激 に変化する時にエラー値 を出力する。これ
はキャメル現象 と呼ばれるが,そ のエラーの大 きさや時間的変化については一般的にはあまり知 られていない。ゾン
デメーカーか らも整理された情報は公表 されていない。第36～38次 南極地域観測隊 ドームふ じ観測拠点(1995年 ～1998
年)で 使用された高層気象ゾンデ,及 び南極昭和基地 を含む気象庁の高層気象観測に使用 されている高層気象ゾンデ
の気圧計はいずれもアネロイ ド気圧計である。ドームふ じ観測拠点ではバ イサラ㈱製のRS80型 とGPS測 風システム
を搭載 したRS80-15G型,昭 和基地では明星電気㈱製のRS2-91型 を使用 した。ドームふ じ観測拠点の年平均気温は一
50℃ を下回 り,ゾ ンデ立ち上げ場所の気温が室温の10～20℃ 程度であるため,ゾ ンデは放射直前に非常に大 きな気温
差 を経験することが多かった。 ドームふ じ観測拠点での調査の結果,バ イサラ㈱製のゾンデに関 して,惑 星境界層な
ど対流圏下部の精密なデータを取得するためには,気 圧計のエラーは無視出来ないほどに大 きい場合があることが分
かった。
南極内陸に影響 を及ぼすブ ロッキングに関する研究 助手 平沢尚彦,教 授 山内 恭
極夜期の南極大陸上では一般に極渦が顕著で,そ の縁 を回る強い偏西風帯が惑星規模波動の極域への侵入を妨げて
いる。また,大 陸地表(氷 床上)で は継続する放射冷却による強い気温接地逆転層が定常的に維持されている。この
環境の中で,内 陸の冬の気象は全般的には変動が小 さいことが特徴である。それでも,一 時的に極渦の中に侵入する
擾乱が発生することがあ り,大 陸内陸に大きな気象変化をもたらす。こうした現象を詳 しく記述 し理解するために,
1997年 に ドームふ じ観測拠出で冬期の強化観測を行い,数 回の擾乱時の観測を行 うことが出来た。特 に,6月 に起こっ
たイベン トは,亜 熱帯域か ら伝わったロスビー波に関連するブロッキング現象であることが分かって きた。その時期
の ドームふじ観測拠点はA級 ブ リザー ドとな り,気 温が2日 足 らずで約40度 上昇(-70度 か ら一30度 へ)す るなどの
特徴が記録 された。この研究成果は,内 陸に影響を及ぼすブロッキング現象が大陸内陸域に熱,水,物 質 を輸送す る
システム として機能 していること,そ して大陸氷床を禰養するシステムの一つであることを示唆 している。
極域中層大気力学の研究 助教授 佐藤 薫,助 手 平沢尚彦
浮力を復元力とする大気重力波は,規 模は小さいけれども,そ の鉛直運動量輸送は,大 気の大循環を決定づ ける大
切な要素である。1980年 代に大気重力波の効果 をパラメータ化 して大気大循環モデルに組み込むことにより,亜 熱帯
ジェットの位置や強さが現実的にシ ミュレー トできるようになり,予 報精度が上がったのは記憶に新 しいし,1990年
代に入ってからは,そ れまで惑星規模の波動が赤道成層圏の準2年 周期振動 を駆動す ると考えていたのが,約20年 ぶ り
にシナ リオが書 き変わ り,大 気重力波が最 も重要な波動であると考えられるようになった。極域中層大気でもオゾン
化学に も関わる成層圏の温度決定等に大気重力波の役割が無視できない と考えられている。 しかしその実体は分かっ
ていないのが現実である。
この研究では,(1)高 分解能気候モデル,(2)高 分解能観測データを用いて,数 値モデル,観 測の両面か ら,大 気重力
波等の中層大気擾乱の生成問題,物 質輸送混合や成層圏変動の役割 を極域に焦点を当てて調べることを目的 としてい
る。今年度は,先 の研究で,現 実的な重力波が表現 されていることが確認されている水惑星モデルの積分値データを
用いて,モ デルに現れた重力波の位相の時間変化を動画で表現 して解析 した結果,重 力波起源の特定が可能となった。
特に,重 力波は主に対流圏で発生す ると考えられていたが,成 層圏で も極夜 ジェッ トという重力波発生源が存在する
ことを示 した結果は新 しい。 また,過 去10年 間の昭和基地 を含む南極,及 び,北 極の各定常観測地点のラジオゾンデ
データを解析 し,両 極の比較 を行った結果,大 気重力波の活動度の季節変化は両極で大 きく異なること,そ の力学特
性の違いか ら発生源が異なると考えられること,気 候モデルで示された極渦からの発生を示唆する特徴 も見 られるこ
となどを明 らかにできた。
カナダ北極域デボン氷帽における多点 ピッ トの化学成分分布 助教授 東久美子,教 授 渡辺興亜
カナダ北極域デボン氷帽における積雪中化学物質の空間分布および化学物質の輸送過程 を研究す るため,1998年5
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月10日 から21日 にかけて同氷帽の頂上 と消耗域 を含む11箇 所で採取 したピット試料について,電 気伝導度,pH,イ オ
ン濃度を測定 した。氷帽頂上付近では硫酸イオン,塩 化物イオン,ナ トリウムイオンの濃度が季節変動 と見 るれる周
期的な変動を示 してお り,氷 板の位置か ら夏の層が推定で きることか ら,こ れらのイオン濃度がピークになるのは晩
冬か ら春先であると考 えられる。これは,カ ナダ北極域のより高緯度に位置するエルズ ミア島のアガシー氷帽 と同様
の結果である。硝酸イオンについては季節変動がぼやけているが,こ れはアガシー氷帽と同様に,晩 冬から春先にか
けてのピークと夏のピークが重ね合わさったためであると考えられる。 しか し,同 イオンの深 さ方向の濃度プロファ
イルは同 じ氷帽上の異なる地点でかなり相違が見 られた。風による積雪の移動がその一因であると考 えられる。また,
イオン濃度の標高分布 について調べたところ,海 塩成分及びカルシウムイオン,硫 酸イオン,メ タンスルフォン酸イ
オンは標高が高 くなるほど濃度が低 くなることが分かった。これらの物質の起源が地表面に近いところにあることが
分かる。一方,硝 酸 イオンについては明確 な標高依存性が見 られなかった。
極域各種水試料中の低濃度HTO測 定のための電解濃縮を含めた液体シンチ レーシ ョン法の検討
教授 神 山孝吉,　COE研 究員 五十嵐誠
水素原子の同位体の一つである トリチウムは水分子を構成 し,水 の起源,循 環過程 を研究する トレーサー として有
効である。過去 には核実験で多量に生成されたが,自 然界では宇宙線 と大気 との相互作用によって成層圏な どで生成
されている。その後地球上の水循環過程 に取 り込まれ時間とともに放射崩壊 してい く。そのため海洋のように長い滞
留時間を有する海水中の トリチウム濃度は比較的低 く,大気中の水蒸気を起源 とす る降水中の トリチウム濃度は高い。
本研究では,各 種極域水試料について濃縮操作 を含めて トリチウム測定方法を提案 した。海水起源の水蒸気で構成さ
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山 内 恭 国立極地研究所 ・教授
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析
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する研究
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遠 藤 辰 雄 北海道大学低温科学研究所 ・助職授 極域における雲 とエアロゾルの研究
河 村 公 隆 北海道大学低温科学研究所 ・教授 極域エアロゾル と降雪の化学特性の研究
石 川 信 敬 北海道大学低温科学研究所 ・助教授 極域地表面に於ける物理的 ・化学的素過程の研究
苦 土 正 曉 北海道大学低温科学研究所 ・教授 南極域における海氷消長と海洋循環過程の研究
畑 中 雅 彦 室蘭工業大学工学部 ・助教授 極域における衛星画像データの解析に関する研究
西 尾 文 彦 北海道教育大学釧路校 ・教授 合成 開 口レーダ(SAR)デ ータ を用 いた海 氷 ・氷 河 ・
氷床 の研究
中 澤 高 清 東北大学理学部 ・教授 極域における航空機観測の手法 に関する研究
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巻 出 義 紘 東 京大 学 ア イ ソ トープ 総 合 セ ン
ター ・教授 地球環境大気中の微量気体濃度高感度 ・高精度測定
荒 川 正 一 東京家政大学 ・教授 冬季極域成層圏における山岳波の研究
福 岡 孝 昭 立正大学地球環境科学部 ・助教授 南極氷床 コア中の火山 ・宇宙起源物質の研究
浦 塚 清 峰 通信総合研究所 ・室長 電波 リモー トセンシングによる極域雪氷圏の観測手
法
忠 鉢 繁 気象研究所 ・主任研究官 極域におけるオゾンの収支
前 晋 爾 北海道大学大学院工学研究科 ・教授 X線 による氷床コア解析法の開発
亀 田 貴 雄 北見工業大学 ・講師 南極の気候 とコア情報 との対比
西 村 浩 一 北海道大学低温科学研究所 ・助手 SPCを 用いた吹雪の長期自動観測
馬 渕 和 雄 気象研究所 ・主任研究官 気候モデル を用いた雪氷圏一大気圏相互作用に関す
る研究
村 本 健一郎 金沢大学工学部 ・教授 衛星データを用いた南極域雲領域の季節変動解析
立 花 義 裕 東海大学文明研究所 ・講師 海氷一海洋一大気相互作用の数値的研究
鈴 木 勝 裕 北海道工業大学 ・教授
マイクロ波伝播模型による衛星観測資料の解析 と雪
氷物理量の抽出
権 田 武 彦 愛知学院大学教養部 ・教授 低温に於 ける氷結晶の発生 と成長
神 沢 博 国立環境研究所大気環境部 ・室長
ADEOS-II衛 星搭 載極域 オ ゾ ン層観 測 セ ンサー
ILAS-IIに 呼応 した昭和基地 での観測計画の検討
および観測データの解析
伊 藤 義 郎 長岡技術科学大学工学部 ・助教授
レーザー誘起蛍光法 による雪氷 コア中微量元素の連
続 ・非破壊測定法の開発
平 沢 尚 彦 国立極地研究所 ・助手 カタバ風の維持機構に関する研究
(3)科 学研究費補助金による研究
ア.特定領域研究(B)
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
渡 邉 興 亜 ・教 授 氷床コアの精密年代決定を含む総合解析 10～12 藤 井 理 行
神 山 孝 吉
渡 邉 興 亜 ・教 授 陸海域起源物質と気候変動研究 10～12 藤 井 理 行
神 山 孝 吉
本 山 秀 明
東 久 美 子
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研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
藤 井 理 行 ・教 授 北極域における環境変動機構に関する研究 11 山 内 恭
神 山 孝 吉
福 地 光 男
神 田 啓 史
麻 生 武 彦
伊 藤 一
山 内 恭 ・教 授 北極域対流圏 ・成層圏物質の変動 と気候研究 11 和 田 誠
塩 原 匡 貴
平 沢 尚 彦
橋 田 元
森 本 真 司
神 山 孝 吉 ・教 授 環北極雪氷掘削コアによる比較環境変動研究 11 渡 邉 興 亜
藤 井 理 行
本 山 秀 明
東 久 美 子
古 川 晶 雄
イ.基 盤研究(A)
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
渡 邉 興 亜 ・教 授 地球規模環境変動に対する北極雪氷圏の影響研 10～11 藤 井 理 行
究 神 山 孝 吉
本 山 秀 明
東 久 美 子
山 内 恭 ・教 授 北極エアロゾル とオゾン ・雲 との相互作用およ 11～13 藤 井 理 行
びその気候影響に関する研究 和 田 誠
塩 原 国 資
平 沢 尚 彦
橋 田 元
森 本 真 司
田 口 真
ウ.基 盤研究(B)
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
山 内 恭 ・教 授 小型気球搭載用超小型成層圏大気サ ンプ リング 10～12 和 田 誠
システムの開発 森 本 真 司
橋 田 元
平 沢 尚 彦
渡 邉 興 亜 ・教 授 雪氷層へ混入する諸物質の堆積安定化機構の解 11～13 藤 井 理 行
明 神 山 孝 吉
本 山 秀 明
東 久 美 子
エ.基 盤研究(C)
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
東 久美子 ・助教授 雪氷コア解析による大気汚染物質の長距離輸送
と堆積過程の解明
11～13 藤 井 理 行
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The paleoclimate record in the ice core at0., Watanabe, Annals of Glaciology, 29,1999





Tephra layers in the Dome Fuji (Antarctica)Y., Fujii, M., Kohno, Annals of Glaciology, 29,1999
deep ice core. H., Motoyama,  126-130.
S., Matoba,
0., Watanabe,




Textures and fabrics in the Dome F (Antar-N., Azuma, Y., Wang, Annals of Glaciology, 29,1999
ctica) ice core. K., Mori, H., Narita, 163-168.
T., Hondoh, H. Shoji,
and 0. Watanabe
A detailed density profile of the Dome FujiA., Hori, K., Tayuki, Annals of Glaciology, 29,1999









Characteristics of air bubbles and hydrates inH., Narita, Annals of Glaciology, 29,1999
the Dome F ice core, Antarctica. N., Azuma, 207-210.
T., Hondoh, M.  Fujii„
M., Kawaguchi,
S., Mae, H., Shoji,
T. Kameda, and
0. Watanabe
A 100 year record of ion chemistry fromR. M., Koemer, Atmospheric Environment, 1999
Agassiz Ice Cap, Northern Ellesmere IslandD. A. Fisher, and 33, 347-357.
NWT, Canada. K. Goto-Azuma
Geographical variation of major and traceM., Ikegawa, Atmospheric Environment, 1999








N. LI t t A*V]
Incoherent inelastic neutron scattering mea-H., Fukazawa, Earth and Planetary Sci-1999
surements on Dome Fuji Antarctic ice. S., Mae, S. Ikeda, andence Lett., 171, 481-487.
0. Watanabe
Implication of azelatic acid in a GreenlandK., Kawamura, Geophys. Res. Lett., 26, 7,1999
ice core for oceanic and atmospheric changesK., Yokoyama, 871-874.
in high latitudes. Y.  Fujii, and
0. Watanabe
MOS-1/lb MESSR observations of the Ant-K., Ishida, J. Oceanography, 55, 4171999
arctic sea ice: Ice bands and ice streamers.K. I., Ohshima, -426 .
T. Yamanouchi, and
H. Kanzawa
Nature of radio echo layering in the Antarc-S., Fujita, H., Maeno,Journal of Geophysical 1999
tic ice sheet detected by a two-frequencyS., Uratsuka, Research, 104, B6, 13013
experiment. T., Furukawa, -13024 .
S., Mae, Y. Fujii, and
0. Watanabe
Antarctic palaeo-temperature profile from0., Watanabe, Nature, (submitted)., 1999




Non-sea-salt sulfate and nitrate variations inK., Watanabe, Polar Meteorol. Glaciol., 13,1999




An overview and preliminary results fromM., Shiobara, Polar Meteorol. Glaciol., 13,1999
the Arctic airborne measurement programY., Fujii, 99-110.







Snow particle size distributions at SyowaM., Hatanaka, Polar Meteorol. Glaciol., 13,1999




Report of observation project on  "Atmo-T., Yamanouchi, Polar Meteorol. Glaciol., 13,1999
spheric circulation and material cycle in theN. Hirasawa, and 157-162.
Antarctic" by JARE-38. M. Hayashi
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Basic analyses of Dome Fuji deep ice core.0., Watanabe, Polar Meteorology and1999
Part 1: Stable oxygen and hydrogen isotopeY., Fujii, Glaciology, 13, 83-89.















Airborne observation of water vapor andT., Yamanouchi, Polar Meteorology and1999







The relationship among accumulation rate,K., Satow, Polar Meteorology and1999
stable isotope ratio and temperature on the0., Watanabe, Glaciology, 13, 43-52.
plateau of East dronning Maud land, Antar-H. Shoji, and
ctica. H. Motoyama
Seasonal changes of low molecular weightS., Matsunage, Polar Meteorology and 1999
dicarboxylic acids in snow samples fromK., Kawamura, Glaciology, 13, 53-63.
Dome-Fuji, Antarctica. Y., Yamamoto,
N., Azuma,
Y.  Fujii, and
H. Motoyama
Basic analyses of Dome Fuji deep ice core.T., Hondoh, Polar Meteorology and1999
Part 2 :Physical properties. H., Narita, A., Hori, Glaciology, 13, 90-98.
M., Fujii, H., Shoji,
T., Kameda, S., Mae,









題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
Major　 element　 analysis　 of　fine　Tephras　 foundM.　 Kohno,　 and Polar　 Meteorology　 and1999
in　an　ice　core　 from　 Dome　 Fuji　 Station,　 Antar一Y.　Fujii Glaciology,13,123-132.
ctica.
Accumulation　 in　Svalbard　 glaciers　 deducedJ.　F., Pinglot, Polar　 Research,　 18(2),　 3151999
from　 ice　 cores　 with　 nuclear　 tests　 and　 Cher一M.,　 Pourc t,
一321
.





Stratospheric　 air　 sampling　 experiment　 atH.,Honda, Proceedings　 14th　 ESA　 Sym一1999
Syowa　 Station,　 Antarctica. N.,　Yajima, posium　 on　European　 Rocket
T.,　Yamagami, and　 Ballon　 Programmes
S.,　Izutsu,　 S.,　Aoki,and　 Related　 Research,　 Pots一






The　 last　300-year　 volcanic　 signals　 recordedM.,　 Kohno,　 Y.,　 Fujii,SepPyo,61,13-24.1999
in　an　 ice　core　 from　 H15,　 Antarctica.M.　 Kusakabe,　 and
T.　Fukuoka
南極昭和基地における大気球を用いた成層圏大 青木周司,橋 田元, 宇宙科学研究所報告.特 集,第 1999
気のクライオジェニクサ ンプ リング実験(II) 町田敏暢,岡 野章一, 39号,87-106.
一打 ち上 げお よび回収オペ レー シ ョンー . 山内恭,森 本真司,
本田秀之,並 木道義,
矢島信之,中 渉高清
南極昭和基地の気球実験における観測器回収の 本田秀之,橋 田元, 宇宙科学研究所報告.特 集,第 1999
可能性に関する検討. 森本真司,青 木周司, 39号,57-66.
山内恭,中 澤高清
極域氷河 ・氷床のコア年代決定一流動 ・圧密モ 藤井理行 ・河野美香 地 球,号 外26,163-173. 1999
デル と年代示準火山シグナルによる方法一.
ドームふ じ観測拠点における高層気象 ・放射 ・ 平沢尚彦 天 気,46,147-152. 1999
雲 の観 測.
「南極大陸 ・物質循環観測」の開始. 山内恭,平 沢尚彦, 天 気,46,157-162. 1999
林政彦
中層大気重力波の研究一平成10年度気象学会学佐藤薫 天 気,46,803-818. 1999
会費受賞記念講演一.
第38次南極地域観測隊昭和基地越冬報告 山内恭 南 極 資 料,43,58-95. 1999
1997-1998.
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Cruise　 Observations　 in　the　Greenland　 Sea　 andH.　ITO, 南 極 資 料,43(2),361-365. 1999
Barents　 Sea,　 January　 1999..
Glaciological　 Data　 Collected　 by　 the　 38thH.,　Mo oyama, JARE　 Data　 Report,　 2391999





Data　 of　Project　 on　 Atmospheric　 CirculationN.,　 Hi asawa, JARE　 Data　 Report,　 2381999
and　 Material　 Cycle　 in　the　 Antarctic,　 Part　 1.M. Hayashi, (Meteoro1.32),183.
Aerological　 sounding　 data　 at　 Dome　 FujiS.　 Kaneto,　 and
Station　 in　 1997. T.　Yamanouchi
34万 年の地球環境 変動 を南極氷床 コアに読む渡辺興亜 科 学,69,608-618. 1999
ドームふ じ深層掘削計画の成果.
南極域の気候形成における放射の役割(南 極観 山内恭 天 気,46,753-761. 1999
測隊と人工衛星の見た放射収支).
極域氷床深層 コア解析による地球環境変動の復 渡辺興亜 特 定領域 研究Bニ ュース レ 1999
元研 究. タ ー,No.1,15P.
極域氷床深層 コア解析による地球環境変動の復 渡辺興亜,東 信彦, 特 定領域研 究Bニ ュース レ 1999
元研 究. 成田英器,藤 田秀二, タ ー,No.2,17P.
池田倫子,本 堂武夫,
福村拓,前 晋爾
第37次 南極地域観 測隊越 冬隊報告1996-1997.藤井理行,川 田邦夫 南 極 資 料,43,255-290. 1999
第38次 南極地域観測隊 ドームふ じ観測拠点越冬金戸進,山 内恭 南 極 資 料,43,459-476. 1999
報 告1997-1998.




題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
スバールバル北東島西氷帽中の人為起源物質の 的場澄人,成 田英器, 1999年 度日本雪氷学会 1999.10
経年変化 西川雅高,本 山秀明,
神 山孝吉,渡 辺興亜




北極 圏学術調査 隊(JAGE99-Svalbard)活動報 渡辺興亜,本 山秀明, 1999年 度日本雪氷学会 1999.10




1976-1998年 における富士山の氷久凍土下限高藤井理行,増 沢武弘, 1999年 度 日本雪氷学会 1999.10
度の変化 橋本泰助,小 野田幹生,
上野健
北極 圏学術調 査隊(JAGE99-Svarbard)活動報 五十嵐誠,本 山秀明, 1999年 度 日本雪氷学会 1999.10
告(2)一化学分析速報一 渡辺興亜,
Elisabeth　 Isaksson
第39次南極観測隊 雪氷観測概要 山田知充,鈴 木啓助, 1999年 度 日本雪氷学会 1999.10
橋田元,渡 辺興亜
グ リー ン ラ ン ドGRIPコ ア の 力学 試 験 か ら得宮本淳,庄 子仁, 1999年 度 日本雪氷学会 1999.10
られた ドーム位置の流動特性 成田英器,渡 辺興亜,
Henrik　 B.　Clausen,
本堂武夫
NGRIP-99深 層掘 削 コア解析 プ ロジ ェク ト庄子仁,成 田英器, 1999年 度日本雪氷学会 1999.10
本山秀明,渡 辺興亜
ドームFコ アの氷期一間氷期移行期に見 られる 藤井理行,渡 辺興亜, 1999年 度 日本雪氷学会 1999.10
気温 とダス ト濃度の時間差 神 山孝吉,本 山秀明,
東久美子,五 十嵐誠,
河野美香,的 場澄人
南極お よびグ リーンランド氷床 コアに検 出され 河野美香,藤 井理行, 1999年 度 日本雪氷学会 1999.10
る過去200年 間の火山起源硫酸 シグナル 福岡孝昭
南極 ドームふ じ氷床深層コアの もつ電気的特性 藤田秀二,東 信彦, 1999年 度 日本雪氷学会 1999.10
の概要 本山秀明,松 岡建志,
前晋爾,渡 辺興亜
フ ィル ン層掘削に よる氷床 コアお よびフィル 鈴木啓助,山 田知充, 1999年 度 日本雪氷学会 1999.10
ン ・エ ア採取(JARE39) 橋田元,渡 辺興亜
南極 ドームふ じコアに含まれ る火山灰の化学組 河野美香,藤 井理行, 1999年 度 日本雪氷学会 1999.10
成 とその給源 的場澄人
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南極 ドーム基地 周辺無 人気象観 測(1997-1998)高橋修平,亀 田貴雄, 1999年 度 日本雪氷学会 1999.10
榎本浩之,鈴 木啓助,
本山秀明,渡 辺興亜
南極雪氷コア年代 と過去の気温を推定す る一方 佐藤和秀,渡 辺興亜, 1999年 度 日本雪氷学会 1999.10
法 本山秀明,庄 子仁
南極内陸 ・ドームふ じ観測拠点の地上気温の観 平沢尚彦 1999年 度 日本気象学会 1999.11
測地 に見 られ た一 つの エラー
水蒸気 ・エアロゾル航空機観測1997か らみた南山 内恭,和 田誠, 1999年 日本気象学会春季大会1999.4
極大気物質循環 深津徹,林 政彦,
岩坂泰信
Possible　 studies　 of　 small-scale　 atmosphericK.　 Sato ADEOS/ADEOS-II　Joint1999.12
disturbances　 in　 polar　 regions　 using　 ILAS/ Symposium/Workshop　and




Preliminary　 results　 of　 observation　 of　 lon一N.　 Hirasawa, andMIO8-IAMAS/IUGG1999.7
gwave　 radiation　 at　Dome　 Fuji　 Station,　 Antar一T.　Yamanouchi
ctica.　 "Radiation　 and　 clouds　 in　polar　 regions"
Cloud　 climatology　 at　the　 interior　 of　Antar一T.　Yamanouchi,　 andMIO8-IAMAS/IUGG1999.7
ctica.　 ``Radiation　 and　 clouds　 in　polar　 regions"N.　 Hirasawa
Polar　 clouds　 and　 the　 budgets　 of　 heat　 andT.　Charlock,　 andMIO8-IAMAS/IUGG1999.7
moisture　 at　high　 latitudes-A　 review　 of　 recentT. Yamanouchi
observational　 studies.　 ``Radiation　 and　 clouds
in　polar　 regionS"
昭和基地におけるグラブサ ンプラー回収気球実 橋田元,森 本真司, 大気球 シンポジウム 1999




南極S25コ ア中の酸性度 と化学成分 渡辺幸一,佐 藤和秀, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12
神山孝吉,本 山秀明, ム
渡辺興亜
Ny-Alesundに お け る降雪粒子 に含 まれ る化 学遠藤辰雄,高 橋庸哉, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12
成分の調査 野 口泉,古 賀聖 治, ム
和田誠
1999年 冬季 ・春季 スバ ールバ ルニー オル ス ンの和田誠,遠 藤辰雄, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12
エアロゾル粒子数濃度 小西啓之,平 沢尚彦, ム
古賀聖治
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南極昭和基地での酸性ガス濃度の変化一38次, 原 圭一郎,長 田和雄, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12




昭和基地上空における成層圏エアロゾルの季節 木津暢彦,岸 隆幸, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12





ドームふ じ基地の大気エアロゾルに含 まれる水 長田和雄,林 政彦, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12




ドームふ じの大気エアロゾルの濃度 ・粒径分布 林政彦,松 本易典, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12




ドームふじ上空の成層圏エアロゾルの季節変動 林政彦,村 山健太郎, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12
一エ アロゾル ・PSCSの 輸 送一 白石 浩一,藤 原玄夫, ム
渡辺征春,柴 田隆,




NOAA衛 星AVHRR雲 検知手法の ドームふ じ山内恭,平 沢 尚彦, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12
での検証 門崎学 ム
85GHZマ イクロ波輝度温度画像か らの南極の佐 々木 順一,畑 中雅彦, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12
地上気温推定 和田誠,平 沢尚彦 ム
AAMP98成 層圏 ・対流圏観測で見 られた粒子渡辺征春,長 田和雄, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12
数濃度分布の特徴 猪股弥生,岩 坂泰信, ム
山形定,塩 原匡貴,
土屋政義,大 橋敏次
北極圏航空機観測(AAMP98)で 観測 されたへ山形 定,庄 司和弘, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12
イズ現象 村尾直人,太 田幸雄, ム
塩原匡貴,藤 井理行
ワマイ クロパル ス ライダーに よる北極 スバ ール 塩原匡貴,和 田誠, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12
バルの雲観測 柴田隆 ム
冬期グ リー ンラン ド海におけるCO,分 圧,無 機吉村悟,青 木周司, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12
全炭酸および栄養塩の測定 中澤高清,森 本真司, ム
牛尾収輝,伊 藤一
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題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
北半球 中 ・高緯 度 にお ける硫化 カル ポニ ル 猪股弥生,松 永捷司, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12




新 しい北極大気観測 「北極域対流圏 ・成層圏物 山内恭, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12
質の変動と気候影響」 北極大気観測グループ ム
昭和基地 におけるグラブサ ンプ ラー回収気球実 橋田元,森 本真司, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12




昭和基地 ラジオゾンデ温度観測データに基づ く 吉識宗佳,佐 藤薫 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12
鉛直波数スペク トルの研究 ム
1997年 冬期の南極内陸 での高気圧域の形成 と平沢尚彦,中 村 尚, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12
ドームふ じ観測拠点の天候変化 山内恭 ム
1998年 オングル海峡 における海水密度特性の季青木 茂,橋 田元, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12
節内変化,季 節変化 と経年的変化 牛尾収輝 ム
グ リー ン ラ ン ドGRIPコ ア の 力学 特 性 と新 し宮本淳,庄 子仁, 第22回 根城気水圏シンポジウ1999.12
い流動則 成田英器,本 堂武夫, ム
Henrik　 B.　Clausen,
渡辺興亜
南極H15コ アに存在する固体微粒子一火山シ佐藤竜央,福 岡孝昭, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12
グナルの可能性一 河野美香,林 伸幸, ム
藤井理行,遠 藤邦彦
北極 圏学 術調査 隊(JAGE99-Svalbard)活動報 渡辺興亜,本 山秀明, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12




北極 圏学術 調査 隊(JAGE99-Svalbard)活動報 五十嵐誠,本 山秀明, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12
告(2)一水 コア化学分析速報一 東久美子,渡 辺興亜, ム
的場澄人,
Elisabeth　 Isaksson
97/98冬 季 グ リー ンラ ン ド,シ オ ラパル ク にお け的場澄人,山 崎哲秀, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12
る降雪中の化学成分組成 本山秀明 ム
カナダ北深域デボン氷帽における多点ピッ トの 東久美子, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12





題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
グ リー ンラ ン ドNorth　 GRIP-99深 層 コア掘 削庄子仁,成 田英器, 第22回極域気水圏シンポジウ1999.12
解析研究 本山秀明,渡 辺興亜 ム
レーザ ー トモ グ ラ フ トを用 い たNGRIP浅 層高田守昌,藤 井理行, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12
SIコ アの堆積構造解析 庄子仁,東 信彦, ム
渡辺興亜
浅層掘削による氷床 コアお よびフィルン ・エア 鈴木啓助,山 田知充, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12
採 取(JARE-39) 橋田元,渡 辺興亜 ム
南極雪氷試科中の全有機態炭素の分布に関する 吉沢雪子,河 村公隆, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12
研究 東信彦,藤 井理行, ム
本山秀明,渡 辺興亜




氷床コアのレーザー トモグラフ堆積構造解析装 高田守昌,藤 井理行 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12
置の開発 と評価 ム




ドームFコ アの氷期一間氷期移行期におけるダ 藤井理行,渡 辺興亜, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12
ス トと気温変動 神山孝吉,本 山秀明, ム
東久美子,五 十嵐誠,
河野美香,的 場澄人
南極 ドームふ じ観測拠点における積雪層の季節 本山秀明,神 山孝吉, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12
変化 渡辺興亜 ム
ドーム ふ じお よびH72地 点 にお け るフ ィル ン川村賢二,青 木周司, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12
空気の微量成分の分布 中澤高清,橋 田元, ム
鈴木啓助,山 田知充,
藤井理行
南極 ドームふじにおける過去35万 年間の水素同中尾正義,渡 辺興亜, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12
位体比及びd℃xcess変 動とその解釈 本 山秀 明,吉 田 尚弘, ム
末吉哲雄,橋 本重将,
栗田直幸
南極 ドームふじ火山灰層に含まれ る火山ガラス 河野美香,藤 井理行, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12
一その化学組成 と給源一 的場澄人 ム
南極 ドー ムふ じ深層コアのガス分析 中澤高清,川 村賢二, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12
青木周司,渡 辺興亜 ム
南極 ドームふじ氷床深層 コアの もつ電気的特性 藤田秀二,東 信彦, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12
の概要 本山秀明,松 岡建志, ム
前晋爾,渡 辺興亜
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ドームふ じコアにお けるク ラス レー ト数密度 が 平松賢泰,成 田英器, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12
示す古環境情報 本堂武夫,藤 井道子, ム
渡辺興亜
南極 ドームFに おける積雪,大 気エアロゾルお金森悟,金 森暢子, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12
よび酸性ガスの化学(4) 渡辺興亜,藤 井理行, ム
本 山秀 明,東 信彦,
亀田貴雄
南極 ドームふ じ積雪中の火山起源硫酸エアロゾ 河野美香,藤 井理行 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12
ル ム
1997-1998南 極 ドーム基地 周辺無 人気象観測高橋修平,亀 田貴雄, 第22回 極域気水圏シンポジウ1999.12
榎本浩之,鈴 木啓助, ム
本山秀 明,渡 辺興亜,
G.　 A.　 Weidner,　 C.　 R.
Stearns
ドー ムふ じにお け るOPCと ライ ダーに よ る極林政彦,村 山健太郎, 日本気象学会秋季大会 1999.11
成層圏雲の観測(1) 白石 浩一,藤 原玄夫,
平沢 尚彦,山 内恭,
柴 田隆,足 立 宏,
酒井 哲,田 村耕 一,
長 谷正博,中 田滉,
岩坂泰信
スバルバールと ドーム基地上空で検 出した極成 白石 浩一,古 川純 一, 日本気象学会秋季大会 1999.11
層圏雲(PPC)の 層構造について 村山健太郎,林 政彦,
藤原玄夫,足 立宏,
酒井 哲,田 村耕 一,
石井昌憲,大 橋鉄弥,
矢部愛,西 田千春,
柴 田隆,岩 坂泰 信,
平沢尚彦,山 内恭
AAMP'98で 観測 された下部成層圏でのオゾン遊鳥芳雄,森 本真司, 日本気象学会秋季大会 1999.11
濃度のメンスケール変動 塩原匡貴
ドームふ じ観測拠点 と昭和基地におけるエアロ 林政彦,松 本易典, 日本気象学会秋季大会 1999.11
ゾル濃度の同時観測 長田和雄,岩 坂泰信,
長 谷正 博,中 田滉,
田阪茂樹,飯 田孝夫,
平沢尚彦,山 内恭





題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
昭和基地上空の成層圏エアロゾルの季節変化 木津暢彦,林 政彦, 日本気象学会春季大会 1999.4
一光散乱計数型エアロゾルゾンデによる南極地 渡辺征春,岩 坂泰信,
域での定常観測一 山内恭
南極大陸上空における極成層圏雲の変動につい 林政彦,牧 山慎司, 日本気象学会春季大会 1999.4
て 白石浩一,藤 原玄夫,
平沢尚彦,山 内恭,
柴 田隆,足 立 宏,
酒井 哲,田 村耕 一,
長谷正博,中 田滉,
岩坂泰信
北極域対流圏及び下部成層圏における二酸化炭 町田敏暢,菅 原敏, 日本気象学会春季大会 1999.4
素濃度の航空機観測 森本真司,塩 原国資
北極成層圏下部 におけるメタンと二酸化炭素の 菅原敏,森 本真司, 日本気象学会春季大会 1999.4
同位体観測 塩原国資,中 澤高清,
青木周司
ブロッキング形成における定常ロスビー波束の 中村尚,平 沢尚彦, 日本気象学会春季大会 1999.4
役割 中村元隆













Observation　 of　polar　 clouds　 and　 aerosols　 forT. Yaman uchi 1st　 Int'l　 Workshop　 on2000.1
radiation　 budget　 and　 climate　 study Spaceborne　 Cloud　 Profiling
Radar
Sources　 of　gravity　 waves　 simulated　 by　 highK.　 Sato,　 and Ninth　 Conference　 on　 the2000.1
－resolution　 GCM M.Takahashi Middle　 Atmosphere
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Sedimentary environment of the glaciers in0., Watanabe, Second International Sym-2000. 2
the nothern part of Svalbard recorded in iceH., Narita, posium on Environmental
cores S., Takahashi, Research in the Arctic and









Y., Fujii, E., Isaksson,
S. Arkhipov, and
J. 0. Hagen
Leaching of chemical compositions in theY.,  Iizuka, Second International Sym-2000. 2
snowpack at the dome of Austfonna ice cap,M., Igarashi, posium on Environmental
Svalbard, K., Watanabe, Research in the Arctic and
K. Kamiyama, and Fifth  Ny-alesund Scientific
0. Watanabe Seminar
Regional characteristics of chemical constitu-0., Watanabe, Second International  Sym-2000. 2
ents in surface snow, arctic cryosphere, H., Motoyama, posium on Environmental
K., Kamiyama, Research in the Arctic and
M., Igarashi, Fifth Ny-Alesund Scientific
G. K., Azuma, Seminar
Y., Fujii, Y.,  Iizuka,
S. Matoba, and
H. Narita
Contrastive anthropogenic acidification inY., Fujii, Second International Sym-2000. 2
Arctic and Antarctic cores, K., Kamiyama, posium on Environmetal
F., Nishio, Research in the Arctic and
H., Shoji, Fifth Ny-Alesund Scientific
G, K., Azuma, Seminar
M. Kohno, and
0. Watanabe
NIPR Arctic Environment Research in  1990-Y. Fujii Second International Sym-2000. 2
1999 posium on Environmental
Research in the Arctic and
Fifth Ny-Alesund Scientific
Seminar
Greenland Sea in Winter H., Ito, 0., Titov, Second International  Sym-2000. 2
M., Antsiferov, posium on Environmental
Y., Tanaka, Research in the Arctic and










Ground based, ballon and aircraft measure-S., Aoki, Second International Sym-2000. 2
ments of greenhouse gases in the Arctic S., Morimoto, posium on Environmental
G., Hashida, Research in the Arctic and








Forthcoming Arctic field campaign ASTART. Yamanouchi, and Second International Sym-2000. 2
2000(Arctic Study of Tropospheric AerosolA. Herber posium on Environmental
and Radiation) Research in the Arctic and
Fifth Ny-Alesund Scientific
Seminar
Aerosol measurements at Ny-Alesund/Spits-A., Herber, A., Rinke, Second International Sym-2000. 2
bergen and its possible climate impact R., Neuber, posium on Environmental
M., Fortmann, Research in the Arctic and
R., Schumacher, Fifth Ny-Alesund Scientific






K.  Dethloff, and
H. Gernandt
"In -situ" measurement for a polar low overY., Azuma, Second International Sym-2000. 2
the Norwegian Sea Y., Fukuda, posium on Environmental
K., Kikuchi, Research in the Arctic and
M., Shiobara, Fifth Ny-Alesund Scientific
M. Wada, and Seminar
G. W. K. Moore
Ice-core chemistry variation on Penny IceK., Goto-Azuma, Second International Sym-2000. 2
Cap, Baffin Island, Canadian Arctic over theR. M. Koerner, and posium on Environmental
last two centuries D. A. Fisher Research in the Arctic and
Fifth Ny-Alesund Scientific
Seminar
The North-GRIP deep drilling project inS. J., Johnsen, Second International Sym-2000. 2
Greenland D., Dahl-Jansen, posium on Environmental
N. Gundestrup, and Research in the Arctic and
 0. Watanabe Fifth Ny-Alesund Scientific
Seminar
Temporal Variations of atmospheric CO2S., Morimoto, Second International Sym-2000. 2
concentration and its carbon isotope in NyS., Aoki, posium on Environmental
-Alesund , Svalbard S. Yoshimura, and Research in the Arctic and
T. Yamanouchi Fifth Ny-Alesund Scientific
Seminar
58
EA If1 t 4t*t-t,244---NoDZ,fr, 4M*-fl
Large cloud drops rimed on snow crystalsH. Konishi, and Second International Sym-2000. 2
observed at Ny-Alesund, Slalbard, ArcticM. Wada posium on Environmental
Research in the Arctic and
Fifth Ny-Alesund Scientific
Seminar
Glaciological observation on Pioner Ice Cap,S., Takahashi, Second International Sym-2000. 2
Severnaya Zemlya in 1996 S., Matoba, posium on Environmental
A., Takahashi, Research in the Arctic and
0. Watanabe, and Fifth Ny-Alesund Scientific
L. Savatugin Seminar
Chemical analysis of the shallow ice core andM., Igarashi, Second International Sym-2000. 2
surface snow samples from North GreenlandM.,  Tagami,  posium on Environmental
H., Motoyama, Research in the Arctic and
M., Takata, Fifth Ny-Alesund Scientific
0., Watanabe, Seminar
H., Narita, H., Shoji,
J. P. Steffensen, and
H. B. Clausen
Haze layers and their characteristics obser-M., Shiobara, Second International Sym-2000. 2
ved over Spitsbergen during the AAMP 1998S., Yamagata, posium on Environmental
campaign M., Watanabe, Research in the Arctic and







Aircraft observation of carbonyl sulfideY., Inomata, Second International Sym-2000. 2
(COS) over mid-high latitude of NorthernK., Matsunage, posium on Environmental
Hemisphere during AAMP98 S., Sugawara, Research in the Arctic and





Detailed stratigraphy analysis of a NGRIPM., Takata, Y., Fujii, Second International Sym-2000. 2
shallow ice core using laser tomograph sys-0., Watanabe, posium on Environmental
tern H. Shoji, and Research in the Arctic and
N. Azuma Fifth Ny-Alesund Scientific
Seminar
Vertical distribution of heavy metals in Vest-S., Matoba, Second International Sym-2000. 2
fonna, Svalbard ice core A. E. Eroglu, posium on Environmental
H., Motoyama, Research in the Arctic and
Y., Fujii, Fifth Ny-Alesund Scientific
0.  Watanabe, and Seminar
M. Nishikawa
59
tg El R * t TE*VA
Preliminary results from 289m ice core on 0., Watanabe, Second International Sym-2000. 2
Austfonna ice cap, Slalbard H., Motoyama, posium on Environmental
M., Igarashi, Research in the Arctic and




Status report on the GPS Positioning at NyM. Kanao, and Second International Sym-2000. 2
-Alesund , Svalbard in 1994 M. Wada posium on Environmental
Research in the Arctic and
Fifth Ny-Alesund Scientific
Seminar
Observations of CO2 partial pressure, totalS., Yoshimura, Second International Sym-2000. 2
inorganic carbon and nutrients in the Green-S., Aoki, posium on Environmental
land Sea in winter season T., Nakazawa, Research in the Arctic and
S., Morimotto, Fifth Ny-Alesund Scientific
G., Hashida, Seminar
S. Ushio, and H. Ito
Biological characteristics of dark coloredN., Takeuchi, Second International Sym-2000. 2
material in Canadian High Arctic glaciersS., Kohshima, posium on Environmental
G. K. Azuma, and Research in the Arctic ad





(1)一 般 研 究
(1.1)個 体地球物理学
昭和基地周辺域及び南極における固体地球物理学的研究
教授 神沼克伊,教 授 渋谷和雄,助 教授 野木義史,助 手 金尾政紀,助 手 土井浩一郎,
助手 青木 茂,　COE研 究員 小林励司
(1)重 力測定:平 成10年 度に南極で得 られたデータの整理を行った。「しらせ」の海上重力計NIPRORI-2に より得 ら
れたデータを用いて,測 線上の重力異常を求めた。昭和基地で得 られた超伝導重力計のデータ解析 を継続 した。総
合研究大学院大学の天文科学専攻 との共同研究 「超伝導重力計データを用いた地球変形の研究」が継続 してお り,
国立極地研究所では地殻の隆起 と重力変化の関係について調べた。またワークショップを開催 した。
(2)　GPS・VLBI:昭 和基地でのGPS測 量の解析 を継続 した。　VLBIア ンテナと地上基準点の取 り付け測量 を実施 し
た。
(3)自 然地震観測:前 年度同様の方式でデータ編集がなされ,　JARE　 DATA　 REPORT　 No.236と してまとめた。得
られた地震データを解析 し,次 の研究が進行 した。
① リュツォ ・ホルム湾地域における地殻 ・最上部マン トル構造の地震学的研究
② 昭和基地付近の局地地震活動の研究
③ 南極プ レー ト境界及び内部で発生する地震の応力分布の研究
④ 南極プ レー ト内の巨大地震(Ms=8.0,1998年3月25日)の 解 と表面波の伝播速度を利用 した地下構造の解析。
(4)人 工地震:南 極での人工地震に使用するペネ トレーターの開発研究を継続 した。 また,　JARE41出 港前の各種準
備(地 震計 ロガー観測試験,ボ ー リング装置試験)を 行った。
(5)地 磁気:「 しらせ」に搭載 している3成 分磁力計 により得 られた平成10年 度データの解析 を行った。
(6)テ ク トニクス:船 上の地磁気3成 分データ,昭和基地の地震波速度異方性や海上重力データなどから,南極プレー
トの構造や ダイナ ミクスの研究 を継続 している。特に,イ ン ド洋海域のテク トニクスについての解析を継続 した。
(1.2)岩 石磁気学
岩石磁気学的研究 助教授 船木 實
(1)JARE40で 採集されたアム ンゼ ン湾の リーセルラルセン山地域の岩石の古地磁気学的研究を行 った。採集 された
岩石 は長石質片麻岩類(2地 域)と ドレライ ト(2地 域)で,い ずれ も塊状試料である。これらの試料に記載され
た方位を基準 に直径2.5cmの 円柱状定方位 コア試料 を切 り出した。帯磁率異方性の測定結果か ら,片 麻岩類 はいず
れも磁気異方性が大 きいのに対 し,ド レライ トは等方性であった。また,交 流消磁 と熱消磁によりドレライ トか ら
信頼で きると思われる磁化成分が得 られたが,片 麻岩類からは現在の地磁気方向の残留磁気のみが測定 された。こ
の結果,ド レライ トは1.0-1.2Gaに 貫入 した時の地球磁場を記憶 していると推定 された。この磁化成分から得 られ
るVGPはIshikawa　 and　Funaki　 (1998)　の糸吉果 とほぼ同 じであった。
(2)前 年度に引き続 き,　Allende炭 素質明石の磁気的研究を行った。走磁性バクテ リアを研磨表面に作用させ ることに
より,光 学的異方性がある硫化鉱物が残留磁気を担 うことが明らかになった。EPMAで 光学的等方性硫化鉱物 と異
方性硫化鉱物の化学組成 を調べた結果,両 者はペン トランダイ トで組成はほとんど同じであることが判明した。こ
のことか らAllende　F員石が変質 を受けた時,ペ ン トランダイ トが磁硫鉄鉱の磁化機構 と同 じメカニズムで,磁 性鉱
物に変化 したと考えられる。Allendeの 一定方向の残留磁気から,変 質作用があったとき母天体に磁場が存在 してい
たことが推定 された。
(3)前 年度に引き続 き,衝撃により除石の磁気的性質が変化する可能性 を調べるため,東 北大学の衝撃銃でGibeon阻
鉄 に最大40GPaの 衝撃を磁場中で加えた。その結果,衝 撃でF員鉄 は残留磁気を獲得することが明 らかになったが,




東南極楯状地およびゴン ドワナ大陸の地質学的 ・岩石学的 ・地球化学的研究
教授 白石和行,助 教授 本吉洋一,　COE研 究員 外田智千,助 教授(客 員)小 山内康人
1)東 南極ナ ピア岩体の超高温変成作用に関する研究
SEAL計 画を通 じてエンダービーラン ド地域で採集 した変成岩試料の解析によって,太 古代末期ナ ピア岩体の超高
温変成作用の温度圧力条件の見積 もり,超高温条件下での岩石の部分溶融作用についての考察,電 子線マイクロプロー
ブを用いたU-Th-Pb年 代測定,熱 モデル計算 による超高温変成作用の熱源の検討をおこなった。また,ナ ピア岩体に
産するフッ素を含む金雲母の安定関係 を考察するとともに,高 アル ミニウム斜方輝石の高温高圧下での相関係 を明 ら
かにするため,実 験岩石学的研究を行った。これ らの研究の結果 はいずれ も,ナ ピア岩体の最高変成温度は1100℃ 以
上に達 した可能性があること,そ の超高温変成作用の時期は約25億 年前であることを示 している。
2)セ ールロンダーネ山地の地球年代学的研究
極地研に新たに導入されたSHRIMPを 用いて,セ ールロンダーネ山地の変成岩のU-Pb年 代測定を行 った。その結
果,こ の地域の変成史は西方の中央 ドローニングモー ドラン ドと良 く似ていることがわかった。 また,東 方の リュ
ツォ ・ホルム岩体 と比べて,最 後の広域変成作用の年代が数千万年古い傾向が認められた。 このことは,か つて指摘
したように,リ ュツォ・ホルム岩体の形成は東西 ゴン ドワナ衝突の最終過程であることを意味 し,ゴ ンドワナ大陸形
成史への重要な示唆を与える。
3)ゴ ン ドワナ大陸の形成 に関する研究
国際学術研究 を通 じて実施 している南アフリカ,原生代ナタール帯及びナマクアランド帯の高度変成岩の岩石学的,
鉱物学的研究 と花商岩類の同位体学的研究を共同研究者 らとともに行 った。ナタール帯北部のッゲラ地域の地表地質
調査 と変成岩の全岩化学分析か ら,こ の地域は従来考えられて きたような中期原生代海洋地殻起源オフィオライ トで
はな く,海 洋性島孤,海 洋島など起源の異なる海洋性テレー ンが次々と衝上 してで きた付加体であることがわかった。
(1.4)地 理 ・地形学
南極地域の氷河地形,周 氷河地形および後期新生代地質に関する研究
教授 森脇喜一,助 手 三浦英樹,教 授(客 員)平 川一一臣
(1)リ ュッォ ・ホルム湾沿岸の隆起海浜に産する貝化石 と湖底堆積物の放射性炭素同位体年代等のデータ収集 を継続
している。
(2)東 西オングル島の1:10,000地 形学図 をまとめ,出 版 した。
(3)ア ムンゼン湾 ・リーセルラルセン山周辺で現在働いている周氷河作用,塩 類風化 と卓越風による侵食作用 につい
て研究 をすすめた。
(4)ア ムンゼン湾 ・リーセル ・ラルセン山麓の湖底堆積物の酸素同位体および炭素同位体分析を行い,堆 積環境 を検
討 した。
(5)南 極地域の周氷河地形 ・現象 ・作用 と比較検討する目的で,中 緯度高山地域のスイスアルプスの周氷河地形 ・作
用の調査 を継続 し,北 海道の氷河地形 ・化石周氷河地形の調査 を継続 した。
(2)共 同研究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・職 研 究 課 題
神 沼 克 伊 国立極地研究所 ・教授 東南極 リソスフェアの構造 と進化
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イ.一 般共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
小 山 順 二 北海道大学大学院理学研究科 ・教授
ペネ トレーター地震計 と地上設置型地震計を用いた
構造探査方法の確立
平 川 一 臣
北海道大学大学院地球環境科学研究
科 ・教授 周南極沿岸地域における第四紀後期の環境変動
松 岡 憲 知 筑波大学地球科学系 ・助教授 寒冷環境下における周氷河地形形成作用の比較研究
伊勢崎 修 弘 千葉大学理学部 ・教授 南極海の海山の総合的研究
酒 井 英 男 富山大学理学部 ・助教授 南極 ・南極海 ・イン ド亜大陸から得 られた資料 にも
とつ くゴンドワナの古地理と分裂過程の研究
小山内 康 人 岡山大学教育学部 ・教授 西エンダー ビーラン ドの地質構造および変成作用の
精密解析
佐 藤 忠 弘 国立天文台 ・助教授 南極 ・昭和基地及び中緯度観測点での超伝導重力計
データを用いた地球潮汐現象の比較研究
福 田 洋 一 京都大学大学院理学研究科 ・助教授 アルティメータ重力 と海上重力の結合による南極縁
辺海域の精密重力マッピングに関する研究
瀬 川 爾 朗 東海大学海洋学部 ・教授 人工衛星重力データによる南極域地殻構造の研究




石 塚 英 男 高知大学理学部 ・教授 東南極ナピア岩体の原岩形成過程の解明
上 野 直 子 東洋大学文学部 ・教授 エンダービーラン ド地域の磁気学的研究
栗 原 則 幸 通信総合研究所鹿 島宇宙通信 セ ン
ター ・室長 南極VLBIデ ータの高精度化に関する研究
瀧 上 豊 関東学園大学法学部 ・助教授 エ ンダービーラン ドの年代学,岩 石磁気学的研究
松 枝 大 治 北海道大学大学院理学研究科 ・助教授
東南極およびス リランカ産変成炭酸塩岩の流体包有
物 と安定同位体の比較研究
廃 井 美 邦 千葉大学理学部 ・教授 リュツォ ・ホルム岩体 における岩石の部分融解過程
の研究
大 村 誠 高知女子大学生活科学部 ・助教授 衛星 リモー トセンシングによる南極域 の トポグラフ ィおよび環境変動観測の高精度化
有 馬 眞 横浜国立大学教育人間科学部 ・教授 ナピア岩体の熱構造発達史の解明
市 川 香 九州大学応用力学研究所 ・助教授 昭和基地沖における海面高度の季節変動





研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
白 石 和 行 ・ 教 授 パ ンアフリカン変動 とゴンドワナ形成一束南極
と南東アフリカの後期原生代 ・古生代初期の地
殻形成過程一
9～11 本 吉 洋 一ー
イ.基 盤研究(C)
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
土 井 浩 一 郎 ・助 手 人工衛星合成開 口レーダ干渉法 による遠隔地地
形モデルの作成およびその検証
9～12 澁 谷 和 雄
青 木 茂
(4)研 究成 果 の発 表
ア.学 会誌等による発表
題 目 著 者 誌名 ・巻 号 ・頁 発表年月
昭和基地 ・地震モニタ リング観測 システムの更 金尾政紀,神 沼克伊, 南極 資料,43,16-44 1999
新 とデータ利用 渋谷和雄,野 木義史,
根岸弘明,東 野陽子,
東 敏博
「エンダービーラン ドの地学調査の展望」に関す 金尾政紀 南極資料,43,211-220 1999
る研究小集会報告
Measurements　 of　vector　 magnetic　 anomaliesY.　Nogi　 and ANNALI　 DI　 GEOFISICA,1999
on　 board　 the　 icebreaker　 Shirase　 and　 theK.　Kami uma 42(2),161-170
magnetization　 of　the　 ship
Local　 seismicity　 and　 crustal　 uplift　 aroundK.　Kaminuma　 andKorean　 Journal　 of　 Polar1999
Syowa　 Station,　 Antarctica M.　 Kanao Research,10(2),103-107
A　great　 earthquake　 in　the　 Antarctic　 plate　 onR　 Kobayashi, Korean　 Journal　 of　 Polar1999
March25,1998 K.　Kaminuma, Research,10(2),109-115
Y.　Nogi　 and　 M.　Kanao
Vector　 magnetic　 anomalies　 in　the　 West　 En一Y.　Nogi　 and Krean　 Journal　 of　 Polar1999
derby　 Basin K.　Kaminuma Research,10(2),117-124
Aftershock　 activity　 of　the　 great　 1998　 earth一K.　Kaminuma, PolarGeosci.,12,183-191999
quake　 in　the　 Antarctic　 plate R.　Kobayashi,
Y.　 Nogi　 and　 M.　 Kanao
第38次 南極地域観測隊地学部門の野外観測 にお金尾政紀,東 敏博 南極 資料,43,375-405 1999
ける地球 物理学的研 究(1996-1998),
一64一
題 目 著 者 詩名 ・巻 号 ・頁 発表年月
Seismological　 Bulletin　 of　 Syowa　 Station,M.　 Kanao JARE　 Data　 Rep.,　 236　 (Seis一1999
Antarctica,　 1997 mology33),1-65
Precise　 determination　 of　 geoid　 height　 andK. S ibuya, Earth　 Planets　 Space,　 51,1999
free-air　 gravity　 anomaly　 at　 Syowa　 Station,K.　Doi　 and　 S.　Aoki159-168
Antarctica
南極 ・昭 和基 地 で受 信 され たERS-1/2タ ンデ土井浩一郎,渋 谷和雄, 測地学 会誌,45,351-354 1999
ム ・ミッシ ョンデ ー タか ら得 られ た干 渉SAR 野木義史,小 澤 拓
画像
A　 case　 study　 of　generating　 a　digital　 elevationT. Ozawa, Polar　 Geoscience,　 12,　 227一1999
model　 for　the　 S6ya　 coast　 area,　 using　 JERS-1K.DoiandK.Shibuya239
SAR　 interferometry
干渉合成開口レーダか ら得 られた東南極Zub一小澤 拓,土 井 浩一郎, 測地学 会誌,45,165-179 1999
chatyy柳 水の海洋潮汐による変形 澁谷和雄
40Ar-39Ar　 ages　 of　 dolerite　 dykes　 from　 SriY.　 Takigami, PolarGeosci.,12,176-182999
Lanka M.　 Yoshida　 and
M.　 Funaki
Ultra-high　 temperature　 metamorphism　 of　theY.　 Motoyoshi Korean　 Journal　 of　 Polar1999
Napier　 Complex,　 East　 Antarctica Research,10,85-90
Sm-Nd,　 Rb-Sr　 and　 K-Ar　 geochronology　of　the T. Hamamoto, The　 Island　 Arc,　 8,　323-3341999
Higo　 metamorphic　terrane,　 west-central　 Kyu一Y.　Osanai　 and
shu,　 Japan H.Kagami
Field　 studies　 of　Proterozoic　 terrains　 in　Penin一M.　 Yoshida, Jour.　 Geosci.　 Osaka　 City1999
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Geology of ultrahigh-temperature metamor-Y. Osanai, Polar Geosci., 12, 1-28 1999
phic rocks from Tonagh Island in the NapierT. Toyoshima,




Deformation of ultra-high-temperature T. Toyoshima, Polar Geosci., 12, 29-48 1999
metamorphic rocks from Tonagh Island inY. Osanai,




Petrology and metamorphism of sapphirine-T. Hokada, Polar Geosci., 12, 49-70 1999
bearing aluminous gneisses from TonaghY. Osanai,




Petrography and metamorphic reactions ofT. Tsunogae, Polar Geosci., 12, 71-86 1999
ultra-high temperature mafic granulite fromY. Osanai,




Petrography and geochemistry for maficM. Owada, Polar Geosci., 12, 87-100 1999
rocks from Tonagh Island in the NapierY. Osanai,




Mineralogy of scapolite from Skallen,I. Kusachi, Polar Geosci., 12, 143-156 1999







題 目 著 者 詩 名 ・巻 号 ・頁 発表年月
The　 Higo　 high-grade　 metamorphic　 rocks　 inY. Osanai, Gondwana　 Research,　 2,　599・1999
Japan　 as　 a　 part　 of　 the　 collisional　 terraneT.　 Hamamoto, 601




Rb-Sr　 and　 Sm-Nd　 ages　 for　 potassium　 feld一Y.　 Osanai, Gondwana　 Research　 Group1999
spar　 megacrystic　 charnockite　 pegmatite　 andT.　 Hamamoto, Memoir,5,145-160
garnet-bearing　charnockitic　 leucosome　 fromY.　Miyarhita,





Geological　 fieldwork　 of　the　southwestern　 andY.　 Osanai, Jour.　 Geosci.　 Osaka　 City2000
central　 parts　 of　 Highland　 Complex,　 SriT.　Ando, Univ.,43,227-247
Lanka　 during　 1998-1999,　 with　 special　 refer一Y.　Miy shita,






Experimental　 estimation　 of　 emplacementT.　Ob , PolarGeosci.,12,126-142999
depth　 of　granitic　 dikes　 from　 the　 SφrRondaneK.　 hiraishi
Mountains,　 East　 Antarctica
西エンダビーラン ド,ア ムンゼ ン湾周辺地学調 本吉洋一,三 浦英樹, 南極資料,43,534-570 1999
査 隊報告1998-1999(JARE-40) 山内 肇,吉 村康隆,
宮本知治,吉 永秀一郎,





GeologicalmapofMountRiiser-Larsen(withM.　 Ishikawa, Antarctic　 Geological　 Map2000
exPlanatory　 text,　 36p) T.　 Hokada, Series　 of　 National　 Insitute






題 目 著 者 詩名 ・巻 号 ・頁 発表年月
14C　anomaly　 of　freshwater　 algae　 in　AntarcticH.A.　 Takahashi, PolarGeosci.,12,248-2571999
coastal　 ponds　 and　 lakes H.　Wada,
T.　Nakamura　 and
H.　 Miura
Geomorphological　 map　 of　 East　 Ongul　 andK.　Hirakawa, Special　 Map　 Series　 of1999
West　 Ongul　 Islands K.　Moriwaki, National　 Insitute　 of　 Polar
Y.　Yoshida　 and Research,　 No.7
H.　 Miura
リーセル ・ラルセン山麓の水底変形構造を伴う 平川一臣,沢 柿教伸 南極 資料,44,25-37 2000
氷河堆積物 －Richardson　 Clayの 再検討 の必要
惟一
イ.口 頭による発表
題 目 著 者 発表した学会等の名称 発表年月
地球物理学的諸データか らみた東南極エンダー 金尾政紀 地球惑星科学関連学会1999 1999.3
ビーラン ドの大陸地殻の構造と進化過程 年合同大会
東南極 リソスフェアの構造 と進化の研究計画 金尾政紀,神 沼克伊, 地球惑星科学関連学会1999 1999.3
(SEAL計 画)に 関連 した短周期地震波 による渋谷和雄,野 木義史, 年合同大会
地殻構造探査と機器開発 小林励司
1998年3月25日 南極地震の余震活動 神沼克伊,小 林励司, 地球惑星科学関連学会19991999.3
野木義史,金 尾政紀 年合同大会
東スコチア海の背弧海盆拡大 野木義史 地球惑星科学関連学会1999 1999.3
R.A.　 Livermore 年合同大会
Geophysical　 and　 Geodetic　 Observations　 atK.　Kaminuma, 8th　 International　 Sympo一1999.7
Syowa　 Station,　 East　 AntarcticaK.　Shibuya, sium　 on　 Antarctic　 Earth
Y.　Nogi, Sciences,　 Wellington,　 New
M.NanaoandK.DoiZealand
System　 replacement　 of　seismic　 observationsK.　Kaminuma, 8th　 International　 Sympo一1999.7
and　 data　 accessibility　 for　 public　 use　 at　SyowaM.Kanao, sium　 on　 Antarctic　 Earth
Station,　 East　 Antarctica K.　Shibuya　 and　 Y.　NogiScineces,　 Wellington,　 New
Zealand
Moho　 depth　 and　 crustal　 heterogeneity　 forM.　 Kanao, 8th　 International　 Sympo一1999.7
shear　 waves　 around　 the　 Soya　 Coast,　 EastH.　 Negishi, sium　 on　 Antarctic　 Earth




題 目 著 者 発表 した学会等の名称 発表年月
Aftershock　 Activity　 of　the　Great　 EarthquakeR. Kobayashi, 8th　 International　 SymPo一1999.7
in　the　Antarctic　 plate　 on　March　 25,　1998K.　Kaminuma, sium　 on　 Antarctic　 Earth
Y.　 Nogi　 and　 M.　 KanaoSciences,　 Wellington,　 New
Zealand
Lithospheric　 Seismic　 Anisotropy　 beneathA.　 Kubo, 8th　 International　 Sympo一1999.7
Antarctica M.　 Kanao　 and sium　 on　 Antarctic　 Earth
Y.　Hiramatsu Sciences,　 Wellington,　 New
Zealand
GPS　 and　 other　 space　 geodetic　 referenceK.　 Shibuya, GPS　 99,　 Tsukuba,　 Japan1999.10






新地震計室移設に伴う昭和基地の地震検知率の 金尾政紀,神 沼克伊 第19回 南極地学 シンポジウム1999.10
推移
広帯域地震波形 と重力データによる宗谷海岸周 金尾政紀,根 岸弘明, 第19回 南極地学シンポジウム1999.10
辺のモホ面の深 さの推定 東野陽子
広帯域地震波形でみた南極大陸縁辺部の地殻構 金尾政紀,久 保篤規, 第19回 南極地学シンポジウム1999.10
造 渋谷拓郎
氷床での地震ア レイデータによるセンブランス 筒井智樹,金 尾政紀 第19回 南極地学シンポジウム1999.10
解析
南極大陸下の地震波速度異方性とその形成過程 久保篤規,金 尾政紀, 第19回 南極地学シンポジウム1999.10
平松良浩,根 岸弘明,
東野陽子
南極ペネ トレーターの開発状況 渋谷和雄,金 尾政紀, 第19回 南極地学シンポジウム1999.10
神沼克伊
東スコチア海嶺の背弧海盆拡大 野木義史, 第19回 南極地学シンポジウム1999.10
R.A.　 Livermore
南イン ド洋エンダビー海盆の地磁気3成 分異常 野木義史 第19回 南極地学シンポジウム1999.10
南極海での船上観測と今後の展望 野木義史 第19回 南極地学シンポジウム1999.10
南極氷床における地震アレイ予備観測 金尾政紀,筒 井智樹 日本地震学会1999年 度秋期1999.11
大会
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題 目 著 者 発表した学会等の名称 発表年月
広帯域地震波形でみた南極大陸縁辺部の地殻構 金尾政紀,根 岸弘明, 日本地震学会1999年 度秋期1999.11
造一宗谷海岸周辺域 を中心 として一 東野陽子,久 保篤規, 大会
渋谷拓郎
南インド洋エンダビー海盆の海底拡大 とゴンド 野木義史 第106回 地球電磁気・地球惑星1999.11
ワナ分裂 圏学会講演会
JERS-1の3一 パ ス干渉SARを 用 いた南極氷 床小澤 拓,土 井浩一郎, 地球惑星科学関連学会合同大 1999.6
のDEM作 成および変動検出 澁谷和雄 会
Application　 of　SAR　 interferometry　 to　DEMT.　Ozawa, IUGG 1999.7
generation　 of　Antarctica K.DoiandK.Shibuya
Multi-decadal　 warming　 trends　 of　subsurfaceS.　Aoki Large-scale　 variability　 in1999.8
temperature　 in　the　 Indian　 sector　 of　the　 South一 the　 Southern　 Ocean一
ernOcean patterns,　 mechanisms　 and
■
1mpacts
南極昭和基地周辺の定着氷上 でのGPSに よる青木 茂,小 澤 拓, 日本海洋学会 1999.9
海水位変化の観測 土井浩一郎,渋 谷和雄
JERS-1の3一 パ ス干渉SAR法 を用 い た氷床 変小澤 拓,土 井浩一郎, シンポジウム 「干渉SAR技 1999.9
動 ・変形の検出一束南極,宗 谷海岸域における 澁谷和雄 術の応用 とその課題」
適用例一
GPS　 observation　 of　the　 sea　 level　 variation　 inS.　Aoki, International　 Symposium1999.10
the　 Ltitzow-Holm　 Bay,　 AntarcticaT.　Ozawa, on　 GPS/ApPlication　to
K.DoiandK.ShibuyaEarth　 Sciences　 and　 interac一
tion　 with　 other　 space
geodetic　 techniques
南極VLBI実 験SYW991の 基線解析結果 につ福崎順洋,寺 家孝明, 第19回 南極地学 シンポジウム1999.10
いて 渋谷和雄,高 島和宏,
丸 山一 司,岩 田昭雄,
石原 操,土 井浩一郎
速報:昭 和基地で南極観測 されたGPSと 超伝福崎順洋,青 木 茂, 第19回 南極地学 シンポジウム1999.10
導重力計のコヒー レントな変動について 山田晃子,田 村 良明,
佐藤忠弘,渋 谷和雄
南極VLBI実 験の測地解析結果 寺家孝明,渋 谷和雄, 第19回 南極地学 シンポジウム1999.10
真鍋盛二,
南極VLBI観 測グループ
極域での海水位観測におけるGPSの 利用 青木 茂,小 澤 拓, 21世 紀の衛星 アル テ ィメ ト1999.11
土井浩一郎,渋 谷和雄 リ ー
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題 目 著 者 発表 した学会等の名称 発表年月
JERS-1の3一 パ ス干 渉SAR法 か ら得 られ た宗小澤 拓,土 井浩一郎, 日本測地学会第92回 講演会 1999.11
谷海岸域の氷床変動 ・変形の検出 澁谷和雄
干渉合成開 口レーダの南極氷床域への適用 小澤 拓,土 井 浩一郎, 第22回極域気水圏シンポジウ1999.12
澁谷和雄 ム
東南極 リーセルラルセン山地域産岩石の古地磁 石川 尚人,船 木 實 第19回 南極地学 シンポジウム1999.10
気測定結果
東南極ナピア岩体 トナー島における超高温変成 小山内康人,豊 島剛志, 地球惑星科学関連学会合同大 1999.6
岩類の地質 とサフィリングラニュライ トの産状 大和田正明,角替敏昭, 会
外田智千
ナピア岩体 トナー島に産する苦鉄質グラニュラ 角替敏昭,小 山内康人,地球惑星科学関連学会合同大 1999.6
イ トの超高温変成作用 と等圧冷却履歴 豊島剛志,大 和田正明,会
外田智千
東南極ナ ピア岩体 トナー島における超高温変成 豊島剛志,小 山内康人,地球惑星科学関連学会合同大 1999.6
岩類の変形史 大和田正明,角 替敏昭, 会
外田智千
東南極ナ ピア岩体 トナー島,超 高温苦鉄質岩の 大和田正明, 地球惑星科学関連学会合同大 1999.6
化学組成 小山内康人,豊 島剛志, 会
角替敏昭,外 田智千
東南極ナピア岩体高変成地域に産する超高温変 外田智千,石 川正弘, 地球惑星科学関連学会合同大 1999.6
成岩類の最高到達温度とその圧力条件 石塚英男,小 山内康人, 会
鈴木里子
New　 Evidence　 of　polymetamorphic　 events　 ofK.　Shiraishi, 8th　 International　 Sympo一1999.7
theSφr　 Rondane　 Mountains,　 East　 AntarcticaC.M.　 Fanning, sium　 on　 Antarctic　 Earth
R.　Armstrong　 andSciences,　 We11ington,　 New
Y.　Motoyoshi Zealand
Geological　 characteristics　 of　 ArchaeanY.　 Osanai, 8th　 International　 Sympo一1999.7
ultrahigh-temperature　metamorphic　 rocksT.　 Toyoshima, sium　 on　 Antarctic　 Earth
from　 Tonagh　 Island　 in　the　 Napier　 Complex,M.　 Owada, Sciences,　 Wellington,　 New
East　 Antarctica T.　 Tsunogae, Zealand
T.　 Hokada　 and
W.A.　 Crowe
Deformation　 history　 of　Archean　 ultra-high一T.　 Toyoshima, 8th　 International　 Sympo一1999.7
temperuture　 metamorphic　ocks fromY.　 Osanai, sium　 on　 Antarctic　 Earth
Tonagh　 Island,　 Napier　 Complex,　 East　 Antar一M.　 Owada, Sciences,　 Wellington,　 New




題 目 著 者 発表した学会等の名称 発表年月
Geochemistry　 for　 Archaean　 mafic　 granuliteM.　 Owada, 8th　 International　 Sympo一1999.7
from　 Tonagh　 Island,　 Napier　 Complex,　 EastY.　 Osanai, sium　 on　 Antarctic　 Earth




Ultrahigh-temperature　metamorphism　and T.　Tsunogae, 8th　 International　 Sympo一1999.7
isobaric　 cooling　 history　 of　mafic　 granulitesY.　 Osanai, sium　 on　 Antarctic　 Earth




Alkalifeldspar　 compositions　 of　the　 ArchaeanT. Hokada, 8th　 International　 Sympo一1999.7
Napier　 Complex,　 East　 Antarctica:　 furtherM.　 Ishikawa, sium　 on　 Antarctic　 Earth
evidence　 for　 1100℃ 　 ultrahigh-temperatureH.　 Ishiz ka, Sciences,　 Wellington,　 New
crustal　 metamorphism Y.　Osanai　 and　 S.　SuzukiZealand
The　 Higo　 high-grade　 metamorphic　 rocks　 inY. Osanai, The　 second　 joint　 meeting　 of1999.8
Japan　 as　 a　part　 of　 the　 collisional　 terraneT.　 Hamamoto, Japanese　 and　 Korean　 struc.
between　 the　 Sino-Korean　 and　 YangtzeH.　Kagami, ture　 and　 tectonic　 research
Cratons H.　 Suzuki, group,　 Samani
M.Owadaand
A.　 Kamei
Geochemistry　 of　 the　 orthopyroxene　 felisicS.　 Suzuki, 第19回 南極地学シンポジウム1999.10
gneiss　 from　 Mt.　 Riiser-Larsen　 in　the　 NapierY.　Motoyoshi,
Complex,　 East　 Antarctica K.　Shiraishi





Stability　 of　Fphologopite　 in　UHT　 metamor一Y.　Motoyoshi, 第19回 南極地学シンポジウム 1999.10
phic　 rocks　 from　 the　 Napier　 Complex:　 revisit一B.J.　 Hensen
ed




題 目 著 者 発表した学会等の名称 発表年月
Rb-Sr　 geochronology　 of　 alkali　 mela-syeniteT.　 Miyamoto, 第19回 南極地学シンポジウム1999.10
at　Tonagh　 Island,　 East　 Antarctica:　 a　highlyES.　 Grew,





The　 structural　 history　 of　 Skallevikhalsen,D　J.　Dunk ey, 第19回 南極地学シンポジウム 1999.10
LUtzow-Holm　 Complex,　 East　 Antarctica:　 aC.J.　 Carson,




Granulite-facies　 Beryllium　 Pegmatites　 in　theE.S.　 Grew, 第19回 南極地学 シンポジウム1999.10
Napier　 Complex　 in　Khmara　 and　 AmundsenJ.　Barbier,








南アフ リカ,ナ マクアラン ド地域の花圃着類の 柚原雅樹,加 々美寛雄, 第19回 南極地学シンポジウム1999.10
Sr-Nd同 位 体比組 成 廣井美邦,土 屋範芳,
白石和行
南アフ リカ高度変成岩に見出された2・3の 岩廣井美邦,土 屋範芳, 第19回 南極地学シンポジウム1999.10
石学的 ・鉱物学的知見 本吉洋一,白 石和行
Carbon　 and　 oxygen　 isotope　 characteristics　 ofM.　 Satish-Kumar,第19回 南極地学シンポジウム 1999.10
marbles　 from　 the　 LUtzow-Holm　 Bay,　 EastH.　W da,
Antarctica:　 Evidence　 for　 regional　 fluid　 infi1一Y.　Osanai　 and
tration M.　 Yoshida
東南極ナ ピア岩体 トナー島の超高温苦鉄質 グラ 角替敏昭,小 山内康人, 第19回 南極地学 シンポジウム1999.10
ニュライ トに含まれる角閃石の化学組成 豊島剛志,大 和田正明,
外田智千,
W.A.　 Crowe
東南極 リュ ッォ ・ホルム岩体 な らび にセール ・ 土屋範芳,小 山内康人, 第19回 南極地学シンポジウム1999.10
ロンダーネ山地の大理石層の炭素 ・酸素安定同 志村敏昭,日 下部実
位体組成
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題 目 著 者 発表した学会等の名称 発表年月
The　 Higo　 high-grade　 metamorphic　 rocks　 inY. Osanai, International　 Symposium1999.10
Japan　 as　 a　 part　 of　 the　 collisional　 terrane. T.　 Hamamoto, on　 Geodynamic　 and
between　 the　 Sino-Korean　 and　 YangtzeH.　Kagami, Tectonic　 Evolution　 of　China
cratons H.　 Suzuki, and　 Related　 Gondwana
M.Owadaand Crustal　 Fragments,　 Yi一
A.　 Kamei chang,　 China
Geochronology　 of　the　Higo　 metamorphic　 ter一T.　Hamamoto, International　 Symposium1999.10
rane　 in　Kyushu,　 Japan Y.　Osanai　 and on　 Geodynamic　 and




超高温変成岩類の岩石学一ナ ピア岩体 トナー島 小山内康人,豊 島剛志, 日本地質学会第106年 学術大1999.10
の変成プ ロセスー 大和田正明,角替敏昭, 会
外田智千,
W.A.　 Crowe
東南極ナピア岩体 トナーの苦鉄質グラニュライ 角替敏昭,小 山内康人, 日本地質学会第106年 学術大1999.10
ト中に含 まれるフッ素 に富む角閃石 と超高温変 豊島剛志,大 和田正明, 会
成作用 外田智千,
W.A.　 Crowe
ス リラ ンカ のHighland　 Complexに 産 す る超安東 努,小 山内康人, 日本地質学会 第106年 学術大1999.10
高温変成岩類一サフィリングラニュライ トとマ 濱本拓志 会
フ ィックグ ラニ ュライ トの 変成履歴一
Map　 of　raised　 beaches　 and　 radiocarbon　 agesH.　Miura, 8th　 International　 Sympo一1999.7
of　marine　 fossils　 in　the　 S6ya　 Coast　 region,H.　 Maemoku, sium　 on　 Antarctic　 Earth
East　 Antarctica A.　 Igarashi　 andSciences,　 Wellington,　 New
K.　Moriwaki Zealand
Holocene　 relative　 sae-level　 change　 on　 theH.　 Miura, 8th　 International　 Sympo一1999.7
basis　 of　 geomorphological　evidence　 andH.　 Maemoku, sium　 on　 Antarctic　 Earth
radiocarbon　 dates　 at　 the　 Kizahasi　 RaisedA.　Igarash 　 andSciences,　 Wellington,　 New
Beach　 in　Skarvsnes,　 LUtzow-Holm　 BayK.　Moriwaki Zealand
Terra　 Nova　 Drift　 and　 middle　 PleistoceneK.　Hirakawa 8th　 International　 Sympo一1999.7
raised　 beach　 in　the　 Northern　 Foothills,　 Victo一 sium　 on　 Antarctic　 Earth
ria　Land　 Coast Sciences,　 Wellington,　 New
Zealand
Melting　 of　the　Antarctic　 Ice　Sheet　 during　 theT.　Sawagaki　 and8th　 International　 Sympo一1999.7
last　 glacial　 period:　 -Terrestrial　 EvidenceK.　 Hirakawa sium　 on　 Antarctic　 Earth
from　 LUtzow-Holm　 Bay一 Sciences,　 Wellington,　 New
Zealand
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題 目 著 者 発表 した学会等の名称 発表年月
ラングホブざ くろ池湖畔か ら採取 された貝化石 森脇喜一,三 浦英樹 第19回 南極地学シンポジウム1999.10
Chlamysの 意義一後期新生代の南極氷床変動
史に関連 して一




南極 リチャー ドソン湖のコアを使った環境変動 永山美也子,和 田秀樹, 第19回 南極地学シンポジウム 1999.10
の研究 三浦英樹
南極 ・丸湾大池の完新世堆積物に記録 された海 瀬 戸浩二,森 脇喜一, 日本地質学会1999年 秋季大会1999.10
洋環境の変化 三浦英樹
南極 リュツォ ・ホルム湾での新生代氷期 ・間氷 五十嵐厚夫,三 浦英樹 日本地質学会1999年 秋季大会1999.10





助教授 小島秀康,助 教授 三澤啓司,助 手 余栄直也,助 手 山口 亮
当研究所 には,1999年3月 までに南極で発見採集され,持 ち帰 られた約13100個 の隅石が保管されている。これ らは
順次同定分類が進められている。今年3月 に持ち帰 られた約4100個 の限石の初期処理開始 し,継 続 して行った。また,




研究代表者 所 属 ・職 研 究 課 題
白 石 和 行 国立極地研究所 ・教授 南極陽石の精密分類およびその総合カタログの作成
イ.一 般共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
永 井 寛 之 信州大学理学部 ・教授 南極産限鉄の結晶構造と磁性
藤 巻 宏 和 東北大学大学院理学研究科 ・教授 衝撃溶融した南極普通陽石の地球化学的研究
中 村 智 樹 九州大学理学部 ・助手 南極宇宙塵の記載分類学
木 多 紀 子 地質調査所地殻化学部 ・主任研究官 陽石の変成度と同位体年代に関する研究
(3)科 学研究費補助金による研究
ア.基 盤研究(B)
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
小 島 秀 康 ・助 教 授 大量の南極宇宙塵を用いたその分類学確立にむ
けた研究








i,t • )141- P. -V-)]
Meteorite search by JARE-39 in 1998-99 sea-H. Kojima, Antarctic Meteorite 2000
son H. Kaiden and Research, No.13, 1-8
T. Yada
The collection of micrometeorites in theT. Yada and Antarctic Meteorite 2000
Yamato meteorite ice field of Antarctica inH. Kojima Research, No.13, 9-18
1998
Sulfide textures of a unique  CO3-chondriteN. Imae and Antarctic Meteorite 2000
(Y-82094) and its petrogenesis H. Kojima Research, No.13, 55-64
On the relationship between troilite and/orN. Imae and Antarctic Meteorite 2000
magnetite rimmed FeNi metals and subtypeH. Kojima Research, No.13, 65-77
in  CO3 chondrites
Diffuse reflectance spectra for heated sam-M. Miyamoto and Antarctic Meteorite 2000
ples of an H5 chondrite: Importance of oxy-T. Mikouchi Research, No.13, 93-99
gen fugacity at heating
Thermoluminescence studies of ordinaryK. Ninagawa, Antarctic Meteorite 2000
chondrites in the Japanese Antarctic meteor-K. Soyama, Research, No.13, 112-120
ite collection, II: New measurements forM. Ota,





Trace element constraints on the origins ofC. Floss, Antarctic Meteorite 2000
highly metamorphosed Antarctic eucritesG. Crozaz, Research, No.13, 222-237
A. Yamaguchi and
K. Keil
Lherzolitic martian meteorites Allan HillsT. Mikouchi and Antarctic Meteorite 2000
77005, Lewis Cliff 88516 and Yamato-793605:M. Miyamoto Research, No.13, 256-269
Major and minor element zoning in pyroxene
and plagioclase glass
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題 目 著 者 発表 した学会等の名称 発表年月
A　 consortium　 study　 of　 Antarctic　 mi一T.　 Noguchi, Antarctic　 Meteorite 2000













The　 opaque　 mineral　 assemblage　 of　matrix　 inJ.　Chik mi　 and 第24回 南極明石 シンポジウム1999.6
L　chondrites M.　 Miyamoto
Trace　 element　 constraints　 on　 the　 origins　 ofC. Floss, 第24回 南極阻石 シンポジウム1999.6
highly　 metamorphosed　 Antarctic　 eucritesG. Crozaz,
A.　Yamaguchi　 and
K.　Keil
Chemical　 composition　 of　 glassy　 spherulesT.　Fukuoka, 第24回 南極明石 シンポジウム 1999.6
colllected　 at　the　 Dome　 Fuji　 Station　 by　 theY.　Tazawa,













Shock　 deformation　 of　 silica　 spherules　 inN.　 Hirata, 第24回 南極 阻石シンポジウム1999.6
Cu-powder　 pressure　 media:　 Implication　 forA.　 Yamaguchi　 and
the　 chondrule　 flattening T.　Sekine




題 目 著 者 発表した学会等の名称 発表年月
X-ray　 microprobe　 analyses　 of　Antarctic　 mi一N.　 Imae, 第24回 南極明石 シンポジウム1999.6
crometeorites　 from　 the　 Dome　 Fuji　 StationT.　Noguchi,
T.　Nakamura　 and
W.　 Nozaki
Meteorite　 search　 of　JARE　 in　1998-99　 seasonH.　Kojima, 第24回 南極阻石 シンポジウム1999.6
H.　Kaiden　 and
T.　Yada
Behavior　 of　minor　 elements　 in　olivine　 andM.　 Komatsu　 and第24薗 南極阻石シンポジウム1999.6
orthopyroxene　 during　 metamorphism　 in　LLM.Miyamoto
chondrites
Trace　 element　 studies　 of　 leachates　 and　 resi一G.　Kon orosi, 第24回 南極阻石シンポジウム1999.6





Olivine　 megacrysts　 in　the　 basaltic　 MartianT.　Mikouchi, 第24回 南極限石 シンポジウム 1999.6
meteorites　 Dar　 al　Gani　 476　 and　 EETA79001:M.　 Miyamoto　 and
Cooling　 rates　 deduced　 from　 Fe-Mg　 zoning　 ofG.A.　 McKay
olivine













U El A. A* LI:24-4--Xopit  A*V-fl
Antarctic micrometeorites recovered fromT.  Noguchi, 024 D MI,NIski72:/iii77,,./_, 1999.6
the Dome Fuji Station: A combined study ofN. Imae,












Isotopic studies on Antarctic micrometeor-K. Terada, 024LIVNITIE:/di77,,i, 1999.6
ites collected at the Dome Fuji Station in 1996Y. Sato,








The collection of micrometeorites in YamatoT. Yada and 024LIVNIPii:/:/di-F;e7.z., 1999.6
meteorite ice field of Antarctica in 1998H. Kojima
Heavily shocked Antarctic H-chondrites:M. Kimura,  024LIVNITI  :/  7g .77 i-, .1,1999.6
Petrology and shock history A. El Goresy,
A. Suzuki and
E. Ohtani
Shock experiments of synthetic eucrite withA. Yamaguchi,  31ST LUNAR AND PLAN- 2000.3
various initial temperatures T. Sekine and ETARY SCIENCE CON-
H.  Mori FERENCE
Isotopic and trace element compositions ofY. Lin,  31ST LUNAR AND PLAN- 2000.3
two unusual type B inclusions from the Ning-C. Floss, ETARY SCIENCE CON-
qiang carbonaceous chondrite F.J. Stadermann, FERENCE
E. Zinner and
M. Kimura
Petrography and oxygen isotope chemistry ofS. It h,  31sT LUNAR AND PLAN- 2000.3
calcium-aluminum rich inclusions in CO chon-H. Kojima and ETARY SCIENCE CON-
drites H. Yurimoto FERENCE
80
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Incorporation of radiogenic lead componentsK. Misawa,  31ST LUNAR AND  PLAN- 2000.3
into plagioclase dzring shock metamorphismF. Yamazaki, ETARY SCIENCE  CON-
T. Sekine and FERENCE
N. Nakamura
The  Kobe meteorite: Preliminary results ofN. Nakamura,  31ST LUNAR AND  PLAN- 2000.3
bulk chemical composition, petrography,M. Ebihara, ETARY SCIENCE CON-
cosmic-ray induced radioactivities, oxygenY. Hirota, FERENCE









4100 of Yamato98 meteorite collected byH. Kojima,  31' LUNAR AND PLAN- 2000.3
JARE 39th in 1998-99 season H. Kaiden and T. YadaETARY SCIENCE CON-
FERENCE
Opaque minerals in an LL3.0 chondrite,M. Kimura 31ST LUNAR AND PLAN- 2000.3
Y74660: Potential indicators of petrologic ETARY SCIENCE CON-
subtypes FERENCE
The collection of micrometeorites from bareT. Yada and H. Kojima 31ST LUNAR AND PLAN- 2000.3
ice of the Yamato Mts. in Antarctica in ETARY SCIENCE CON-
austral summer of 1998 FERENCE
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4)生 物学研究グループ
(1)一 般 研 究
リーセルラルセン山周辺(ア ムンゼ ン湾)の 植生 教授 神田啓史,助 手 伊村 智
アム ンゼ ン湾 リーセル ラルセ ン山周辺は主にオース トラリア とソ連の研究者 によって調査 ・研究 されていたが,日
本南極観測隊は1982年,第23次 隊によって地質調査,生 物調査を行い,そ の一部が公表 されている。その生物調査 に
おいて,リ チャー ドソン湖周辺の沢沿いに豊かなコケ植物の群落があることが指摘されていた。 しか しなが ら,分 類
学的,及 び植生学的な研究はほとんどな く,昭 和基地やオー ストラリア基地周辺 との比較の上で調査研究が待たれて
いた。1996年,最 初の生物調査から14年 を経過 した第37次 、、。山地を訪れる機会を得,植 生の調査 を行ったので報告
する。
リチャー ドソン湖周辺は湖南部か らリーセルラルセン山麓にかけてモレーンの堆積物で被われ,そ のモレーン上に
蘇類,地 衣類,藻 類の豊かな植生が見 られた。今回の調査は狭い範囲に限 られたので,地 形的には沢沿いとモレーン
上の植生の調査 になった。海浜の影響があまり認められなかったこと,鳥 の影響が比較的少なかったこと,モ レーン
堆積物など氷河地形の影響が大 きかったことなどが特徴であった。結果的にエンダービーランドに位置するリチャー
ドソン湖の植生 は昭和基地周辺を中心 とした東 ドロニ ングモー ドランドの植生 と大きな違いは認め られなかった。た
だ し,湖 南部のtula　moraine上 に新 しい基群集,　Pottia　austYegeovgica　Sociationが 認め られた。
南極のコケの正体 と起源一分子情報か らみたアプ ローチ 助手 伊村 智,教 授 神田啓史
昭和基地周辺の湖沼か らは,少 な くとも2種 類の水生蘇類が知られている。これらの湖沼底生鮮類の分類学的帰属
については多 くの研究例があ り,Bryum(ハ リガネゴケ属)とLeptobryμm(ナ シゴケ属)に 属する2種 であるとされ
てきた。　Bryzamに ついては,湖 沼周辺の陸上にもっとも優 占するB.　Pseudotriquetrumが 水中化 したものと考えられ
ているが,一 方のLoptob?yumは 南極地域の陸上植生か らは見つかっていないため,そ の種名および起源が推定で きて
いない。本研究は,DNA解 析に基づ く分子系統学的手法 を用いて,こ れらの特殊な環境下の蘇類の分類学的帰属およ
び分布の起源 を明 らかにすることを目的 とした。水生のBryzam属 蘇類については,葉 緑体遺伝子であるrps4の 塩基
配列を決定 し,分 類学的帰属の解明を試みた。その結果,昭 和基地周辺の陸生のBryum属 蘇類 には2型 があ り,水 生
の ものはこのうちの一方が生育環境 を水中に移 したものであることが示唆 された。また,南 極産のこれ らBryum属 蘇
類は汎世界的に分布するB.　pα11escensと全 く同 じ塩基配列 を示 し,こ れ まで比定されてきたB.　Pseudotriquetrumと
は全 く異なっていることが明らかになった。
水生のLeptobwyum属 蘇類 については,核 遺伝子であるITSの 塩基配列から,分 類学的帰属および分布の起源の解
明を試みた。その結果,本 種 は世界的に幅広い環境 に分布するL.　Pyriformeで ある可能性が高いことが示唆された。
また,昭 和基地周辺の湖沼 には少な くとも2型 の遺伝子型の異なる集団が分布 してお り,こ れらは起源の異なる2つ
の南極外のL.　Pyγifoγme集団から由来するものであることが想像 された。
氷河後退域における土壌小型節足動物群集の研究 教授 大 山佳邦
ス ピッツベルゲン島ニーオルス ンの氷河後退域のモレーンには先駆植生 としてムラサキユキノシタ群落が出現す
る。この群落にコナダニ ・ササラダニ ・トビムシが侵入して先駆的土壌動物群集が成立 している。遷移の程度が異な
るムラサキユキノシタ群落にどのような動物群集が成立 しているかを明 らかにすることによって,氷 河後退域への両
者の侵入 ・定着過程 を検討 した。東ブ レッガー氷河末端に形成 されたラテラル ・モレーンの起伏の尾根部から底部ま
での斜面上 に設置 した4調 査地点で植生 ・土壌要因および土壌動物を調査 した。このうち土壌動物 は各地点のムラサ
キユキノシタのパ ッチか ら採取 した5個 の土壌 コア(表 面積20cm2・ 深 さ5cm)か らツルグレン装置によって抽出 し
た標本 を用いた。出現 したラン藻 ・コケ ・維管束植物の被度はいずれ も尾根部か ら斜面上部の値が底部 より大 きく,
明らかに上方ほど遷移が進んでいる。 これに対応 して表層土壌の窒素含有量にも同 じ傾向が見 られた。一方土壌動物
をみると,ケ ダニ ・ササラダニ ・トビムシ ・ハエ目幼虫の全ての出現動物群の棲息密度は尾根部か ら底部へ大 きく低
下 し,ま た動物群構成 も単純 となる。ササラダニは4種 が出現 し,こ のうち優占した2種 について もこの傾向がみら
れた。種類構成 と幼若虫率について も地点間で大 きな違いが見 られた。このように同 じムラサキユキノシタ群落であっ
て も,遷 移の程度や土壌環境の変化 によって先駆的動物群集は群集構造の変化が生 じている。
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鉛直移動時の浮力の変化がサケの遊泳行動にあたえる影響 教授 内藤靖彦,　COE研 究員 田中秀二
装着型のマイクロデータロガーを用いて,沿 岸域を産卵回帰中のサケ成魚の遊泳速度 ・遊泳深度 ・テイルビー ト・
遊泳時の体軸角度を,直 接記録することには じめて成功 した。サケの水平方向の移動速度は1.5か ら3.Okm/hで あっ
た。 この値 を用いて推定 したところ,地 図上の最短距離に比べてサケは数倍余分に移動 していたことが明らかになっ
た。 また,サ ケの鉛直移動速度 は下降時に上昇時 より速 く,テ イルビー トの頻度は平均2.OHzで あるものの,上 昇時
によりさかんとなることが明 らかになった。サケは下降時に比べて浮上時によりエネルギーを消費 していたと考えら
れる。 したがって,サ ケは鉛直移動中につねに中性浮力を維持できるのではないらしいことが考えられる。
アデ リーペンギンの集団採餌行動 助手 加藤明子,助 手 佐藤克文
定着氷域で繁殖するアデ リーペ ンギンは小 さな開水面から氷の下へ潜水を行って,オ キア ミなど集合性の強い餌を
捕食す る。集団で採餌 をおこなっている12～47羽 の群の中の2～3個 体 について,動 物装着型データロガーにより潜
水行動のデータを得 ることができた。その結果,1)潜 水開始 ・終了のタイミングが個体間でよく同調 していること,
2)ペ ンギンの潜水深度は40mを 超えず,同 時に潜 った個体の潜水プ ロファイル にも大 きな個体差があること,3)深
く潜る個体 は続 く潜水で も常に深 い深度まで潜 る傾向があることが明らかになった。
JAREに よる南極海イン ド洋区の動物プランク トンモニタリングに関する研究
教授 福地光男,助 教授 小達恒夫,　COE研 究員 五十嵐厚夫
JAREに よって行われた1972年 か ら1996年(JARE-14～37)の 間のノルパ ックネッ ト動物プランク トン試料の一次
解析か ら,そ の生物量には海氷の広が りや南極周極波(Antarctic　 Circumpolar　 Wave)と いった物理的過程 と関連 し
た4年 か ら6年 周期の変動があることが見い出された。またこの周期性は,南 極海のなかでも特 に北部の外洋域の群
集で顕著に認められた。しか し,そ の変動パ ター ンは,調 査海域が東経30度 から160度 にわたる広い範囲に及んでいる
ことによる地理的な要因や採集時期 による違いに基づ く可能性 も否定できなかった。そこでできるか ぎり地理的な変
動の影響を小 さくするために,観 測点が集中 し,し かも一つの動物群集によって代表 される海域であるリュツォ ・ホ
ルム湾北方海域 を選定 し,そ こでの年変動の周期的なパ ターンの存否を検討 した。 さらに,得 られた試料の間の時期
的影響 を少な くするために2月 に採集された試料のみを用いて解析 を行った。その結果,動 物プランク トン現存量に
は数年周期の変動があるだけでな く,表 面水温 との間に正の相関があることが見い出された。また,リ ュツォ ・ホル
ム湾北方海域から東に約3,300km離 れたオース トラリアのケーシー基地北方の海域で も同様 な傾向が見 られてお り,
動物プランク トンの現存量の変動傾向は狭い海域 に限 られた地域的な ものではな く,東 南極域に共通 した現象と考え
られた。
ノー スウ ォ一 夕ーポ リニア域 における植 物 プラ ンク トン現存 量の表 面分布 に関 す る研究
助教授 小達恒夫,助 手 平 課 享,助 手 工 藤 栄,教 授 福 地光男
1997年 よ り3年 計 画 で,国 際NOW研 究計 画 が実施 され た。 この研 究 は,パ フ ィン湾北 部 に形 成 され るポ リニ ア
(ノ ースウ ォー ター,NOW)域 におけ る生 態系 を通 じた物質循環 機構 の解 明 とその特 性が気候 変動 に与 える意義 を解
明す るこ とを目的 として いる。こ こで は,国 際NOW研 究計 画の 中で我 々が担 当 した,水 温,塩 分,ク ロロフ ィル 蛍
光の表面連 続観測結果 を,1999年 の航海 を もとに研 究 を進 めた。
船底 か ら海水 を取 り込み,　CTD+fluorometer　 (AquaPack,　 Chelsea　 Instruments　 Ltd)　 に よ り,水 温 ・塩分,ク
ロロフ ィル 蛍光 を1分 間隔 で記録 した。1999年 の航 海で は,123点 において,同 海水 をクロロフ ィルa濃 度測定の ため
に採 取 し,　N,　N-dimethylformamide抽 出(一 部 は,　90%acetoneで も抽 出)に よる蛍光法 で定量 した。
Transect　 2-6に 沿 った,水 温 ・塩 分,ク ロロフ ィル蛍光の東 西分布 を見 る とTransect　 5で 明 らか な ように,東 西 方
向で水温 ・塩 分が急変 す る海域 が あった。 この特 高水 温 ・塩 分の東側 で高い クロロフ ィル蛍光 が観 測 された。 その濃
度は,　90%acetoneで 抽 出 した クロロフ ィルa濃 度 か ら約3μg1-1と 推定 された。 こ う した高水温 ・高塩分 水塊 で見 ら
れ る高 いクロ ロフ ィル蛍 光 は,ノ ースウ ォー ター海域東側 で形成 され る潜 熱 ポ リニアの特徴 を示す もの と考 え られ る。
光 学的プ ランク トンカウ ンター　(Optical　Plankton　 Counter:　 OPC)　 を用 いた南大洋 イ ン ド洋 区表層 における懸濁粒
子 の分布 に関 する研究 助教授 渡邉研太郎,助 教授 小達恒夫,助 手 平課 亨,教 授 福地 光男
南極 観測船 しらせ に搭 載 され たOptical　 Plankton　 Counter　 (OPC)　 は,海 面下約8メ ー トル にお ける球換 算体積 で
の直径200(μm)以 上 の粒子 数 を,一 分 毎 に連続 的 に記録 す る事が 出来 る。　OPCに 記録 され た粒 子数変動 は,動 物プ
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ランク トン数変動を表すと考えられる為,空 白な部分の多い南大洋での動物プ ランク トンの水平分布の解明に,そ の
データが有効 となる。
第39次 日本南極観測の復路に当たる南大洋イン ド洋区において,南 極観測船 しらせに装備 されたOPCに よ り記録
した一分毎の粒子数変動のうち,1998年2月28日 か ら3月13日 に及ぶ,ほ ぼ南緯63度 に沿 う東経50度 から150度 の海域
を経度5度 毎に区切 り解析 を行った。全20地 点である。
OPCに 記録 された粒子数は,地 域的に集中 して出現 していた。粒子数が最 も多かったのは東経80度 から85度 におけ
る海域であ り,平 均で5.0(粒 子/1)で あった。また,そ れに次 ぐのは東経85度 か ら90度 における海域の平均3.1(粒 子/1)
であり,東 経80度 一一90度の範囲において粒子数は高い値 を示 していた。 さらに,東 経110度 か ら115度,115度 から120
度における海域の粒子数 も,平 均でそれぞれ2.95,2.34(粒 子/1)と,そ れらの次の順位を連続 して占めてお り,東 経
110度 ～120度 の範囲において も粒子数は高い値を示 していた。一方,粒 子数の最 も少ない地点は,東 経70度 か ら75度
における海域で,平 均粒子数は0.34(粒 子/1),ま た,そ れに続 くのは東経75度 から80度 における海域の平均0.48粒 子
数で,調 査海域の中で東経70度 か ら80度 における海域は,粒 子数が最 も少ないもの となっていた。 また,一 分毎の粒
子数についての出現頻度 を求め,そ の頻度分布において高粒子数側から総額度数の10%を 占めた頻度における粒子数
を基準 とし,そ れ以上の粒子数を高粒子数 と考 え,各 海域内における高粒子数分布の特徴 を調べた。各海域内におけ
る平均高粒子数と平均総粒子数 との間には有為な正の相関が見 られた(r=0.77;t=5.1;p〈0.01)。 しか し,高 粒子
数の出現回数/距 離 と平均総粒子数 との間には有為な相関がみ られなかった(r=0.26;t=1.1;p>0.05)。 以上の結
果より,平 均高粒子数は,平 均総粒子数の増加 と共に増加する事が示された。
海色セ ンサーOCTSお よびSeaWiFSに よって推定 され た南大 洋 における ク ロロフ ィルa濃 度 の検証 に関す る研究
助手 平 課 亨,教 授 福地 光男
南大洋 にお いて,海 色セ ンサーCOTS/ADEOSおよびSeaWiFS/Orbiew-2から得 られた海面 ク ロロフ ィルa濃 度
を現場 での測定値 に よ り検証 を行 った。現 場の クロ ロフ ィルa濃 度 はJARE38お よびJARE39に お いて蛍 光法 に よ り
測定 され た。海 色デー タについて は,　Leve13Weeklybinned　 (1週 間分 のデ ータ を平均,9km×9km)データ を
用 い,そ の平均 されて い る期 間 内の現場 デー タ と比較(マ ッチア ップ)し た。海色 デー タは雲,氷 な どの影響 があ る
ため,マ ッチア ップ に利用 で きたデ ータは,OCTSに つ いて は48点,SeaWiFSに ついて は50点 で あった。海色セ ンサー
に よるクロロフ ィル α濃度 は現場 におけ る測定値 に比べ,OCTSで 約45%,SeaWiFSで 約40%ま で,過 小評価 され た。




移を,現 地観測 と実験 により研究。アイスアルジー群集 は海氷下 に到達す る日射が きわめて強い時期に増殖開始 して
お り,強 い光を低温環境下で安全に光合成利用すべ く,過 剰な光は熱 として散逸させ ることができていた。過剰な光
を熱散逸するというような特性 を保持 したまま環境中の光が全 くな くなる極夜を迎えたが,極 夜が終わ り春 になる頃
までにはその光合成活性 も失われていた。
コケ類 に関 しては湖沼から採取 した試料 と露岩域から採取 した試料 を用 いて,光合成特性の比較検討を行ってみた。
水中分布 していたものの光合成は陸上に分布 しているものに比べやや弱光適応型の光一光合成反応を示すこと,数 段
階の温度前処理後の光合成量子収率は5-10℃ ほどが最適値であることを実験にて確認 した。
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(2)共 同 研 究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
内 藤 靖 彦 国立極地研究所 ・教授 極域生態系の環境応答に関する基礎研究
イ.一 般共同研究
研究代表者 所 属 ・職 研 究 課 題
綿 貫 豊 北海道大学農学部 ・助教授 高次捕食者の潜水行動 とエネルギー代謝
大 谷 修 司 島根大学生物資源科学部 ・教授 南極産土壌藻類の種組成とその土壌特性
今 福 道 夫 京都大学大学院理学研究科 ・助教授 加速度データロガーによるペ ンギンの行動の解析
渡 邉 修 一・ 北海道大学大学院地球環境科学研究科 ・助教授
南極海季節海氷域におけるプ ランク トン相 と溶存化
学成分の変動に関する研究
菓子野 康 浩 姫路工業大学理学部 ・助手 極域藻類の光化学反応システムの解析
増 沢 武 弘 静岡大学理学部 ・教授 北極域におけるパイオニア種子植物の生態学的研究
奥 山 英登志 北海道大学大学院地球環境科学研究科 ・助教授 南極産植物の環境応答遺伝子
中 野 武 登 広島工業大学環境学部 ・教授 南極産地衣類のphotobiontに 関する分類学的・生態
学的研究
長 島 秀 行 東京理科大学理学部 ・教授 南極に生育する陸上微生物の生理特性 とその応用
米 山 重 人 市立稚内病院 ・医長 南極 ドームふじ観測拠点におけるヒト生体 リズムの
研究
谷 村 篤 三重大学生物資源学部 ・助教授 極域海洋における低次生産構造 と長期モニタリング
のための基礎研究
佐々木 洋 石巻専修大学理工学部 ・教授 北極圏ポ リニア海域 における生物起源粒子の沈澱過
程
奥 谷 喬 司 日本大学生物資源科学部 ・教授 南極海における魚類 ・底生生物の分類 ・分布及び生
活史に関する研究
田 口 哲 創価大学工学部 ・教授
海氷域における低次生産の動態に関する生態学的研
究
上 田 宏 北海道大学水産学部附属洞爺湖臨湖実験所 ・助教授 サケ科魚類の環境選択と母川回帰行動の研究
齋 藤 誠 一 北海道大学水産学部 ・助教授 衛星海色データによる極域海域の基礎生産過程の研
究
鬼 頭 研 二 札幌医科大学医学部 ・助手 南極産陸生線虫類相とその生物地理学的研究
井 上 源 喜 大要女子大学社会情報学部 ・教授 極域の生物環境に関する地球化学的研究
一85一
研究代表者 所 属 ・職 研 究 課 題
長 沼 毅 広島大学生物生産学部 ・助教授
南極バイオームにおける化学合成独立栄養細菌の生
態 ・分類 に関す る研究
(3)科 学研究費補助金による研究
ア.特定領域研究(B)
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
福 地 光 男 ・教 授 北極域海洋動態と生態系変動の研究 11～16 渡 邉 研太郎
小 達 恒 夫
伊 藤 一
牛 尾 収 輝
青 木 茂
平 課 享
神 田 啓 史 ・教 授 北極域ツン ドラ環境変動の研究 11～16 内 藤 靖 彦
3大 山 佳 邦
森 脇 喜 一一
伊 村 智
三 浦 英 樹




研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
福 地 光 男 ・教 授 南極海における海洋環境の中長期的変動に関す 11～13 内 藤 靖 彦
る研究 渡 邉 研太郎
小 達 恒 夫







研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
内 藤 靖 彦 ・教 授 北極 におけるポリニア域の生態系変動 9～11 福 地 光 男
神 田 啓 史
小 達 恒 夫
工 藤 栄





研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
内 藤 靖 彦 ・教 授 さけ科魚類の回遊行動 と水温環境変動への行動
的,生 理的対応
11～12 渡 邉 研太郎
小 達 恒 夫
加 藤 明 子
86
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
福 地 光 男 ・教 授 高度生物情報収集システムを用いた極域中 ・深
層生態学の研究
11～13 内 藤 靖 彦
加 藤 明 子
佐 藤 克 文
神 田 啓 史 ・教 授 ツンドラ生態系の多様性と地球環境変化の相互
作用
11～13 伊 村 智
小 達 恒 夫 ・助教授 植物プ ランク トン組成 と溶存ガス成分の生成過
程に関する研究
11～13 平 課 享
オ.基 盤研究(C)
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者




研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
福 地 光 男 ・教 授 南極海植物プランク トンデータベース 11
(4)研 究 成 果 の発 表
アー1.学 会誌等に発表した論文
題 目 著 者 誌名 ・巻 号 ・頁 発表年月
Dive　 bouts　 and　 feeding　 sites　 of　Adelie　 pen一Watanuki,　 Y., Colonial　 Waterbirds,　 22,1999
guins　 rearing　 chicks　 in　 an　 area　 with　 fastMiyamoto, Y.　 and120-129
■
sea-1ce. Kato,　 A.
Benthic　 moss　 pillars　 in　 Antarctic　 lakes.Imura,　 S., Polar　 Biology,　 22,　137-140999
Bando,　 T.,
Saito,S.,
Seto,　 K.　 and　 Kanda,　 H.
Failure　 to　 recover　 Bacillus　 thuringiensisWasano,　 N., Letters　 in　Applied 1999
from　 LUtzow-Holm　Bay　 region　 of　Antarctica.Imura,　 S.　and　 Ohba,　 M.Microbiology,　28,　 49-51
Ecological　 significance　 of　 different　 growthKume,　 A., Arctic,　 Antarctic,　 and1999
forms　 of　 purple　 Saxifrage,　 Sαxψ αgαNakatsubo,T., Alpine　 Research,　 31,　 27-33
吻os砺)1Zα 　 L.,　 in　 the　 High　 Arctic,　 Ny一Bekku,　 Y.　and
Alesund,　 Svalbard. Masuzawa,　 T.
一87一
題 目 著 者 詩 名 ・巻号 ・頁 発表年月
Diversity　 and　 abundance　 of　soil　algae　 in　theElster,　 J., PolarRecord,35,231-2541999




Comparison　 of　factor　 controlling　 phytoplan一Harrion,　 P.J., Progress　 in　Oceanography,1999





高緯度海域におけるノルパ ックネッ ト標準採集 小達恒夫,坂 岡桂一郎, 日本 プ ラ ンク トン学会報,46,1999
の特性一その2.荒 天下に起 こる過剰曳網 とプラ梶原善之,今 井圭理, 134-142
ンク トン現存量評価 小林直人,目 黒敏美,
福地光男
Precise　 monitoring　 of　porpoising　 behavior　 ofYoda,　 K., The　 Journal　 of　Experimen一1999
Adelie　 penguins　 determined　 using　 accelera一Sato,K., talBiology,202,3121-3126





Intersexual　 differences　 in　the　 diving　 behav一Kato,A., Comptes　 Rendus　 de　 I'1999
iour　 of　 foraging　 subantarctic　 cormorantWatanuki,　 Y., Academie　 des　 Sciences
(Phα1αcγocoγaoc　 αtbiventeγ)　 and　 Japanese　 cor一Shaughnessy,　P.　 D., Paris,322,557-562
morant　 (P.　∫ilamentosms). Le　 Maho,　 Y.　 and
Naito,Y.
Photosynthetic　 characteristics　 of　phytoplan一Hirawake,　 T., Polar　 Bioscience,　 13,　28-422000
kton　 off　Adelie　 Land,　 Antarutica,　 during　 theSatoh,　 H.,
aUStral　 SUmmer. Ishimaru,　 T.　 and
Yamaguchi,　 Y.
Acclimation　 of　photosynthetic　 properties　 inIkeya,　 T., Polar　 Bioscience,　 13,　 43-542000
psychrophilic　 diatom　 isolated　 under　 differentKashino,　 Y.,




Preliminary　 report　 of　 swimming　 behaviorNaito,　 Y., Polar　 Bioscience,　 13,　 87-952000
and　 the　 response　 to　temperature　 of　lacustrineTanaka,　 H.　 and
masu　 salmon,　 0ηco吻 ηc励s栩 αso〃　Brevoort,Ueda,　 H.
monitered　 by　 data　 logger.
一88一
題 目 著 者 誌 名 ・巻号 ・頁 発表年月
Analysis　 of　 diving　 behavior　 of　 Adelie　 pen一Arai,N., Polar　 Bioscience,　 13,　 95-1002000
guins　 using　 acceleration　 data　 lo99er.Kuroki,　 M.,
Sakamoto,　 W.　 and
Naito,Y.
Preliminary　 investigations　 of　 prey　 pursuitRopert-Coudert,　Y., Polar　 Bioscience,　 13,　 101一2000




Le　 Maho,　 Y.　 and
Naito,Y.
Notes　 on　 floral　 traits　 and　 gender　 expressionWada,N.andKanda,H.Polar　 Bioscience,　 13,　 147一2000
ofDηs　 oc励 磁 彪under　 a　simulated　 environ一 151
mntal　 change.
Distribution　 and　 size　 of　Adelie　 penguin　 col一Takahashi,　 A., Antarctic　 Record,　 44,　 38-412000
onies　 in　 Amundsen　 Bay,　 Enderby　 Land,Sato,　 K.,
Antarctica. Nishikawa,　 J.,
Kouno,　 M.　 and　 Naito,　 Y.
Seasonal　 variability　 of　bottom　 water　 prop一Fukam chi, Y., Journal　 of　 Geophysica12000











題 目 著 者 詩名 ・巻 号 ・頁 発表年月
日伊国際共同観測報告一イタリア基地における 伊村 智 南極 資料,43,571-596 1999
陸上生物観測と設営
南大洋インド洋セクターにおける植物プランク 小達恒夫,石 井雅男 月 干1」海 洋,31,783-790 1999
トンの分布 と一次生産過程
南極海と地球環境 福地光男 月 干1」海 洋,31,757-765 1999
深層のフラックスから南極海表層の新生産が推 鈴木英勝,佐 々木洋, 月 刊 海 洋,31,791-794 1999
定で きるか? 福地光男
一89一
題 目 著 者 誌名 ・巻 号 ・頁 発表年月
アデ リーペ ンギンの採餌および繁殖生態への海 加藤明子,内 藤靖彦, 月刊 海洋,31,809-813 1999
氷変動の影響 綿貫 豊
南極海をめぐる国際研究計画の動向 Harvey　 Marchant,月 刊 海 洋,31,814-821 1999
福地光男
Report　 on　phytoplankton　 pigments　 measuredMidorikawa,　T., JARE　 DATA　 REPORTS,2000
during　 the　 JARE-36～39　 cruises　 to　 SyowaNomura, K., 249.1-36







題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月 場 所
A　 review　 on　the　Japanese　 radiocarbonIgarashi,　 AA　 SCAR-ANTIME/ 1999.5 Woods
research　 in　 LUtzow-Holm　 Bay　 andPAGES/NSF-NOSAMS Hole,USA
future　 strategies. Workshop　 "Applications　 of
Radiocarbon　 in　 Antarctic
Research"
Behavioral　 thermoregulation　nd　 ori一Tanaka,　 H.,Third　 conference　 on　 fish1999.6 Norwich,　 UK
entation　 for　adult　 chum　 salmon　 duringTakagi,　 Y.,telemetry　 in　 Europe.
homing　 migration　 in　coastal　 waters.Naito,Y.
Map　 of　 raised　 beaches　 and　 radioMiura,　 H., 8th　 International　 Sympo一1999.7 Wellington,
carbon　 ages　 of　 marine　 fossils　 in　 theMaemoku,　 H.,sium　 on　 Antarctic　 Earth NewZealand
Soya　 Coast　 region,　 East　 Antarctica.Igarashi,A.andScie ces
Moriwaki,　 K.
Coastal　 paleoenvironments　during Igarashi,A.8th　 International　 Sympo一1999.7 Wellington,
bimodal　 AMS　 carbon-14　 age　 periods　 ins um　 on　 Antarctic　 Earth NewZealand
LUtzow-Holm　 Bay,　 East　 Antarctica:Sciences
estimation　 based　 on　 fossil　 foraminifera.
Precise　 monitoring　 of　 porpoisingYoda,　 K., XXVI　 International　 Eth.1999.8 Bangalore,
behaviour　 of　 Adelie　 Penguins　 deter一Sato,K.,ological　 Conference. India





題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月 場 所
Descent　 and　 ascent　 rates　 of　adult　 chumTanaka,H.,XXVI　 International　 Eth一1999.8 Bangalore,
salmon　 affected　 by　 change　 of　 buoy一Takagi,　 Y.,ological　 Conference India
ancy Naito,　 Y.
リュツォ ・ホルム湾白旗海底谷から得た 五十嵐厚夫 第19回 南極地学 シンポジウム1999.10東京
完新統堆積物コア中の石灰質有孔虫群集
とその意義




後期新生代の東南極氷床と沿岸環境変動 五十嵐厚夫, 日本地質学会第106年 年会 1999.10名古屋
一昭和基地周辺での現状 と展望 三浦英樹














開標魚は遊泳深度の水圧にあわせて遊泳 田 中秀二, 日本動物行動学会第18回 大会1999.11名古屋
行動をどのように調節 しているのか? 都木靖彰,
内藤靖彦
Underwater　 feeding　 hehavior　 or　AdelieRopert一 日本動物行動学会第18回 大会 1999.11名古屋








題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月 場 所








南極海における今後の海洋生物研究計画 福地光男, 第22回 極域生物シンポジウム 1999.12東京
について 小達恒夫




南極海オース トラリア南方域における動 千葉早苗, 第22回 極域生物シンポジウム1999.12東京
物プランク トン群衆構造の時空間変動 石丸 隆,
福地光男
JAREに よる南極海イン ド洋区の動物プ谷村 篤, 第22回 極域生物 シンポジウム1999.12東京
ランク トンモニ タ リングー現状 と将来計 小達恒夫,
画一 梅 田晴子,
福地光男,
G.ホ ー ジ ー






昭和基地で採集 されたクサウオ科の1稀 岩見哲夫, 第22回 極域生物シンポジウム1999.12東京
種E4θ 励01φ αγ喬Z6γ 勉 θηo〃αe(Regan)に福地光男
ついて






題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月 場 所




白瀬海底谷の堆積物コアから産 した底生 五十嵐厚夫 第22回 極域生物 シンポジウム1999.12東京
有孔 虫群 集 とリュツ ォ ・ホルム湾 内へ の
周極深層水流入との関連性
空気呼吸する潜水動物の潜水深度と最適 南川真吾 第22回 極域生物シンポジウム1999.12東京
遊泳速度





サケの鉛直移動速度 と浮力の関係につい 田中秀二, 第22回 極域生物 シンポジウム1999.12東京
て 都木靖彰,
内藤靖彦





















題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月 場 所







Underwater　 feeding　 behavior　 of　AdelieRopret一 第22回 極域生物シンポジウム 1999.12東京








アデ リーペ ンギンの集団採餌行動:潜 水 高橋晃周, 第22回 極域生物シンポジウム1999.12東京
パ ター ンの集団内個体差 佐藤克文,
西川 淳,
内藤靖彦
なぜ1998/1999年 の リュッ ォ・ホルム湾袋西川 淳, 第22回 極域生物シンポジウム 1999.12東京




OTCに よる温暖化が北極土壌微生物バ別宮有紀子, 第22回 極域生物シンポジウム1999.12東京
イオマスに及ぼす影響 神田啓史
北極圏におけるコケ病原菌が植生に与え 星野 保, 第22回 極域生物シンポジウム1999.12東京
る影響 東條元昭,
神田啓史











題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月 場 所
リーセル ラル セ ン山周辺(ア ム ンゼ ン湾) 神田啓史, 第22回 極域生物シンポジウム1999.12東京
の植生 伊村 智




北極 ・二 一オル ス ンにお け るオープ ン ・ 和田直也, 第22回 極域生物シンポジウム1999.12東京
トップ ・チ ャンバ ー を用 いた環境操 作 が 神田啓史
チ ョ ウ ノ ヌ、ケ ソ ウ(Dryas　 octoPetα1α)の
種子(そ う果)生 産に及ぼす影響
南極のコケの正体 と起源一分子情報か ら 伊村 智, 第22回 極域生物 シンポジウム 1999.12東京
のアプ ローチ 神田啓史
本州中部の亜高山帯におけるエゾスギゴ 鮎川恵理, 第22回 極域生物 シンポジウム1999.12東京
ケの フェノ ロジー 伊村 智,
神田啓史




Quaternary　 paleoceanography　and EI-Masry,　 M.,1999年 度古海洋学シンポジウ2000.1 東京
global　 environmental　 events　 in　ChoshiSaito,　 S., ム
area,　 Central　 Japan:　 the　 physical　 proP一Okada,　 M.,





The　 International　 North　 WaterFortier,　 L,2000　 0cean　 Sciences　 Meet一2000.1 SanAntonio,
Polynya　 Study　 (NOW):　 progress　 reportM.　 Fortier, ing,　 American　 Society　 ofTexas
and　 early　 synthesis. D.R.　 Barber,Limnology　 and　 Oceanogra一
Y.　Gratton,












M El t AVf-J] ik fir
The International North WaterFortier, L., 15 th International Sympo-2000. 2 MO
Polynya Study (NOW): an early syn-M. Fortier, sium on Okhotsk Sea, Sea




Xanthophy 11 Cycle of PhytoplanktonHayashi, Y., 15th International Sympo-2000. 2 AVIJ
in the Polynya of northern Baffin Bay.Y. Kashino, sium on Okhotsk Sea, Sea
Y. Suzuki, Ice and Peoples
T. Odate and
S. Kudoh
Surface Distribution of PhytoplanktonOdate, T., 15th International Sympo-2000. 2  gall
in the North Water Polynya in lateT. Hirawake, sium on Okhotsk Sea, Sea
summer. S. Kudoh and Ice and Peoples
M. Fukuchi
Pico and nanophytoplancton distribu-Demers, S., 15th International Sympo-2000. 2  Earl
tion in the North Water (76-79N) asB. Nostajir, sium on Okhotsk Sea, Sea




Variability downward particle flux inFukuchi, M., 15th International Sympo-2000. 2 RA
the North Wather Polynia in  1997-M. Sampei, sium on Okhotsk Sea, Sea




Ocean color  Chlorophy 11 a algorithmSasaki, H., 15th International Sympo-2000. 2  IRA
for Sea WiFS in the Baffin Bay. S. Saitoh, sium on Okhotsk Sea, Sea
T. Hirawake, Ice and Peoples
P. Larouche
Parental foraging effort and offspringTakahashi, A.,Pacific Seabird Group. 2000. 2 Napa,
growth in Adelie penguins: IndividualY.Watanuki, Twenty-seventh anual meet- California
variation. A. Kato and ing
Y. Naito
Response of microbil biomass in arcticBekku, Y. and Second International Sym-2000. 2 IP:
soil to artificial warming by usingKanda, H. posium on Environmental




IJ AAV-fl 4 ph
Algal primary succession on newlyElster, J., Second International Sym-2000. 2
deglaciated Arctic moraine, Ny-Kubeckova,  K.,posium on Environmental
Alesund, Svalbard. Kastovsky. J. Research in Arctic and
and Kanda, H.Fifth Ny-Alesund Scientific
Seminar
Ecological role of fungal infections ofH shino, H., Second International Sym-2000. 2 Jr:
moss carpet in Svalbard. Tojo, M., posium on Environmental
Kanda, H. and Research in Arctic and
Tronsmo, A.M.Fifth Ny-Alesund Scientific
Seminar
Flora and vegetation of deglaciatedKanda, H., Second International Sym-2000. 2 Er.
area in Ny-Alesund, Slalbard Imura, S., posium on Environmental
Minami, Y. and Research in Arctic and
Kojima, S. Fifth Ny-Alesund Scientific
Seminar
Soil respiration in relation to primaryKoizumi, H., Second International Sym-2000. 2 *Jr.
succession in Ny-Alesund, Svalbard Bekku, Y., posium on Environmental
Kume, A., Research in Arctic and
Nakatsubo, T.,Fifth Ny-Alesund Scientific
Masuzawa, T. Seminar
and Kanda, H.
Ecosystem carbon cycle on a GlacierNakatsubo, T.,Second International Sym-2000. 2 Er:
Foreland in Ny-Alesund, Slalbard. Bekku, Y., posium on Environmental
Uchida, M., Research in Arctic and
Kanda, H. Fifth Ny-Alesund Scientific
and Ishidsu, J.Seminar
Primary production of mosses in Ny-Uchida, M., Second International Sym-2000. 2 Er:
Alesund, Slalbard. Bekku, Y., posium on Environmental
Nakatsubo, T.,Research in Arctic and
Ueno, T., Fifth Ny-Alesund Scientific
Kanda, H. andSeminar
Koizumi, H.
The International North WaterFortier, L., Second International Sym-2000. 2 Eq.
Polynya Study(NOW): an early synthe-M. Fortier, posium on Environmental
sis. M. Fukuchi, Research in Arctic and




題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月 場 所
Temporal　 change　 of　 phytoplanktonOdate,　 T., Second　 International　 Sym一2000.2 東京
distribution　 in　 the　 North　 WaterT.　 Hirawake, posium　 on　 Environmental
Polynya. S.　Kudoh　 andResearch　 in　 Arctic　 and
M.　 FukuchiFifth　 Ny-Alesund　 Scientific
Seminar
Physiological　 study　 on　 photosyntheticHayashi,　 Y.,Second　 International　 Sym一2000.2 東京
pigments　 of　 phytoplankton　 in　 theKashino,　 Y.,posium　 on　 Environmental
North　 Water　 Polynya. Suzuki,　 Y.,Research　 in　 Arctic　 and
Odate,T.andFifth　 Ny-Alesund　 Scientific
Kudoh,S.Seminar



















(1)一 般 研 究




ではほぼ満足のい くものが供されていると考 えられる。一方,越 冬中の健康診断のカルテを分析 してみると,一 過性
肝機能障害などは別 として,肝 脂肪が高頻度 に認められている。 これが帰国後まで持 ち越され,そ の後の生活習慣病
へのつなが りが懸念されないとも限らない。 これまでのメニューの検討は摂取量を正確 に加味 していなかったので,
定量的な議論がで きなかった。今後,一 定の基準に基づいた調査が必要 とされる。
また昭和基地では職種により,野 外生活を主体 とす る分野 と室内作業に終始する分野とがある。従って摂取量 と同
時にエネルギー消費の面での調査 も必要 となる。これ までに越冬中の運動量については,歩 数計 を用いた研究がなさ
れているが,基 地の屋内スペースの拡大に伴い,生 活条件 も変化 しているものと思われる。最近のカロリーメーター
は歩数を十段階の加速度の違 いに分けて運動量 を記録 した り,歩 数にな らない微小な運動 もカウン ト可能になってい
る。今後,医 療担当隊員 と調理担当隊員の連携により,摂 取量 と消費量の定量的な調査 を同 じ基準で複数年実施す る
必要があると考える。
極地における人間活動の安全 を工学的見地か ら高める技術手法の研究 教授 内藤靖彦,教 授 鮎川 勝
極地における行動の安全に関する事項のうち現在大 きな課題 となっているのが夏作業の安全の問題である。夏作業
における安全問題は過去にも観測隊を中心にいろいろ議論 されているが行動的視点で検討 した例は少ない。今回は前
年に引 き続 き人間工学的な側面から夏作業の問題 を検討 して,人 間が陥 りやすい危険についての回避 システムの構築
を目指 して研究を行った。夏作業の危険は重機による作業,高 所作業,不 慣れな作業に加えて,集 中的作業による労
働の過重などの問題 も加わ り,思 わぬ不注意が大 きな事故になる懸念がある。施設 ・設備の安全管理,運 用マニュア
ルなど運用上の安全管理 と並んで重要な問題が人間の陥 りやすい問題への対応である。この問題への対応 として現場
工事管理において最近国内で行われているKYK(危 険予知活動)の 導入 を検討 した。　KYKは 工事現場などで,あ る
危険を集団で検討 して意見を出し合い,事 前に予知 しようとする運動で,事 前に危険を予測すること,人 間の行動に
焦点をあて,行 動災害 を防 ぐこと,作 業参加者全員が集団 となって危険について検討 し,意 見 を提案することに主眼
を置いている。この方法は危険についての一人ひ とりの意識を高める効果や集団 としての連帯感 を生む効果などが期
待できる点が大 きな特徴である。 この方法を現在の41次 観測隊において試み,今 後その成果 を分析す る予定である。
昭和基地建物の室内居住環境に関する調査研究 教授 鮎川 勝,教 授 内藤靖彦
1997年 に建設された第一居住棟を対象に室温観測を第40次越冬隊に依頼 して行 った。2階 建て居住棟の1,2階 廊
下,床 暖房中の個室内部(1,2階)及 び外壁面温度を1時 間間隔で1年 間連続測定 して,建 物の暖房効率,日 射の
影響 を調査 した。比較のため暖房 しない 「通路棟」の室温 も同時記録 した。記憶装置付 き温度センサーは小型で各室
の使用に支障のない ものを用いた。 リチウム電池式で連続2年 間のデータ収録が可能なものを用いた。温度測定範囲
は一40℃ ～80℃ である。この他,越 冬隊員に居住者 としての居住性評価 をアンケー ト様式で尋ね る調査 も行 った。ア
ンケー トはなるべ く客観的答えを得るため,国 内の調査例 を参考にしてアンケー ト項 目を検討 して用紙を作成 した。
結果は現在取 りまとめ中である。得 られた結果を評価す るための基準についても検討 したが,国 内の室内環境評価基
準を参考 に室内環境の評価を行う予定である。温度環境のみならず,照 明環境,騒 音環境,振 動環境 についても将来
的には調査 を検討 している。本研究は,日 本大学理工学部半貫敏夫教授 との共同研究 として実施 している。
基地建物の基礎構造部材としてのアル ミナセメン トコンクリー ト梁の特性について
教授 鮎川 勝,教 授 内藤靖彦
本研究は日本大学理工学部平山善吉教授及び同内藤正昭講師が中心にな り実施 している研究であ り,極 地設営工学
研究グループ も係わっている。研究は1998年 に持ち帰った30年経過 した第10居 住棟の基礎構造(基 礎底盤 ・ピア)の
一部を用いて強度試験 をした。その結果,1)予 想以上に強度を保っていること,2)さ らに昭和基地の骨材 を用い
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ておこなったアル ミナセメントコンクリー トの凍結融解試験で耐久性 も優れていることなどから,昭 和基地の コンク
リー トの強度が水準以上であることが明らかになった。この結果を受けて従来からの提案である基地建物への鉄筋梁
の使用 について技術的検討 を進めることとした。研究は現在昭和基地で行われているコンフ リー ト工事仕様に基づ い
て打設 ・施工 された鉄筋 コンクリー ト梁 について強度試験 を行い,そ の強度 ・耐力に関 し,日 本建築学会の既往式 と
比較検討 した。それを基に,基 礎梁に鉄筋コンク リー トを使用す ることの是非 を検討 した。実験結果か らは試験体が
限られていたこと等の理由 もあり結論 を出すことは困難であるが,日 本建築学会の既往式 に比較 して,梁 の初亀裂荷
重にかなり高い値が示 され,基 地建物の下部構造部材 として有効であることが確認された。曲げに対 してはほぼ既往
式で設計す ることが可能であった。 しか し,勇 断に対 しては計算式 より低い値が示 されたので注意を要す る。
極地用風力発電システムの研究
助教授(客 員)二 井義則,教 授 内藤靖彦,教 授 鮎川 勝
日本の南極観測隊では,無 人観測の電力源として風力発電機 を開発 してきた。これらの内,最 も大 きいものは,あ
すか観測拠点に設置 した1kW機 であった。この実験機 は寒冷地用に様々な工夫がなされてお り,1年 以上の運転でも
トラブル はなかったので,こ の基本仕様を変えずに大型化 し,昭 和基地の電力源 とするためのシステム研究を行 った。
ブ レー ドの過回転 を防止す るために,ア クティブピッチコントロールを採用 し,昭 和基地の風況にあったアルゴ リズ
ムを開発 した。 また,低 風速か ら発電を始め,大 きな増速機の搭載を避けるため,永 久磁石式同期発電機 を新たに開
発 した。ヨー制御は風速別風向頻度分布の解析から北東に固定するシステム とした。さらに負荷を基地の電力網に系
統連系するために,風 力発電機の出力を安定化するAC-DCAC変 換システムの研究 も行った。これ らのシステムのプ
ロ トタイプ機は,2000年 に昭和基地に導入 し試験運転す る予定である。
暖房用ソーラーウォールの試験運用 と性能評価
教授 内藤靖彦,教 授 鮎川 勝
太陽熱エネルギーを極地での建物の暖房 として利用するために,ソ ーラーウォールを昭和基地の夏期隊員宿舎の壁
面 に設置 し,1999年2月 か ら翌年2月 まで室内の温度変化 を記録 した。ソーラーウォール本体は,黒 色鉄板に直径約
1.5mmの 無数の穴を開けて小さなファンで建物内部に空気を取 り込む簡単な装置である。この無数の穴 を空気が通
過する時,太 陽熱を吸収 し暖房に利用で きる。その効果 を評価するため,全 天 日射量,フ ァンの入口と出口の空気温
度などを計測 した。その結果,日 射強度が大 きい時期 には,フ ァン近傍の流入空気の温度は,こ の装置を取 り付けな
い時 と比べて20℃ 以上 も高 く,夏 期の室内暖房 として使 える見通 しがついた。今後は,本 装置の表面に太陽電池を取
り付けてファンの電源 とし,外 部か らのエネルギー供給が必要ない独立 したシステムにする計画である。
(2)共 同研究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
半 貫 敏 夫 日本大学理工学部 ・教授 昭和基地建物の室内居住環境に関する調査研究
平 山 善 吉 日本大学理工学部 ・教授
基地建物の基礎構造部材 としてのアル ミナセメント
コンクリー ト梁の特性について
木 村 茂 雄 神奈川工科大 ・教授 物体への着氷現象の流体力学的研究




題 目 著 者 誌 名 ・巻号 ・頁 発表年月
ModelTestsforCreepandSublimationofIceToshio　 Hannuki, Proceedings　 of　 The　 Sixth2000.3
Dome　 Structures Kenji　 Ishizawa, International　 Symposium
Masaru　 Ayukawa　 andon　 Cold　 Region
Hisayuki　 Tanaka.Development　 (ISCORD
2000),P.340-343.
Icing　 effect　 on　 cup　 anemometer. Kimura,　 S., Finnish　 meteorological1999
Tammelin,　 B.　 andinstitute.　 Annex　 4　 in　 the
Peltomaa,　 A. EUMETNET　 report　 on
``Specification　 on　 Severe




Numerical　 Simulation　 of　Ice　 Accretion　 on　 aTsuboi,　 K.,　 and AIAApaper99-3333pp.1-71999
Bodywith　 Droplet　 Flow　 Mode Kimura,　 S.
振動物体への着氷速度に関する考察 坪井一洋,木 村茂雄 日本流体力学会誌,第18巻, 1999
第2号,PP.107-110
イ.口 頭発表
題 目 著 者 発表 した学界等の名称 発表年月
南極昭和基地無電棟の耐久性1.構 造部材の坪内信朗,半 貫敏夫, 日本建築学会大会(中 国)学 1999
現況 とパネル構成要素の性能 平山善吉,高 橋 拡 術 講演梗概 集,p.81-82.
南極昭和基地無電棟の耐久性一壁パネルの曲げ 半貫敏夫,坪 内信朗, 日本建築学会大会(中 国)学 1999
強度試験一 高橋 拡,斎 藤俊一, 術 講演梗概 集,p.83-84.
平山善吉
南極昭和基地居住施設の耐久性一居住棟の復元 岸 明,平 山善吉, 日本建築学会大会(中 国)学 1999
と耐久」生総合調査一 半貫敏夫,岡 村武士, 術 講演梗概 集,p.85-86.
韓 和
南極昭和基地居住施設の耐久性一居住棟木質パ 関 口洋嗣,田 中邦明 日本建築学会大会(中 国)学 1999
ネルの接着耐久性一 術 講演梗概 集,p.87-88.
南極昭和基地居住施設の耐久性一木質パネル構 工藤太樹,小 西敏正, 日本建築学会大会(中 国)学 1999
成材 につ いて一 中村 成春,大 島隆一, 術 講演梗概 集,p.89-90.
田仲亮司
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題 目 著 者 発表 した学界等の名称 発表年月
南極昭和基地居住施設の耐久性一木質パネル枠 平居孝之 日本建築学会大会(中 国)学 1999
材の残存強度一 術講演梗概 集,p.90-91.
南極昭和基地居住施設の耐久性一南極昭和基地 宮沢裕紀,平 山善吉, 日本建築学会大会(中 国)学 1999
第10居 住棟の床パネル芯材の強度試験一 斎藤俊一,佐 藤雅也 術講演梗概 集,p.93-94.
南極昭和基地居住施設の耐久性一木質パネルの 高橋弘樹,韓 和, 日本建築学会大会(中 国)学 1999
強度試験一 半貫敏夫,岡 村武士 術講演梗概 集,p.95-96.
南極昭和基地居住施設の耐久性一木質パネル接 中村憲正,高 橋弘樹, 日本建築学会大会(中 国)学 1999
合金物のせん断挙動一 半貫敏夫 術講演梗概 集,p.97-98.
南極昭和基地居住施設の耐久1生一南極昭和基地 佐藤雅也,平 山善吉, 日本建築学会大会(中 国)学 1999
居住棟の実大構造ユニ ットに関する実験的研究 斎藤俊一,宮 沢裕紀 術講演梗概 集,p.99-100.
その1一
南極昭和基地居住施設の耐久性一南極昭和基地 斎 藤俊一,平 山善吉, 日本建築学会大会(中 国)学 1999
居住棟の実大構造ユニ ットに関する実験 その 宮沢裕紀,佐 藤雅也 術講演梗概 集,p.101-102.
2一
南極昭和基地居住施設の耐久性一基礎 コンク 安部 剛,内 藤正昭, 日本建築学会大会(中 国)学 1999
リー トの強度 と中性 化一 平居孝之,黒 野 薫 術講演梗 概集,p.103-104.
南極昭和基地建設に用いるコンクリー トについ 岩城圭介,大 谷雅彦, 日本建築学会大会(中 国)学 1999
て 田中 斉,佐 野雅史 術講演 梗概集,p.105-106.
豪雪地域屋根雪荷重の経時変化に関する数値解 小林篤志,半 貫敏夫 日本建築学会大会(中 国)学 1999
析的研究 術講 演梗概集,p.295-296.
アイス ドーム構造のクリープ挙動に対するせん 田中寿幸,半 貫敏夫 日本建築学会大会(中 国)学 1999
断応力の影響 術講 演梗概集,p.879-880.
南極昭和基地で29年 間使用されたコンクリー ト内藤正昭,平 山善吉, 日本大学理工学部学術講演会 1999
の耐久性について 平居孝之,大 井良典, (構造 ・強度部会)論 文集,
黒野 薫,三 嶋清敬 P.4-5.
南極昭和基地居住棟の耐久性一南極昭和基地居 平 山善吉,斉 藤俊 一, 日本大学理工学部学術講演会 1999
住棟の実大構造ユニッ トに関す る実験的研究 青木敦資 (構造 ・強度部会)論 文集,
その1一 p.58-59.
南極昭和基地居住棟の耐久性一南極昭和基地居 平 山善吉,斉 藤俊 一, 日本大学理工学部学術講演会 1999
住棟 の実大構造ユニッ トに関す る実験的研究 佐藤雅也 (構造 ・強度部会)論 文集,
その2一 p.60-61.
雪面を基盤 とするアイス ドーム構造のク リープ 中村憲正,田 中寿幸, 日本大学理工学部学術講演会 1999
半貫敏夫 (構造 ・強度部会)論 文集,
p.62-63.
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題 目 著 者 発表した学界等の名称 発表年月
南極昭和基地居住棟用壁パネルの面内せん断実 安部 剛,高 橋弘樹, 日本大学理工学部学術講演会 1999
験 中村憲正,半 貫敏夫 (構造 ・強度部会)論 文集,
p.62-63.
カップ型風速計 による風速計測に与える着氷の 木村茂雄,坪 井一洋, 日本気象学会1999年 度春季大Apr.1999
影響 杉原裕征,西 川省吾, 会講演予稿 集,pp.325.
福田樹雄
振動体上への着氷に関する風洞試験 木村茂雄,坪 井一洋 日本流体力学会年会'99,講 演Jul.1999
論 文 集,pp.149-150.
二次元翼を用いた低温着氷風洞試験 木村茂雄,坪 井一洋 日本航空宇宙学会第37回 飛行Oct.1999
機 シ ンポ ジ ウム 講 演 集,pp.
312-315.






北極域の雪氷圏観測,海 洋観測,大 気観測,生 態系観測を学際的に展開することにより北極圏環境科学の推進を図
ることを目指 して,文 部省科学研究費特定研究B「 北極 における環境変動 に関す る研究」を以下の5課 題の もとに,
国内の大学 ・研究機関等の北極関連研究者の協力も得て実施 した。現地調査に関してはスバールバル諸島を中心 とし
て広 く北極域に展開 し観測 を実施 した。
(1)北 極域対流圏・成層圏物質の変動 と気候影響スバールバル諸島ニーオルスンにおいて,温 室効果気体の変動,雲 ・
降水の変動 と放射収支,ラ イダー ・スカイラジオメーターによる対流圏 ・成層圏エアロゾルの観測を行った。また,
アラスカ ・バーローにおけるエアロゾル採取,ノ ルウェー海 ・ペアーアイラン ドでの雲 ・擾乱の観測を実施 した。
エアロゾルの放射効果 を評価するために,航 空機一地上同期観測 を,ド イツのアルフレッ ド・ウェーゲナー極地海
洋研究所 との共同研究 として実施 した(ASTAR2000)。
(2)環 北極海雪氷 コアによる環境変動の研究一国際共同研究によるコアシクナルの対比,ス バールバル諸島北東島東
氷河での掘削を継続 し,得 られたコアの解析 を行った。グ リーンランドのNorth　 GRIP計 画に参画 した。 また,東
シベ リアのヤクーツク ・イルクーツク及びブラゴベジェシスク間の広域積雪調査 を実施 した。
(3)北 極圏におけるツン ドラ生態系観測 と陸域環境特性の研究スバールバル諸島ニーオルスンにおいて,温 暖化に対
する植物 ・土壌生物の適応 に関す る研究観測を実施 した。
(4)北 極海ポリニア航海観測ノースウォーターポ リニアの国際共同観測 を春季から夏季に実施 した。
(5)北 極域における中層大気 ・熱圏の力学的結合EISCATレ ーダーによる長期間の大気潮汐は連続観測,　EISCAT
ヒーティングとALIS夜 光 トモグラフィ観測,オ ーロラスペク トログラフによるカフス域のオーロラと夜光観測な
どが実施 された。
2)ア イスラン ドにおける国際共同観測の概要
ダイナ ミックに変動するオーロラ粒子流入動態や,そ れに伴 うプラズマ波動を1本 の磁力線で結ばれた測点(地 磁
気共役点)で ある南半球の南極昭和基地 とアイスランド国内の多点観測網で同時観測する共役点観測が昭和基地 と呼
応 して1983年 よりアイスラン ドにて実施 している。この南北両半球 における多点同時総合観測 とSuperDARNレ ー
ダー(国 際HFレ ーダー網観測)や 我が国のオーロラ総合観測衛星EXOS-DやGeotail衛 星による磁気圏内の直接観
測データ,　EISCATレ ーダーなどとを組み合わせ ることによって,オ ーロラ粒子エネルギーの南北両半球への流入動
態及びオーロラ現象の生成 ・伝搬機構解明の手がか りを得 ることが本研究の 目的である。平成11年 度のアイスラン ド
を含む北極域での国際共同観測は科学研究費補助金・基盤研究(A－ 国際学術研究)(課 題名:　SuperDARNレ ーダー
と地上共役点観測による極域電磁圏の南北対称性の研究)に よる補助を受け,現 地調査 を通 じて実施 した。
平成11年 度の主な観測活動 と研究成果はアイスランドにおける昭和基地 とのオーロラ共役点観測 は9月 の秋分期に
約3週 間実施 した。天候に恵まれ,興 味深いオーロラ現象を多 くとらえることがで きた。具体的な研究成果 としては,
(a)オメガバ ンド脈動オーロラの発達過程 とHFレ ーダーとの関係,(b)ブ ラックオーロラの発達過程,(c)サ ブス トーム
の共役性,等 に関す る新たな観測事実が得 られた。
参考:「 国立極地研究所 とアイスラン ド大学科学研究所間のアイスランドー昭和基地共役点に関する共同観測合意
書」(1983～)
3)南 極中山基地におけるオーロラ現象の日中共同観測の概要
平成6年 度 より,南 極の中国中山基地 におけるオーロラ現象の 日中共同観測計画が開始 しされ,平 成11年 度 も継続
的に観測を実施 している。中山基地はカスプ/キ ャップ域に位置 し,そ の地磁気共役点はスピッツベルゲン付近に位
置 している。また,第38次 隊で昭和基地 に設置 した第2　HFレ ーダー　(Syowa　East　HF　radar)は 中山基地上空をカ
バーするため,地 上観測 とレーダーとの同時観測では特に興味深い結果が得 られている。本計画では,観 測装置とし
て,日 本側がオーロラ全天TVカ メラ,多 色掃天フォトメータ,イ メージングリオメータ,フ ラックスゲー ト磁力計,
CCDオ ーロラ画像撮像装置等 を設置 し,中 国側がデジタルアイオノゾンデの観測装置を担当 している。オペ レーショ
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ンは,日 本側の観測装置については日本人研究者が夏期の中国観測隊に参加 して設置を行ったが,越 冬期間中は中国
側の隊員が観測を行っている。
平成11年 度は,日 本からの直接派遣はなかったが,41次 隊観測隊の夏期行動 として,昭 和基地か らの帰路に,宮 岡
助教授(40次 隊越冬隊長)等 が中山基地に立 ち寄 り,観 測装置の点検 ・整備を行ってきた。 また,今 迄の共同研究成
果発表 として,「 南極 カスプ域 における超高層物理学研究に関する日中共同観測シンポジウム」が6/28-7/1に 上海
にて開催され,多 くの研究成果 と活発な議論が交わされた。国内では,両 研究所間で研究者の交流が行われ,数 多 く
の研究成果が得 られつつある。
この日中共同研究は南極観測外国共同研究経費や科学研究費補助金などを用いて実施 してきている。
4)　 SuperDARN　 (国 際 大 型 短 波 レー ダ ー ・ネ ッ トワー ク)の 概 要
太 陽風 と地球磁 気圏 との相 互作 用 に伴 うプ ラズマ の運動 は,磁 力線 に沿 って地球 の極 域電離 圏 に投影 され るため,
極域 の電離 圏は磁 気圏全体 を監視 す る最適 な窓 となってい る。 この極域 電離圏のプ ラズマ運動 を,瞬 時 に,か つ,連
続的 に地上 か ら観 測す る装置 として,最 新 の リモ ー トセ ンシ ング技 術 を用 いた大型短波(HF)レ ー ダーがあ る。　HF
レーダー は,周 波 数が8MHzか ら20MHzの 短波 帯電波 をパ ルス列 コー ドで 発射 し,そ の送信 電波 が電離 圏内の地球
磁力線 と直交 す る付近 か ら反 射 されて くるの を受信す る装置で あ る。 この直交条件 と,短 波が 電離 圏 内で屈折す る性
質 を利用 す るこ とによ り,90-120km高 度 のE層 だけで な く,高 々度のF層 か ら反射 して くる電波 を受信 す る事が で
きる。 この特 性 を利 用す る事 によ り,遠 方 まで の観 測が可 能で ある とい う大 きな利 点 を有 す る。 このHFレ ー ダー に
よ り,反 射 領域 にお ける反射 電波強 度や ドップ ラー速度 な どの物理情 報 を得 るこ とが で きる。観測 され た ドップ ラー
速度か ら,反 射領域 の視線 方向の運動速 度,つ ま り,プ ラズマ対流速 度が求め れ る。現在の レー ダー観 測 シス テムは,
高 さ15メ ー トル の16基 の ログ ・ペ リオデ ック ・ア ンテナ列 を用 いてお り,180kmか ら3,000km以 上 までの範 囲 を約50
度の扇形視 野で観測 す るこ とが可能 であ る。
大型短波 レー ダーは,米 国 ジ ョンズ ・ホプ キ ンス大学 が1983年 にカナ ダの グースベ イに建設 し,本 格 的 な観 測 を開
始 した。 その後,こ のHFレ ー ダー を用 いての研究 の有 用性 と将 来性 が認知 され,グ ースベイ と同型 の レー ダー を南
北 両極域 に多数配備 し,グ ローバ ル な電離圏プ ラズマ対流パ ター ンを直接 的 に観 測す る 目的の,国 際HFレ ー ダー ・
ネ ッ トワーク観 測　(SuperDARN:　 Super　 Dual　 Auroral　 Radar　 Network)　 が1995年 よ り開始 され た。 平成11年 度時
点 での加盟 国 は,米 国,英 国,フ ランス,カ ナ ダ,オ ー ス トラ リア,南 ア フ リカ共 和国,そ して 日本 であ る。 この国
際ネ ッ トワー ク観 測 に よ り,衛 星観測 で は不 可能 な,広 い範 囲のプ ラズマ運動 を同時 に観測 で きる とい う大 きな特 徴 ・
利 点 を有 してい る。現在 このSuperDARNレ ー ダー ・ネ ッ トワー ク観測 は,北 極域 で8基 の レー ダーが稼 働 し,南 極
域 では,昭 和基地 の2基 をは じめ6基 が稼働 中で あ る。このSuperDARNを 構成 す る各 レーダー は,基 本 的 には全て
共通 の仕様 で製 造 され,共 通の観測 制御プ ログ ラムで稼 働 してい る。 その為,各 レー ダーの デー タは完 全 に互換1生が
とれ,デ ー タの相互 利用や 共同研 究が極 めて容易 とな って いる。
1995年(第36次 隊)と1997年(第38次 隊)に 昭和基 地 に設置 した2基 の大型短 波 レー ダー は,こ の国際SuperDARN
の重要 な一翼 を担 って い る。2基 の昭和基地 レー ダーの特徴 と して,　Syowa　 South　 HFレ ー ダー(俗 称 第一 レー ダー)
は地磁気 の南方 向(極 方 向)の 視 野 を持 ち,そ の視 野下 に米 国南極点基 地が あ る。 また,英 国ハー レー　(Halley)基
地 と南 アフ リカ共 和国のサ ナエ(Sanae)基 地 の レー ダー視 野 とも重複 し,プ ラズマ運動 の2次 元運 動 を正確 に観 測で
きる。　Syowa　 East　 HFレ ー ダー(第 二 レーダー)は 地磁 気の東 向に視野が あ り,そ の視 野下 に 日中共同観測 を始め
た 中国 中山基地や オー ス トラ リアの モー ソン基地,デ ー ビス基地,ケ ー シー基地 が ある。そ して,こ のSyowaEastHF
レー ダー視 野 と対(ペ ア)を 構 成 す る仏国 ケル ゲー レン基 地HFレ ー ダーが2000年2月 か ら運用 を開始 し,こ の レー
ダーで観測 され るデー タの科学 的価値 が さらに高 まった。 さらに,こ のSyowa　 East　HFレ ー ダー と英 国 レスター大
学が運用 して いるCUTLASSレ ー ダー(ア イス ラン ドとフ ィンラ ン ドに設置 して ある2基 のHFレ ー ダー)の 観 測視
野 は,地 磁 気共役点 ペアー(地 球 の磁 力線 で結ばれ た南北両半球 の地 点)の 位置 関係 にあ り,世 界 に先駆 けてのユ ニー
クな南北共役 点観測 が実施 で きる。
SuperDARNレ ー ダー は,前 述 の よ うに,北 極 域及 び南極 域 の大 半 を覆 う広 大 な観測 視野 を持 つため,人 工衛星観
測 に対す る最 も強 力な地上 支援観 測 として国際的 に注 目を浴 びてお り,多 くの 人工 衛星 との共 同研究 がな され,ま た
計 画 され てい る。 さらに,　EISCATレ ー ダー との同時観測 や極域 の地 上で展 開 され てい る多数の地磁 気観測 ・オー ロ
ラ観 測 な どとの同時観測 も精 力的に行 われてお り,　HFレ ー ダー で観 測 され た電離圏 電場(プ ラズマ対流速 度)と オー
ロ ラ降下粒子 や電離 圏電流 との相互 関係 な どで も多 くの研究成果 を上 げてい る。
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国際SuperDARNワ ークシ ョップは毎年開催 され,研 究成果発表だけでな く,観 測や解析の技術1青報の交換ととも
に,レ ーダーネッ トワークの運用,デ ータ利用についての協議なども行っている。平成11年 度はアイスランドのレイ
キャビックで開催された。また,国 内では,国 立極地研究所にて毎年SuperDARNに 関する研究小集会を開催 し,　HF
レーダー研究の推進に努めている。
極地研究所が中心 とな り,国 内 ・国際共同で推進 している主な研究課題は下記のとお りである。
一太陽風磁場変動に伴 う地球電磁圏応答の研究









3.シ ンポ ジ ウ ム 等
1)シ ンポジ ウム
第24回 南極陽石シンポジウム 平成11年6月1日 ～3日
今年のシンポジウムの参加者は110名 であった。その うち海外からは2名 の招待者を含め15名 の参加があった。口頭
発表が63件,ポ スター発表が2件,プ リン トのみの発表が8件 であった。 ドームふ じ観測拠点で採集 された宇宙塵に
関する特別セ ッションが設けられたほか,限 石探査,限 石の岩石鉱物学,化 学,同 位体化学,有 機化学等の多岐 にわ
たる発表があった。
第19回 南極地学シンポジウム 平成11年10月14日 ～15日
発表件数は口頭発表47件,ポ スター発表19件 であった。外国か らは,オ ース トラリア,ア メリカ,韓 国,フ ランス
と,日 本に留学 しているイン ド・中国の大学院生などの研究者 も含めて合計13名 の参加があった。
測地 と固体地球物理学の分野では,VLBI実 験,超 伝導重力計 とGPSの 連続観測による海洋 と氷床変動の同時1生に
ついての速報,衛 星高度計データを用いた海底地形の構造線抽出,昭 和基地での地震学データを用いた南極大陸の地
殻構造やその性質,後 氷期地殻変動 に関す る話題などが発表された。地形 と第四紀の分野では,周 氷河 ・氷河地形学
や海底 ・湖底堆積物,隆 起海浜堆積物中の化石や堆積物の層序,地 球化学などの点から環境変動復元に関する報告が
なされた。特 にリュッォ ・ホルム湾周辺の隆起海浜堆積物中の介形虫や貝化石の報告はこれ まで知 られていたより古
い鮮新世の堆積物が存在する可能性 をあらためて示唆 し,注 目された。変成岩地質学の分野では,　SEAL計 画による
エンダビーラン ド地域での太古代変成岩の地質調査 と岩石試料の解析を中心 とした数多くの研究成果が発表 された。
また,西 ドロニングモー ドランドの延長 という視点で共同研究がすすめられている南アフリカの地質についての研究
成果 も報告された。海洋底の地球科学の分野では,東 スコチア海やエ ンダビーランド海盆での地磁気異常データやケ
ルゲーレン海台の古地磁気や地質調査結果 に基づいた南極プ レー トに関連する大陸分裂の過程 に関す る報告や,南 極
B海 山かんらん岩の岩石学的特徴 などが発表された。初 日には,オ ース トラリア国立大学のD.H.　Green教 授 による特
別講演があり,南 極横断山地からタスマニア,南 アフ リカにかけての広範 な地域でおこった中生代における大規模な
火成活動の成因について,主 に実験岩石学に基づいたマ ントルの地球化学的進化の研究 との関連について話題が提供
された。
第23回 極域 における電離圏磁気 圏総合観測 シ ンポ ジウム 平成11年8月5日 休)～6日(S
標記 シンポジウム は極地研 究所講 堂にお いて2日 間 に渡 って開催 された。1日 目は所長挨 拶 に続 いて,気 球観測 ・
中間圏 ・熱 圏 ・HFレ ー ダー,　EISCATレ ー ダーの 各セ ッシ ョンで合計26件 の 口頭発表 が あった。　HFレ ー ダーのセ ッ
シ ョンで は英 国Leicester大 学のM.　 Lester教 授 に よる招待 講演 が あ り,北 極域 のSuperDARN　 HFレ ー ダー網 を
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使 った最新 の観測 デー タに もとつ いて磁気 圏サ ブス トー ム時 にお ける電離圏対流 につ いて話 され た。 その他,レ ー ダ
等 を使 った りモ ー トセ ンシ ング による最近 の観測 デー タに もとつ いて熱 圏 ・電離 圏 ダイナ ミックスに関す る多 くの発
表 が あ り活 発 に議論 され た。2日 目はオー ロラダイナ ミックス ・磁気 圏 ・地磁気 の各セ ッシ ョンで合計30件 の 口頭 発
表 が あった。オー ロ ラダイナ ミックスの セ ッシ ョンでは光学 イメー ジャー ・イメー ジング リオメー タな どに よるオー
ロライメー ジ とHFレ ーダー,衛 星 観測 デー タを合 わせ て総合 的 にオー ロラ現象 を理解す る ような研 究発表が 多か っ
た。磁気 圏のセ ッシ ョンで は通 総研田 中高 史氏 に よる招待講演 が あ りサ ブス トー ム現 象 を理解 す るために数値 シ ミュ
レー シ ョンに よるアプ ローチ についての レビュー を してい ただ いた。
第22回 極域生物シンポジウム 平成11年12月2日 ～3日
外国からの7名 を含め,延 べ140名 の参加があった。口頭発表は10件,ポ スター発表は70件 であった。海洋生物では
人工衛星海色センサーの画像データを利用 した海域の植物現存量の変動を解析 したマクロな観測から,ピ コプランク
トン,バ クテリア,ウ イルスなどのミクロな観測 まで様々なスケールでの結果が報告 された。他にペンギンの行動を
中心に したSIPENS計 画,南 極の外国基地お よび北極 における陸上生物の観測が報告された。
第22回 極域気水圏シンポジウム 平成11年12月8日 ～9日
8日 には,「 北極」,「エアロゾル」,「オゾン・大気微量成分」,「大気循環 ・放射」,「海洋 ・海氷」の5つ のセッショ
ンで27件 の口頭発表が,「大気 ・海氷」に関する23件 の展示発表が行われた。9日 には,「 コア解析研究」,「ドームふ
じコア解析研究」,「雪氷物理・氷床環境」の3つ のセ ッシ ョンで17件 の口頭発表が,「 雪氷」に関する26件 の展示発表
が行われ,さ らに特別セッション 「極域氷床深層コア解析 による地球環境変動の復元研究」 を企画 し,ド ームふじ観
測拠点やクリーラン ドで得 られたコアの最新の解析結果 と関連諸研究の レヴューを所内外5名 の先生方に行って頂い
た。参加者は137名 にのぼった。
2)研 究小集会
研 究 課 題 申 請 者 開 催 日
最先端光学大気 リモー トセンシング技術 に関する研究小集会 田 口 真 平成11年12月8日
EISCATレ ーダーを軸 とした北極域超 高層物理研究の近未来展望 に
関す る研究小集会 麻 生 武 彦 平成11年10月22日
SuperDARN/GEOTAIL/EISCAT/地上同時観測 に関する研究小集
会 佐 藤 夏 雄 平成12年1月12日
超高層観測における地上観測網技術に関する研究小集会 菊 池 雅 行 平成12年2月18日
南極大気 ・物質循環観測に関する研究小集会 和 田 誠 平成11年9月29日
北極域雪氷圏変動に関する研究小集会 東 久美子 平成11年9月28日
南極氷床の形成 ・成長 ・維持機構 と,そ の気候 との関わ りに関する研
究小集会
本 山 秀 明 平成11年12月10日
航空機による極域大気観測に関する研究小集会 塩 原 匡 貴 平成11年12月7日
南極海での地球科学的研究の将来計画に関する研究小集会
■
野 木 義 史 平 成12年2月17日
南極宇宙塵のキュレーシ ョンに関する研究小集会 今 栄 直 也 平 成11年10月8日
エ ンダービーランド地学調査の結果に関する研究小集会 本 吉 洋 一 平 成11年12月10日
第VI期5ヶ 年計画における古磁気学研究計画に関する小集会 船 木 實 平 成12年1月19日
海氷域におけるペンギン研究計画(SIPENS)に 関す る研究小集会加 藤 明 子 平 成11年10月12日
南極における医学研究の将来展望に関する研究小集会一6 大 山 佳 邦 平成11年8月26日
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研 究 課 題 申 請 者 開 催 日
極域における土壌生態系に関する研究小集会 伊 村 智 平成11年11月2日
極域海洋における物理 ・化学 ・生物海洋学研究の将来展望 に関する研
究小集会
小 達 恒 夫 平成12年2月18日
極域における海氷 ・海洋変動過程 に関す る研究小集会 牛 尾 収 輝 平成11年10月1日
北極圏環境観測に関する研究小集会 神 田 啓 史 平成12年2月14日
センターシステムによる極域大規模シュ ミレーション技術に関する研
究小集会
岡 田 雅 樹 平成11年11月25日
衛星 リモー トセンシングによる大気,海 洋,氷 床変動のモニタ リング
に関する研究小集会
福 地 光 男 平成12年2月17日
3)観 測研究小集会












年 月 日 発 表 者 所 属 題 目
1999.4.21 De.　 G.　 W.　 Hosie客員教授,オ ース トラリア
南極局
Integrating　 the　 Japaniese　 and　 Australian
Antarctic　 programs:　 a　new　 era　 of　collabora-
tion
1999.6.23 小 島 秀 康 国立極地研究所 第39次 越冬隊報告 「太陽系始原物質探査記」
1999.7.7 澁 谷 和 雄 国立極地研究所 第39次 越冬隊報告
1999.7.14 白 石 和 行 国立極地研究所 第40次 夏隊報告
1999.6.30 本 吉 洋 一 国立極地研究所 第40次 夏隊報告 「アム ンゼ ン湾ヘ リコプ ターオ
ペ レー シ ョン」
1999.7.21 岡 野 章 一 国立極地研究所 超高層 と南極;39次 越冬観測
1999.9.1 牛 尾 収 輝 国立極地研究所 最近の南極 リュツォ・ホルム湾周辺の海氷状況
～定着氷の流出 とポリニアの出現～
1999.9.8 橋 田 元 国立極地研究所 39次 気水圏報告一回収気球実験 ・フィル ンエア
サンプ リング
1999.10.6 青 木 茂 国立極地研究所 39次 越冬報告一海洋表層の経,変 化 と測地観測
一
1999.10.20伊 村 智 国立極地研究所 日伊外国共同観測一テラノバベイ基地の設営 と
観測一
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年 月 日 発 表 者 所 属 題 目
1999.10.27 Ingemar　 Hag9-
strom
北極センター客員教授 Scientific　 Research　 in　Kiruna　 and　 the　 EIS-
CAT　 Radar
1999.11.16.巻 田 和 男 拓殖大学工学部教授 ブラジル磁気異常帯における超高層観測
1999.11.8 Peter　 Fabian 名古屋大学 ・太陽地球環境
研究所客員教授
Climate　 Change　 and　 Vegetation
1999.11.24 神 沼 克 伊 国立極地研究所 地球の息吹 をとらえる一最近の南極大陸地殻に
動 き
1999.12.15 岡 田 雅 樹 国立極地研究所 南極点基地全天撮像装置によるオーロラ,エ ア
グロー観測一今期の活動記録
2000.1.13 Allen　 Nutman RSES,　 Australian
National　 University
Basement　 Geology　 of　Greenland
2000.1.26佐 藤 薫 国立極地研究所 中層大気重力波の研究
2000.2.16 Yang　 Huigen 中国極地研究所 Postnoon　 auroras　 observed　 at　Zhongshan　 in
Antarctica
2000.3.15神 沼 克 伊 国立極地研究所 南極キングジョージ島のサイスモテク トニクス
と各国の科学活動






1.資 料 の 収 集,整 理,保 管,利 用
1)生 物系資料部門
南北両極域より得 られた各種生物標本は,研 究が済み次第,標 本データ等を整理 した上で国立極地研究所の生物資
料室に収納されている。南極 とその周辺域の資料は 「南極生物資料カタログ」 として出版 されている(昭 和61年3月
発行)。
(1)植 物
極地 よ り得 られた顕 花植物,隠 花植物 の各標本 の収納点数 を別表 に分類 別,地 域 別 にま とめた。 その他,オ ース ト
ラ リア,ア ルゼ ンチ ン,南 ア,モ ー リシ ャス,シ ンガ ポール,イ ギ リス,フ ラ ンス,東 欧 な どの温帯域 か ら も比較 の
ため採 集及び交換 な どで収集 してお り、蘇 苔類 を主 に合計33,500点 の標 本が収納 されて い る。
現在,蘇 苔類 の標 本デ ータは国立極地研 究所 の コンピュータ によるデー タバ ンク として蓄積 され てい る。 内外 の利
用者 のため に種類別(網,科,属,種),地 域別(植 物 区系,大 地 名)検 索 に よる標 本 リス ト,ラ ベル の打 ち出 し,さ
らに分布 図の作成 な どの利用 シス テムが出来 てい る。 その他 に写真,図 解 入 りのハ ン ドブ ック として 「昭和基地周 辺
の蘇苔類 」が 出版 され,南 極 ・亜 南極 の蘇 苔類 デー タカタログ(Catalog　 of　moss　 specimens　 from　 Antarctica　 and
adjacent　 regions)が 出版 されて いる。
植物標本庫(NlPR)の 収納状況
分類別 隠 花 植 物地域別 顕花植物 羊 歯 類 蘇 苔 類 地 衣 類 藻 類
南米パタゴニア 10 600 300
亜 サ ウス ジ ョー ジア 50 592 50
サ ウスオー ク二 一諸 島 88
ケルゲ レン島 100
南 アムステル ダム島 5 50
セ ン トポール島 30
クロゼ島 30
極 フ ォー ク ラン ド島 28
南アフリカ 38 10
西 シグニ ー島 20 20

















カナダ 115 80 30
北 ア ラスカ 79 1,350 50
ア リュー シャン列 島 10 100 50
極 ア イスラ ン ド 30
フ ィンラ ン ド 100
域 スバ ールバ ル 150 322
シベ リア 100 300 100
そ チ リ 926
ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 368
の 日本 ・欧州 ・東欧 300 200 15,000 500 100
ネパ ール 42
他 その他 100
合 計 694 225 26,583 5,590 510
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(2)動 物
収納 されている動物標本の主なものは剥製標本,液 浸標本,乾 燥標本であり次表に示 した。
ア.剥 製標本(哺 乳類 ・鳥類)
動 物 名 標 本 形 態 点 数
ウ ェ ッデル アザ ラシ 剥 製 親 2
'ノ 〃 仔 1
〃 ミ イ ラ 2
〃 皮 1
ユ キ ドリ 剥 製 1
〃 卵 1
マ ダ ラフルマ カモ メ 剥 製 4
アシナガ コシ ジロウ ミツバ メ 〃 1
オオ トウゾクカモメ 〃 5
アデ リーペ ンギ ン 剥 製 親 5
〃 〃 仔 3
〃 卵 6
〃 骨 格 3




動 物 名 点 数 動 物 名 点 数
魚 類 128 環形動物 24
原索動物 軟体動物
ホ ヤ 類 27 巻 貝 類 30
棘皮動物 二 枚 貝 類 27
ナ マ コ類 4 タ コ 類 7
ヒ トデ 類 36 線形動物 3
クモ ヒトデ類 10 紐形動物
ウ ニ 類 27 ヒモムシ類 7
毛顎動物 扁形動物 1
ヤ ム シ 類 3 腔腸動物
触手動物 ヒ ドロ虫類 18
コ ケ ム シ 29 クラゲ類 7
節足動物 サ ンゴ類 8
甲 殻 類 56 海綿動物 4
昆 虫 類 5 原生動物
ダ ニ 類 5 有孔虫類 4
海 グ モ 類
合 計 474
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(3)プ ラ ンク トン
生物資料室にはふ じ,し らせ船上,海 洋生物定常観測,バ イオマス研究観測で採集 された植物プ ランク トン,同 定
用 ホルマ リン固定海水標本,冬 期サロマ湖から得 られた同標本約5000点,ふ じ,し らせ船上 より各種プランク トンネッ
ト採集で得 られた動物プ ランク トン標本,約1500点 を収納 している。
2)オ ー ロラ資料部門
当部門が担 う業務は,オ ーロラに関する公開可能な資料の収集 とその統一的整理 ・保管,並 びに収集された資料を
共同利用に供することである。 さらに収集資料の至便な検索システムや解析 システムの開発研究 を行うと共 に国際学
術連合(ICSU)の 勧告に基づ くオーロラの世界資料センター　(WDC　 for　Aurora)の 運営業務 をも担う。本年度は国
内外の関係機関 との情報交換 と平行 してデータ収集作業 を実施 した他,所 蔵データのCD-ROM化 を進めた。
3)低 温資料部門
低温資料部門低温室の共同利用のため,低 温室及び貯蔵室の維持管理,低 温室内での実験に必要 とする基礎的な測
器の管理を行っている。低温実験室は一60℃ まで冷却することのできる超低温室,常 時一20℃ に保たれている低温室
2室 及び試料の貯蔵庫に分かれてお り,南 極大陸で経験する大気の気温 に対す る環境条件 を有 し,低 温下での雪氷学,
寒地工学及び寒冷生理等の研究に利用されている。
低温試料は,低 温貯蔵庫内の移動棚 に収納されている他,収 納 しきれない分 については,実 験室に分散 されている。
移動棚 は,貯 蔵庫中央の通路 をはさんで両側に配置されてお り,一 方は観測隊の中型ダンボールに入った低温試料(雪
氷,生 物,明 石,土 壌など)が,ま た他方には南極や北極の雪氷 コアがコアケースに入れて収納 されている。収納能
力は,中 型ダンボール208箱 と氷床 コア930m相 当である。現在氷床 コアについてはコアを縦方向に分割す るなどして
約3500m相 当を収納 している。現在 これ らの両極地域で採取 された水資料の管理,共 同研究に供する低温試料の配布
や基本的な解析の支援 を行っている。特に昭和58(1983)年 から昭和59(1984)年 にかけてみずほ基地で掘削された
700m氷 床コアを始め とする南極での雪氷コア及びグリーンラン ドやスバールバルなどの北極 におけるコアは,全 国
の研究者に配布され解析 ・研究が進め られてきた。 さらに南極 ドームふ じ観測拠点のコア解析が新 たに実施 されてい
る。
本年度は39次 隊持ち帰 りの雪氷試料,宇 宙塵試料,蘇 類 ・地衣類試料などが搬入,整 理されたのち,共 同利用研究
試料 として共同研究者 に配布された。
低温室の内部には氷試料だけでな く生物試料,陽 石,底 質などの土壌試料 も保管 されている。なお,現 在低温室が
手狭 になったため一部の試料保管 を外部に委託 している。主要な雪氷コアは,低 温資料貯蔵室に保管されている。
2.研 究施 設 ・設備 の 共 同利用
1)北 極圏環境研究センター
北極 圏環境研究セ ンターは,北 極域における大気 ・雪氷 ・海洋 ・生物圏環境の変動等 に関す る観測 ・研究を実施 ・
推進するとともに,北 極研究に関する情報の提供,助 言 を行 うことを目的 としている。また,「国際北極科学委員会
(IASC)」 の活動に対応するとともに,国 際的な共同研究プロジェク トの立案などにも参画 している。さらに北極研
究に関する文献,資 料及び情報の収集を行い,広 く共同利用者の利用に供 している。 また,文 部省科学研究費特定領
域研究等の補助を受け,北 極 圏における地球規模大気環境変動の研究,環 北極海雪氷 コアによる環境変動の研究,北
極圏におけるツン ドラ生態系観測 と陸域環境特性の研究,北 極海ポ リニア航海観測を掲げ,国 内外の大学 ・研究機関
等の北極関連研究者 とともに研究 を進めている。これ らの研究を通 して地球規模の気候 ・環境変動の実態 とそのメカ
ニズムを,北 極の視点から解明することを目指 している。センターでは,ノ ル ウェー領スバールバル諸島のスピッツ
ベルゲン島ニーオルスン(北 緯79度,東 経12度)に 設置 した観測基地を運営 し,現 地観測を共同研究 として継続 した。
平成11年 度には大気科学,陸 上生態学分野の42名 の研究者が二一オルスン観測基地 を利用 した。延べ561人 目の利用で
あった。またロングイヤービンには,ノ ルウェー極地研究所の宿舎を借用 し,特 にEISCAT観 測やオーロラ夜光,雪
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氷などロングイヤービン周波の活動 とニーオルスンへの中継地点として,共 同研究者の利用に供 している。
2)情 報科学センター
〈全般 〉
情報科学セ ンターでは大型計算機の管理 ・運用,ネ ットワーク環境の整備 を行うとともに,南 極昭和基地の 「多目
的衛星データ受信 システム」で取得 した多量の衛星データを処理 ・解析 した。 また,こ れら衛星データ及び南極観測
データを中心に,極 域研究に関連す る大容量データのデータベースを構築 した。
〈大型計算機 〉
大型計算機 システム は,こ れ までの 日立S-3600か ら並列 型計 算機 であ る 日立SR8000に 更新 した。大 型計算機 シス テ
ム を含 むセ ンターシス テム のCPU使 用 時間 は全体 で毎 月600時 間か ら800時 間前後で推移 し,多 い月 には1,000時 間 を
超 えた。
並列 型計算 サーバ(SR8000及 びSR2201)の 利用 量 は,ユ ーザプ ログ ラムの並列化 効率が 向上 してい るこ とを反映
して,単 －CPU当 り毎月400時 間か ら500時 間前後 で あった。
セ ンターシステムのユ ーザ数 は59名 で あ った。
〈ネ ッ トワーク〉
所 内ネ ッ トワー クの需要 は年 々増 加 してお り,管 理棟5階 ～情報科 学 セ ンター間へ の高速 ネ ッ トワー クの敷 設,サ
ブ ネ ッ ト化等 を進 め る とともに,学 術 情報 セ ンター向 け回線速 度 を12月 に1.5Mbpsか ら6　Mbpsに 増 速 を行 った。ま
た,イ ンター ネ ッ トの急速 な普及 に伴 うハ ッカーや ウイルス対策 と して,フ ァイヤ ーウ ォール を導 入 した。 第40次 南
極 観測 隊か らは,「 しらせ 」船上 のデー タ通 信 システム と して,「 しらせ メール サーバ」 を設置 し運用 を開始 した。
〈昭和基地衛星受信 システムの運用〉
オーロラ粒子加速域の解明を主目的 とするEXOS-D(あ けぼの)衛 星の受信 は,40次 隊により792パ ス実施 した。欧
州 リモー トセンシング衛星(ERS-2)は82パ スの受信 を行った。また,米 国の気象衛星DMSPを5216パ ス,米 国海
洋大気庁運用のNOAA衛 星は1374パ スの受信 を行った。
VLBI観 測 として計12回 の24時 間(連 続)観 測が行われた。
また,多 目的衛星受信アンテナレ ドームの経年劣化状況を詳 しく調査するため,レ ドー ムパネル2枚 を抜 き取 り国
内に持 ち帰った。
〈極域観測データベース構築〉
オンラインデータベースとして構築 した内容は,昭 和基地で受信 しているDMSP,NOAA衛 星のオ リジナルデータ
と,既 に運用が終了 し宇宙開発事業団(NASDA)と の間で計画的にデータ処理が続けられているMOS衛 星データ,
及び,国 際共同観測 として南極点基地で観測 を行っている全天カメラオーロラ画像である。DMSP,　 NOAA衛 星デー
タは高次処理データを含めればそれぞれ年間500GB程 度の容量増加 となっている。また,こ れらのデータ リス トは
ホームページ上で公開 し,共 同研究者 に利用 されている。
3)南 極圏環境モニタ リング研究センター
南極域に見 られ る自然現象は孤立 したものではな く,地 球 システムの中で北極域 を含む他の地域 と深 く関わりあっ
ている。南極域では,大 気圏,海 洋 ・地殻圏,生 物圏諸過程の相互結合作用によって,南 極圏システムが構成 されて
いる。
宇宙への窓 として極域に現れる現象は太陽 ・地球系の電磁場相互作用の変動現象 と捉えることができる。成層圏 ・
対流圏をめ ぐる物質循環の諸現象は地球規模の気候 システムの変動 と密接 に関連する。また,南 極大陸上の氷床の変
動は南極大陸地殻の変動 と相互に作用 し,海 洋系の変動 とも関連する。陸域 ・海域の生態系はこのような微妙な環境
変動に応答 しなが ら存在 している。
これ ら大気圏環境変動,海 洋 ・地殻圏環境変動,生 物圏環境変動は個々に独立 した ものではな く相互に結合 してい
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る。南極圏環境モニタリング研究センターは,南 極圏の環境変動の中 ・長期的なモニタリングを通 して,そ の変動過
程 ・変動機構 を総合的に研究することを目的 として,平 成7年(1995)4月 に新設され,発 足 した。
平成8年 度は海洋 ・地殻圏に加え,大 気圏の環境変動の分野を充実 ・発展 させた ・引 き続 き ・平成9年 度において
は生物圏の環境変動の分野が一部設置され,当 初計画の一通 りのまとまりとなった。この間,南 極観測は従来の研究
観測がプロジェク ト研究観測 とモニタリング研究観測 との2つ のカテゴリーに整理され,南 極圏環境モニタリング研
究センターが特 に後者へ対応す ることとなった。極地研究所が対応 して きた定常観測 を引き継 ぐ形でのモニタ リング
研究観測を円滑 に実施するため,国 内での観測準備や訓練,南 極現地での観測の実施 ・取得データの国内での処理,
に関する一連の業務を行 っている。
平成10年 度以降所内外の委員で構成される南極圏環境モニタリング研究センター運営委員会を閉 し,本 センターの
業務内容,活 動方針を検討 し,中 ・長期的環境変動研究の基礎 となるモニタ リングデータベースの構築を目指すこと
とした。 また,南 極研究科学委員会における南極域におけるデータ管理に関する国際的な対応 を続けている。
4)南 極阻石研究センター
当センターは,約13100個 の南極阻石を保有 してお り,そ の初期処理,同 定分類 を継続 して行 っている。また,申 請
のあった南極除石研究計画のうち,第31回 及び32回 南極F員石研究委員会 において承認された計画について阻石の配分
作業 を行った。配分 した陽石試料は128点,研 磨薄片は84枚 であった。その他,展 示用阻石及び教育用F員石薄片セット
(30枚組)を 下記の機関に貸 し出した。配分を行 った研究計画および研究者を別表 に示す。
4月 より新たに導入されたイオンマイクロプ ローブ(SHRIMP　 II)の 立 ち上げを継続 して行 った。
展 示用及 び教 育用阻石 の貸 し出 し
(1)国 立極地 研究所事 業課 に コン ドライ ト1点,鉄F員 石1点(4月15日)。
(2)乗 鞍青 年の家 に コン ドライ ト1点,鉄 損石1点(5月21日)。
(3)東 京大 学総合研 究博物館 に月F員石1点,鉄 損石1点,エ コン ドライ ト3点,コ ン ドライ ト4点(7月2日)。
(4)名 古屋 市科学館 に月 限石1点,火 星 阻石1点,コ ン ドライ ト1点(7月7日)。
(5)つ くばエ クスポセ ンターに鉄損石2点,石 鉄 損石1点,エ コン ドライ ト1点,コ ン ドライ ト1点,テ クタイ
ト5点,シ ャ ッター コー ン2点(7月12日)。
(6)浜 松 市科学館 に月 限石1点,鉄 損石1点,コ ン ドライ ト1点(7月28日)。
(7)宇 宙科 学研究所 に鉄 陽石1点,コ ン ドライ ト1点(7月30日)。
(8)し らせ に鉄 損石1点,コ ン ドライ ト1点(8月20日)。
(9)山 口大学理学 部 に鉄 損石1点(9月10日)。
(10)日 本雪氷学会 に鉄 損石1点,石 鉄 損石1点,コ ン ドライ ト1点(10月12日)。
(11)岡 山大学教 育学部 に月明石1点,鉄 損石1点,コ ン ドライ ト1点(11月24日)。
(12)名 古屋市科学 館 に月限石2点,火 星 陽石1点,エ コ ン ドライ ト4点,コ ン ドライ ト2点(3月8日)。











No. 研 究 計 画 研究代表者 共同研究者
(*大 学院生,学 生)
1059 LLコ ンドライ トの組織平衡化過程について 下 林 典 正 富 山 陸 将*
北 村 雅 夫
1060 Studies　 of　 high　 pressure　 phases　 and　 reditribution　 of　 ele一Ping　 Kong H.　 Palme
ments　 in　heavily　 shocked　 chondrites R.　Boehler
1061 Primitive　 components　 and　 bulk　 composition　 of　 COJohn　 T.　WassonAlan　 Rubin
chondrites Gregory　 Kallemeyn
1062 Determination　of　 the　 aubrite　 break-up　 times Otto　 Eugster
1063 A　 comparative　investigation　 on　 ureilitic　 pigeonitesMario　 Tribaudino
1064 非平衡普通 コン ドライ トのマ トリックスの層状ケイ酸塩鉱物 中 村 智 樹 関 谷 実
1065 Oxygen　 isotopic　 study　 of　CAIs　 in　E-chondrite駄 本 尚 義 小 島 秀 康
1066 Distribution　 of　chromite　 and　 phosphate　 minerals　 in　CO3J.　N.　 Gro sman
chondrites
1067 Ion　 probe　 analyses　 of　amoeboid　 olivine　 inclusions　 in　CO3Alan　 Rubin Kevin　 McKeegan
chondrite
1068 LLコ ン ドライ トの変成作用 と同位体年代 に関す る研究 木 多 紀 子 富 樫 茂 子
木 村 眞
1069 衝撃 コン ドライ トの鉱物学的研究 野 口 高 明 木 村 眞
A.　El　Goresy
1070 衝撃 コンドライ トの同位体年代 に関す る研究 木 多 紀 子 富 樫 茂 子
木 村 眞
A.　El　Goresy
1071 標的元素Fe-Niか らの宇宙線生成核種53Mnの 相対生成率の海老原 充 大 浦 泰 嗣
決定 本 田 雅 健
1072 X-ray　 studies　 of　 carbon　 minerals　 in　ureilites中牟田 義 博
1073 異なる酸素分圧下で加熱 されたコン ドライ トの拡散反射スペ 小 松 睦 美 宮 本 正 道
ク トル変化
1074 Trapping　 sites　 for　 noble-gas　 in　 ureilites 高 岡 宣 雄 中 村 智 樹
岡 崎 隆 司*
1075 火星陽石Y-793605の 岩石学的研究 池 田 幸 雄
1076 加速器質量分析計(ECRIS-RILAC)を 用いた南極阻石中の宇高 橋 和 也 木 寺 正 憲
宙線生成核種の測定 中 川 孝 秀
矢 野 安 重
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No. 研 究 計 画 研究代表者 共同研究者(*大 学院生,学 生)
1077 南極産ユークライ ト・ダイオジェナイ ト損石の希ガス同位体 三 浦 弥 生 長 尾 敬 介
組 成 と年代学 的研究:　Diogenite-Bに ついて
1079 AMS14C法 による阻石の落下年代 の測定 と限石のペア リン中 村 俊 夫 高 岡 宣 雄
グの推定 南 雅 代
小 田 寛 貴
1080 カ ソー ドル ミネ ッセ ンス によるEコ ン ドライ トの研究II 蜷 川 清 隆 遠 藤 実*
1081 CL,　 TLに よる コン ドル ール の研究II 蜷 川 清 隆
1082 カ ソー ドル ミネ ッセ ンス に よるマスケ リナイ トの研 究 蜷 川 清 隆 佐 藤 暁 子*
1083 Chemical　 and　 taxonomic　 study　 of　Antarctic　 anomalousHerbert　 Palme木 村 眞
chondrites
1084 Relationships　 between　 chondrules　 and　 opaque　 mineralsBrigitteZandaBourot-Denise
1086 Geochemical　 study　 of　CM　 chondrites Laurie　 Leshin*　M.　 Cosarinsky
G.　 Benedix
1087 Collaborative　 experimental　 study　 of　 ureilite　 phase　 equili一C.　A.　GoodrichT.　Grove
bria
1088 衝撃H,　 LLコ ン ドライ トの岩石 ・鉱物学 的研究 木 村 眞 A.　 EI　Goresy
1089 Oxygen　 isotopic　 study　 of　CAIs　 in　CO-chondrite駄 本 尚 義 小 島 秀 康
1090 Measuring　 oxygen　 isotopes　 in　unequilibrated　 CO3　 chon一R.　N.　 Clayton
drites
1091 X-ray　 studies　 of　 carbon　 minerals　 in　 ureilites中牟田 義 博
1092 14C　terrestrial　 ages　 of　Yamato　 meteoritesA.　 」.　T.　 Jull
1093 Studies　 of　 exposure　 and　 terrestrial　 histories　 of　 AntarcticK. Nishiizumi
.
meteorltes
1094 エンスタタイ トコン ドライ トの母物質に関する鉱物 ・岩石学 岡 崎 隆 司 中 村 智 樹
的研究 と局所希ガス分析 による研究 長 尾 敬 介
高 岡 宣 雄
1095 An　 ion　 probe　 study　 of　 Boron　 isotopic　 compositions　 in杉 浦 直 治
primitive　 chondrites
1096 Geochemistry　 of　Achondritic　 meteorites P.　 H.　 Warren G.　W.　 Kallemeyn
1967 LLコ ン ドライ トの変成作用 と年代に関する研究(そ の2) 木 村 眞 木 多 紀 子
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No. 研 究 計 画 研究代表者 共同研究者
(*大 学院生,学 生)
1098 Alkali　 elements　 in　enstatite　 chondrites Alan　 Rubin J.　Greenwood
1100 Three-dimensional　structures　 of　 chondrules　 in　 unequili一土 山 明
brated　 ordinary　 chondrites
1101 南極産変成炭素質コンドライ トの微量元素および同位体年代 中 村 昇 山 下 勝 行
学研究 小 島 秀 康
1102 Comparative　 study　 of　 Martian　 meteorites:　 ShockD.　Stoffler A.　 Greshake
metamorphism
1103 Studying　 metal-sulfide　 clasts　 in　aubritesTimMcCoy T.　Dickinson
Tom　 Burbine
5)オ ー ロラ世 界資料 セ ンター
オー ロラ世 界資料 セ ンター　(WDC　 for　Aurora)は,資 料系 オ ーロ ラ資料部 門が管理 ・運営 し,管 理 ・資料棟5階
に床 面積約84m2の 資料保 管庫 兼閲覧室 を有 してい る。当セ ンター に保管 され る資料 は,WDCパ ネル が示 す作業指 針 を
基 本 と し,オ ー ロラ物理 学の進 展 に伴 う研 究者の要望 資料 を も経 済的物 理的事情 を勘案 した上 で収集 す る方針 と して
い る。資料保管 庫 は冷暖房 ・除湿 器 を備 えて いる とと もに,リ ー ダプ リンター利用 による簡 単な閲覧 と複写が可 能 と
なってい る。 デー タ収納 能力 は,35mmマ イ クロフ ィルム約28,000本/100ft巻,計 算機 用磁気 テープ約1,900本,マ
イク ロフィ ッシュカー ド数千枚 であ る。　WDCforGeomagnetism　(京都 大学理学 部)と の共 同に よるAEデ ー タブ ッ
クの出版 も行 ってい る。
本年 度 まで に収 集 したデー タの概 数 を次表 に示す。
資 料 名 観 測 期 間 数 量
35mm全 天カメラ編集済フィルム 1970年 ～1997年 100ft,28年 分
16mm全 天 カメ ラフ ィル ム(一 部編 集不能) 1966年 ～1969年 100ft,4年 分
昭
35mm全 天カ メ ラオ リジナル フ ィル ム





和 地磁気3成 分オ リジナルチャー ト記録 1959年 ～1998年 40年 分
基 地磁気3成 分3打 点チャー ト記録 1966年 ～1997年 33年 分
地磁 気3成 分35mmマ イクロフ ィル ム 1972年 ～1997年 100ft,28年 分
地 同上A4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1959年 ～1961年 23フ ァイル
資 絶対測定記録書 1966年 ～1998年 3フ ァイル
料 超高層現象相関記録マイクロフィルム 1977年 ～1998年 100ft,22年 分
同上A4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1977年 ～1986年 61フ ァイル
計算機取 り組込みデータA4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1976年 ～1986年 6フ ァイル
オーロラ写真観測記録 1981年 ～ 約55冊
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資 料 名 観 測 期 間 数 量
あ 拠す 点 35mm全 天カメラ編集済フィルム 1987年 ～1991年 340巻/100ft
カ、
観 資
損1」料 35mmオ リジナル フ ィル ム 1987年 ～1991年 82巻/400ft
DMSPオ ーロラ観測記録 1972年 ～1988年 240巻/100ft
South　 Pole基 地 全天 カメ ラフ ィルム 1976年 ～1990年 100ft,15年 分
Halley　 Bay基 地全天 カメ ラフ イルム 1976年 ～1978年 237巻/100ft
そ 1982年 ～1986年
の




ロ Casey基 地全天 カメ ラフ ィルム 1976年 ～1978年 386巻/100ft
ラ Maquarie島 基 地 全天 カメ ラフ ィル ム 1976年 ～1977年 722巻/100ft
観
測 1982年 ～1984年
関 Davis基 地 全天 カメ ラフ ィル ム 1976年 ～1977年 360巻/100ft
連
資 1984年 ～1985年
料 地磁気 マ イクロフ ィル ム(約55基 地) 1976年 ～ 774巻/100ft
地磁 気マ イクロフ ィッシ ュ(約5基 地) 1979年 ～ 約1,370枚
IMP-J　 (IMF)マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ 1977年 ～1979年 20枚
NOAA　 &　TIROS　 (粒 子) 1978年 ～1997年 MT440巻,CD-ROM9巻
DMSP　 (粒子)MT 1979年 ～1992年 461巻
DataBook等(閲 覧 用) 約350冊





日 よ 地磁 気マ イ クロフ ィル ム 1957年 以 降 6,200巻/100ft
本 り
学 管 全天カメラフ イルム 1957年 以 降 6,900巻/100ft





低温資料部門が管理する共同利用施設で,-60℃ まで冷却で きる超低温実験室,-20℃ の 自然対流冷却 による実験
室,-20℃ の強制対流冷却の実験室 と貯蔵庫からなっている。運転時間は,貯 蔵庫が終 日,他 は保守員の勤務時間内(午
前9時 ～午後5時 まで)で ある。本年度の利用状況を図に示す。延べ利用人数は604人,延 べ利用件数は419件 であっ
た。主な利用は試料保管に加えて,ド ームふ じ観測拠点深層 コアの処理作業,北 極グ リーンラン ドコアの処理作業 と
解析作業,雪 氷コア自動層位観測装置の実験,氷 床 コア中の各種気体の抽出実験,各 種観測機器の耐寒試験などで,
他 に第41次 観測隊関連の利用があった。














































光学校正機器室はフォ トメータや全天カメラ等の光学観測機器の絶対感度 ・分光感度特性の校正 をするために平成
8年 度COE設 備費によって新設された実験室である。主要設備 としては直径2mの 大型積分球,ダ ブルビーム分光
光度計,モ ノクロ面光源,携 帯用比較校正光源(3台),比 較校正フォ トメータ(3台),全 天走査型比較校正フォ ト
メータが備わる。所内 ・所外の光学観測 を行う研究者に広 く解放 し,光 学観測機器の校正が簡便に高精度で行える設
備環境を提供することを目的 とする。平成11年 度は所内外から延べ12組 の利用があった。主な利用 目的は全天イメー
ジャー,黄 道光イメージャー,フ ァブ リーペローイメージャーのフラットフィール ド補正データの取得,各 種イメー










部 門 氏 名 所 属
副 隊 長 兼 越 冬 隊 長 宮 岡 宏 国立極地研究所情報科学センター
定常観測 電 離 層 中 本 廣 郵政省通信総合研究所
気 象 佐 藤 健 気象庁観測部
東 島 圭志郎 気象庁観測部
河 原 恭 一 気象庁観測部
安 ヶ平 一 也 気象庁観測部
村 方 栄 真 気象庁観測部
研究観測 宙 空 系 前 川 公 男 福井工業高等専門学校電気工学科
山 岡 信 夫 大阪大学大学院工学研究科
川 原 琢 也 信州大学工学部
堤 雅 基 国立極地研究所研究系
気 水 圏 系 櫻 庭 俊 昭 通商産業省工業技術院電子技術総合研究所
鈴 木 利 孝 山形大学理学部
古 川 晶 雄 国立極地研究所研究系
改 井 洋 樹 国立極地研究所事業部(働 リモート・センシング技術センター)
松 岡 健 一・ 北海道大学低温科学研究所
地 学 系 福 崎 順 洋 建設省国土地理院
中 西 崇 京都大学防災研究所
生物 ・医学系 土 屋 泰 孝 筑波大学研究協力部
工 藤 栄 国立極地研究所北極圏環境研究センター
佐 藤 克 文 国立極地研究所研究系
設 営 機 械 中 西 実 国立極地研究所事業部(い す ゾ自動車㈱)
亀 谷 弘 智 北海道開発庁北海道開発局
山 家 正 俊 国立極地研究所事業部(ヤ ンマーディーゼル㈱)
松 永 重 年 国立極地研究所事業部(㈱ 関電工)
遠 藤 伸 彦 国立極地研究所事業部
五十嵐 賢 二 国立極地研究所事業部(㈱ 大原鉄工所)
藤 田 文 博 国立極地研究所事業部(㈱ 日立製作所)
通 信 堀 本 浩 二 海上保安庁警備救難部
辻 正 幸 郵政省関東電気通信監理局
調 理 伊 藤 晴 夫 国立極地研究所事業部(㈱ 東條會館)
高 井 智 子 海上保安庁警備救難部
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部 門 氏 名 所 属
設 営 医 療 草 谷 洋 光
大 谷 眞 二
国立極地研究所事業部(厚 生中央病院)
鳥取大学医学部
環 境 保 全 柳 谷 季久夫 国立極地研究所事業部(三 機工業㈱)
設 営 一 般 増 田 光 男
竹 下 秀
井 埜 剛
梶 川 道 雄







部 門 氏 名 所 属
隊 長 兼 夏 隊 長 白 石 和 行 国立極地研究所研究系
定常観測 海 洋 物 理 増 山 昭 博 海上保安庁水路部
海 洋 化 学 清 水 潤 子 海上保安庁水路部
測 地 安 藤 久 建設省国土地理院
研究観測 地 学 系 本 吉 洋 一 国立極地研究所研究系
吉 永 秀一郎 林野庁森林総合研究所
三 浦 英 樹 国立極地研究所研究系
吉 村 康 隆 高知大学理学部
宮 本 知 治 九州大学理学部
生物 ・医学系 渡 邉 研太郎 国立極地研究所資料系
西 川 淳 東京大学海洋研究所
設 営 設 営 一 般 林 原 勝 美 国立極地研究所事業部(ヤ ンマーエ ンジニアリング㈱)
山 内 肇 国立極地研究所事業部
依 田 恒 之 国立極地研究所事業部(飛 鳥建設㈱)
菅 野 幸 雄 国立極地研究所事業部(向 井建設㈱)
針 貝 伸 次 国立極地研究所事業部(中 日本航空㈱)
武 井 忠 昭 国立極地研究所事業部(中 日本航空㈱)
大 橋 康 弘 国立極地研究所事業部(中 日本航空㈱)
真 木 賢 一 国立極地研究所事業部(中 日本航空㈱)
大 下 和 久 国立極地研究所事業部
O同 行者
氏 名 所 属
河 野 通 治 環境庁自然保護局
高 橋 晃 周 総合研究大学院大学数物科学研究科
飯 塚 芳 徳 総合研究大学院大学数物科学研究科







部 門 名 観 測 項 目 担当機関
海 洋 物 理 ○海洋物理観測 海 上 保 安 庁
海 洋 化 学 ○海洋化学観測 海 上 保 安 庁
測 地 ○基準点観測 国 土 地 理 院
〔プロジェク ト研究観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担当機関
宙 空 系 南極域熱圏 ・中間圏へのエネルギー流入 と大気変質の研究
・地上 リモー トセンシングによる熱圏 ・中間圏へのエネルギー流入と
大気変質の研究
国立極地研究所




地 学 系 南極大陸の進化 ・変動の研究
・東南極 リソスフェアの構造 と進化の研究
国立極地研究所




部 門 名 観 測 項 目 担当機関




地 学 系 南極プ レー トにおける地学現象のモニタ リング
・南大洋における船上地学モニタリング
国立極地研究所








部 門 名 観 測 項 目 担当機関










潮 汐 ○潮汐観測 海 上 保 安 庁
〔プロジェク ト研究観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担当機関
宙 空 系 南極域熱圏 ・中間圏へのエネルギー流入と大気変質の研究 国立極地研究所
・地上 リモー トセ ンシングに よる熱 圏 ・中間圏へのエ ネルギー流入 と
大気変質の研究
・大気球 ・衛星観測 による広域大気組成 ・電磁環境の研究




地 学 系 南極大陸の進化 ・変動の研究 国立極地研究所
・東南極 リソスフェアの構造 と進化の研究
・総合的測地 ・固体地球物理観測 による地球変動現象の解明






部 門 名 観 測 項 目 担当機関








地 学 系 南極プ レー トにおける地学現象のモニタ リング
・昭和基地及び リュツォ ・ホルム湾域 における地震 ・地殻変動のモニ
タ リング
国立極地研究所




共 通 衛星データによる極域地球環境変動のモニタリング 国立極地研究所
3)訓 練
(1)冬 期総合訓練
[目 的]第40次 南極地域観測隊の編成及びその他実施準備 に資するため、隊員候補者に対 して、冬期の寒冷地 にお
いて雪中行動等 に関する各種訓練を実施 した。
[期 間]平 成10年3月9日 ～3月13日
[場 所]長 野県南安曇郡安曇村乗鞍地区を中心 とする一帯
(2)夏 期総合訓練
[目 的]第40次 南極地域観測隊員に対 し、極地行動に関する各種訓練や観測計画等に関する講義 を行い,所 要の知
識や技術を習得 させると共 に,団 体生活を通 して隊員の相互理解 を深めるために実施 した。
[期 間]平 成10年6月22日 ～6月26日
[場 所]文 部省菅平高原体育研究場 を中心 とする菅平高原一帯
(3)部 門別訓練
観測部門別訓練は、南極地域において必要な機器の取扱いや保守訓練,オ ペ レーションを円滑に進めるための訓練
を,担 当部門ごと,出 発準備期間に随時実施 した。
4)行 動概要及び観測概要
(1)夏 期行動経過概要
平成10年11月14日 東京港 を出港 した観測船 「しらせ」は,途 中オース トラリアのフリーマン トル港で物資の補給を
行い,3名 の交換科学者が乗船 した。フ リーマ ントル出港前夜に,オ ース トラ リアの観測船 「オーロラ ・オース トラ
リス」号がブ リッツ湾においてプ ロペラ故障のために立 ち往生 してお り,救 援要請があ りそうだとの情報 を得たため,
「オ号」を運航 しているP&O社 と「しらせ」側 との曳航に際しての打合せや曳航索 を急 きょ積み込むという事態 になっ
たが,予 定通 り12月3日 朝出港 した。
12月4日,「 オ号」救出の正式要請 を受けたため,関 係機関との連絡や船脚を早めるなどの慌 ただしい動 きがあった
が,海 上重力 ・地磁気,大 気微量成分等の航走中の観測はもちろん,中 層フロー トの放流,39次 隊が設置 したセデ ィ
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メン ト・トラップの揚収 と新たな トラップの係留 を始め とする海洋生物や海洋物理 ・化学の停船観測 も12月11日 まで
にすべて終えることができた。このほか,オ ース トラリアか ら依頼のあった気象観測用ブイ2基 を南大洋に投入 した。
その後,18日 未明 までは 「オ号」救出の活動に充てられ,成 功裏に任務を終えた。12月21日,ア ムンゼン湾 トナー島
に地学調査隊(オ ブザーバーを含め13名)の 第1便 を送 り,24日 までの間に2機 の調査隊用小型ヘ リコプターを含む
物資約65ト ンを輸送するとともに,ベ ースキャンプの整備や水位計観測等を行った。前年度設置 した建物1棟 が倒壊
散失 していたという事態があったが,予 定通 りヘ リコプターオペ レーシ ョンを実施することにした。
12月26日 に昭和基地への第1便 を発 し,引 き続 き夏期建設準備作業等の隊員 と緊急物資 を,ま た,ラ ングホブデ袋
浦へのペ ンギン調査隊,S16へ の夏期内陸旅行隊員(6名)と 旅行物資約35ト ンを空輸 した。12月28日 午後,昭 和基地
に接岸。ただちに貨油のパイプ輸送 と大型物資の氷上輸送 を開始 した。昭和基地への本格空輸 は1月3日 か らとした
が,1月 上旬の平均風速が観測史上第1位,日 照時間はわずか29時 間という悪天のために輸送 ははかばか しくはいか
なかった。そのため,多 くの物資 を氷上輸送 に切 り替 えざるをえなくな り,そ の量は140ト ンに達 した。夏期建設作業
としては,300KVA発 電機の設置,通 路建設,旧 居住棟移設,太 陽光発電や汚水処理棟の設備工事,第1HFレ ーダー
とMFレ ーダーの建設などがあったがこれ らの進捗 も悪天のために遅々としていた。
1月10日 に トナー島ベースキャンプ より,強 風によるヘ リコプター破損の報告があったため,緊 急事態対処計画に
のっとり,今 次隊のアムンゼン湾地域での地学調査 を打ち切 り,「 しらせ」をアムンゼン湾に回航 して隊員 と物資 を収
容す ることにした。 またこの行動期間中の沿岸調査活動はすべて休止 とした。結局,ヘ リコプ ター2機 による総飛行
時間は約25.5時 間にとどまった。収容は天候 に恵 まれて順調に行われ,「 しらせ」は1月25日 にリュツォ・ホルム湾 に
戻った。
昭和基地夏期観測の大 きなオペ レーションとしては,回 収気球実験,新 たな水位計の設置などがあったがアムンゼ
ン湾回航の前後に実施 した。昭和基地への物資輸送は総計954ト ンに達 した。これはアムンゼ ン湾か ら撤収 したヘ リコ
プター燃料等33ト ンを昭和基地に移動搬入 した分を含んでいる。2月1日 に第39次 隊との越冬交代を行ったが,昭 和
基地での夏作業は2月14日 の新発電機への電源切 り替 えをもってようや く山場を越え,2月20日 の最終便 ぎりぎりま
で続いた。
昭和基地周辺地域での野外調査 としては,ラ ングホブデにおいて,ペ ンギン生態調査や潜水 による湖沼調査をは じ
め,リ ュツォ・ホルム湾沿岸露岩域での,基 準点測量,地 震 ・GPS観 測,湖 沼水 ・土壌調査,地 質 ・地形調査,海 氷
上での海洋観測および海氷調査等を行った。アムンゼン隊収容後 に多くの調査が実施 され,野 外調査は2月17日 に終
了 した。 ドー ムふ じ観測拠点への夏期内陸旅行は,往 路で雪上車の故障に悩 まされつつ も,深 層掘削孔への高密度液
封入やルー ト沿いにおける積雪観測,　GPS観 測,気 象観測等を実施 し,2月11日 にS16に 無事帰投 した。
復路では,24時 間観測 を含む停船による海洋観測を継続実施 した。プ リンス ・オラフ海岸沖における海底地形測量
及びブ リッツ湾での海底地形 ・重力 ・地磁気の集中観測 は悪天候 と氷状にかんがみ縮小 して実施 した。3月2日 に中
山基地(中 国)に 設置されているオーロラ観測装置の点検 とロシア ・中国 ・オース トラリアの3国 で計画中の氷床上
の滑走路予定地の調査を行 うため,39次 と40次隊員及びオブザーバーのうち8名 がOH6D小 型ヘ リコプターにより中
山基地に行き,1.5～3時 間あまり滞在 した。内2名 はロシアのプ ログレス基地 も訪問 した。定点Bで は往路に係留 し
たセデ ィメン ト・トラップの揚収に成功 し,あ らたな係留系の設置 も行った。東航中はXBTの 集中観測 を実施 し,東
経150度 線に至った後は北上 し,　XBT・XCTDの 集中観測を実施 しつつ3月16日 に南緯55度 を通過 し,シ ドニー港へ
の入港は3月21日 であった。
なお,第40次 隊は1999年1月 か ら発効 した 「環境保護に関する南極条約議定書」及び 「南極地域の環境の保護に関
する法律」の主旨に沿 って行動 した。 また,今 回 「しらせ」が持ち帰った廃棄物は当初予定 を大 きく上 まわ り,185ト
ンとなった。この中には大型廃棄物125ト ンと夏の建設作業で生 じた梱包材,廃 材約23ト ンが含 まれる。こうした持ち
帰 り物資の空輸 は 「しらせ」が リュツォ ・ホルム湾 に漂泊中の2月15日 まで行われた。今後 もこうした作業量は増大
しこそすれ減 ることはないだろう。なお,ト ナー島ヘ リコプター拠点及び リーサーラルセン山キャンプでの使用済み
燃料 ドラム等の廃棄物 もすべて持ち帰 った。
別表に夏期 オペ レーション主要項 目を示す。
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定常観測 一 海洋物理・化学 採水,　CTD停 船観測(33点),XBT(60点,6ノッ ト),漂 流ブイ投入(2個),
XCP(10点),海 底地形測量(プ リンスオラフ沖)2'鵬∵∴ 鰯 黙 ∴ ∴
_…蝪∴
鰯麟 灘 難 禦
3.昭 和基地 夏期観測 気水圏
芒 理'篇騰巨ll
回収気球実験(グ ラブサ ンプ ラー2機)
潮汐副標観測,海 流観測,潮 位計設置
氷上定点海洋観測(CTD,光 学観測,ネ ッ ト採集等)
GPS連 続観測,オ ングル島水準測量
観測機器点検 ・更新
VHFレ ーダー設置,ケ ーブル敷設,ア ンテナ修理
VLBI実 験準備
超伝導重力計ヘ リウム液化作業引継
宙空 第l　HFレ ーダーア ンテナ・観測・』・屋建設,レ ーダー機器設置,　MFレ ーダーア
ンテナ ・観測小屋建設,ラ イダー設置,西 オ ングル観測施設保守
・土木 倉庫棟汚水処理棟 間通路建設,9/13居 住棟移設,不 要建物の解体(7発 電棟),
アスベス ト付着板処理
機械300kVA発 電機2号 機の設置,コ ジェネ設備の更新,屋 外配管工事,汚 水処理棟
設備工事,太 陽光発電装置設置,夏 宿整備
境保全 汚水処理棟設備工事,管 理棟雑排水 ・便所工事,デ ポ山廃棄物の処理
通信 引継 ぎ業務,　HFア ンテナ保守
医療 医療施設点検
調理 食料搬入
ンテナ アンテナ保守点検,受 信 システム引継 ぎ,運 用システム更新,コ リメーション調
整(西 オ ングル),L/Sバ ン ド受信ア ンテナ移設









積雪/エ アロゾルサ ンプ リング,深 層掘削孔への高密度液注入,ル ー ト沿い雪尺






SM100S雪 上車2台,フ ォーク リフ ト,ク ローラーフォークリフ ト,ホ イール
ロー ダ,ユ ニ ック トラック,ロ ング トラック,2tト ラック,300kVA発 電機,
太陽光発電装置,建 設資材,中 型権4台
W軽 油(420k1),JP-5(100kl)
観測機材,建 設資材,小 型ヘ リ2機,ヘ リ用燃料,ク ローラーキャ リア
観測機材
観測機材,南 極軽油 ドラム
観測機材,建 設資材,ヘ リポー ト整備資材,南 極軽油 ドラム
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(2)越 冬経過概要
第40次 南極地域観測越冬隊は,越 冬隊長宮岡 宏以下40名 で構成 され,女 性隊員1名 を含む全員が昭和基地で越冬
した。1999年2月1日,第39次 隊より実質的に基地運営を引き継いだ後,2月20日 に正式な越冬が成立 し,翌2000年
2月1日 に第41次 隊へ引 き継 ぐまでの1年 間,順 調 に観測 ・設営作業 を遂行 した。
第40次 隊は,第V期5か 年計画の3年 次にあた り,越 冬観測の基本的枠組みは第38次 および39次 隊と変わらない。
すなわち,電 離層,気 象,潮 汐の定常観測 と,宙 空,気 水圏,地 学,生 物 ・医学系の4分 野におけるプロジェク ト研
究観測ならびにモニタ リング研究観測から成っている。多 くの観測項 目を継続的に実施するとともに,年 次計画にし
たがって新たな観測 も開始 された。電離層部門では,50MHzお よび112MHzの オーロラレーダー観測な らびにVLF
電波観測 を再開 し,気 象部門では,総 合気象観測装置に視程計 を追加 したほか,気 水圏部門と共同でエアロゾルゾン
デを飛揚 し,極 域成層圏雲の直接観測に成功 した。また,基 地内ネットワーク上 に気象データ閲覧システムを構築 し,
広 く活用 された。宙空部門の第1　HFレ ーダーな らびにMFレ ーダーのアンテナ建設は,天 候不順 もあって長期 に及
んだが,3月 中旬 より試験運用に入 り,以 後,年 間を通 じてほぼ順調に稼働 した。新規の狭視野オーロライメージャー
などの各種オーロラ光学観測,　EXOS-D/DMSP衛 星データ受信,地 磁気・超高層モニタ リング観測 も順調であったが,
新規のナ トリウム温度ライダーで送信部が低温障害のため損傷 し,本 観測が先送 りとなった。気水圏部門では,大 気
微量成分モニタリングとして,温 室効果気体の連続観測,大 気サ ンプ リング,エ アロゾル観測などのほか,ERS-2衛
星,　NOAA衛 星の受信 を継続 した。地学部門では,広 帯域地震計,超 伝導重力計,　GPS・ 潮汐連続観測を維持すると
ともに,24時 間VLBI観 測をほぼ1回 の頻度で実施 した。
一方,野 外調査 としては,久 々に3名 が越冬 した生物部門において沿岸海水域における生物 ・海氷 ・海水試料の採
取 と環境計測,な らびにラングホブデ,ス カルブスネス,ス カーレンなど沿岸露岩域での潮沼調査(夏 期の潜水2回
を含む)を 精力的に行 った。 また,大 型動物関連では,繁 殖期 を迎えたウェッデルアザラシを対象に,個 体数調査 と
小型データロガーを用いた遊泳行動の調査 を行ったほか,越 冬 をはさむ2回 の夏期間に40次 ・41次夏隊と共同でラン
グホブデ袋浦に長期滞在 し,ア デ リーペ ンギンの採餌行動 と生理に関す る調査を実施 した。気水圏部門では,燃 料デ
ポなども兼ねて夏期の ドームふ じ観測拠点,厳 冬期のみずほ基地,春 期の ドームふ じ観測拠点 ・やまと航空拠点を往
復する3回 の内陸調査 を実施 した。特 に最後の春期旅行は100日 を越える長期 トラバース となったが,大 きな トラブル
もな く,放 射 性同位体 による物質循環観測のための雪氷試料採取,氷 床流動量測定のための精密GPS測 位,新 たに開
発 した3周 波アイスレーダーによる氷床内部 ・基盤地形の観測に成果をあげた。また,旅 行に参加 した医療隊員によ
り,低 温環境下におけるヒトの医学 ・生理学研究 も併せて行っている。地学部門では,越 冬後半か ら沿岸露岩域4カ
所において広帯域地震計,GPS観 測を実施 した。越冬前半はブ リザー ドが続 き,行 動 日程の変更を余儀 なくされたが,
越冬期間中,基 地周辺の海氷が流出することな く安定 していたため,計 画 した野外行動はほぼすべて実施することが
できた。
設営関係において も昭和基地整備計画(10か 年計画)の8年 次 として,建 築 ・土木,機 械設備の更新を始め,車 両
整備,廃 棄物処理など,多 くの作業が実施された。第2夏 期隊員宿舎建設(第9・13居 住棟の解体移築),300kVA2
号発電機 と熱源供給システム,汚 水処理棟設備の立ち上げ,太 陽光発電パネル増設,夏 期隊員宿舎 ～Aヘ リポー ト間
道路整備,第7発 電棟 ・10kl水 槽 ・組立調整室の解体等は越冬交代後 も作業が続 き,ア スベス ト廃材の梱包処理や廃
棄物の集積 などを含め,3月 末まで実質的な夏期作業が続いた。
4月 に入るとブ リザー ドが立て続けて襲い,建 物周辺や幹線道路の除雪作業が不可欠 となった。特 に,基 地主要部
の汚水処理棟～倉庫棟周辺の ドリフ トが予想を越 えて堆積 し,倉 庫棟2階 の設営事務室では雪の重みで梁のボル トが
何本 も飛んだほか,屋 外のケーブルラックが一部陥没 した。幸い発見が早 く,弱 電信号ケーブルが部分的に損傷する
程度ですんだが,ラ ック上には基地の大動脈 と中枢神経に相 当する電力線やLANケ ーブル も通ってお り,肝 を冷やす
思いをした。予備食冷凍庫 ・厨房の冷凍機や焼却炉の故障,屋 外配管の凍結,電 力線の地絡,火 災警報 ・内線電話系
統の誤作動,管 理棟分電盤の遮断器 トリップなど設備関係の トラブル も多発 し,そ の都度復 旧作業に追われた。また,
8月 から始 まる内陸旅行に備え,橋 ・車両回収,燃 料 ドラムの準備,雪 上車整備作業 も機械隊員や旅行メンバーを中
心に早 くから時間をかけて行われた。
越冬後半は,次 隊からの依頼作業や道路除雪,持 ち帰 り廃棄物の集積な ど,再 び夏期作業の態勢 をとって全員の協
力で対応 した。1998年1月 に発効 した 「南極地域の環境保護 に関す る法律」の規定により,梱 包材等の屋外焼却 も全
面禁止 となった。 このため,こ れ らの処理や残存廃棄物を持 ち帰るための作業に多 くの時間 と人手 を要 した。こうし
た作業は,基 地人口が最小 となる11月 から1月 にかけて集中するため,必 然的に基地に残 っている観測系隊員の負荷
を大 きくする要因にもなっている。40次 隊では合計136ト ン(う ち大型98ト ン)の廃棄物 を持ち帰 ったが,こ の中には,
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極点旅行(第9次 隊)で 活躍 したKD605雪 上車 も含 まれ る。
トピックス として,12月15日 にオース トラ リア南極局の氷上滑走路調査団7名 を乗せたツインオッター機が約1,100
km離 れたBluelCampよ り飛来 し,ネ スオイや西側の海氷上に設定 した臨時滑走路に着陸 した。オース トラリアは近
い将来,大 型航空機 を使って本国から直接南極に人員輸送する計画を持 っており,今 回の飛行 はそれに使用す る大陸
滑走路の精査 を目的 としてデイビス基地へ向かう途中の来訪であった。41次 隊到着直前の最 も多忙な時期ではあった
が,5日 間の滞在 中,国 際交歓を深める機会 となった。
また,ミ レニアムの最終年にあた り,　GPS週 ロールオーバー問題(8月)や2000年 問題(1月)と いった暦の更新
に関連する不合具が一部の観測機器 に発生 したが,ほ とんどが事前に対策を準備 していたため,大 きな障害に至 る前
に復旧させ ることがで きた。
記録的な悪天 となった99年1月(上 ・下旬の平均風速が歴代1位)か ら引 き続いて,越 冬前半は不順ぎみの天候で
推移 した。4月 ～7月 にはブ リザー ドが連続 して襲い,野 外行動計画 に大 きく影響 したほか,基 地主要部に大量の ド
リフ トをもたらした。7月 中旬,一 転 して快晴日(-30℃ 以下の低温)が1週 間ほ ど続 き,19日 に最低気温一37.7℃
を記録 したが,こ れ以降は比較的安定な天気が増え,冬 明けに計画 されていた多 くの野外行動は,ほ ぼ予定通 り実施
することができた。越冬期間中のブ リザー ドは合計25回 に及んだ。 このうち6月25～26日 のA級 ブ リザー ドでは,最
大瞬間風速54.6m/sを 記録 した。 また,10月5日 に接近 した低気圧は規模が大 きく,観 測史上2位(932hPa)と なっ
た。基地周辺およびオングル海峡の海氷は,越 冬中も流出することな く安定 していた。そのため,前 年に北の浦～見
晴らし沖周辺に座礁 した氷山群 もそのまま動かず,し らせが基地近 くに接岸できない状態が続いている。
生活面では,第38次,39次 隊で整備 された新居住棟に全員寝泊 まりし,快 適な越冬生活 を過ごすことができた。バ
クテ リアによる生物浄化 を使った汚水処理設備が40次 から運用を開始 し,管 理棟の厨房や トイレ(水 洗式に移行)の
雑排水が処理されるようになった。また,300kVA2号 発電機の更新 に伴い,短 期的な負荷変動に も追随する安定な
電源システムとなり,大 型観測設備の短期運用にも不安がなくなった。基地内ネ ットワーク(LAN)の 利用 も一層進
み,気 象情報,衛 星写真,オ ーロラ画像などの閲覧を始め,様 々なデジタル情報の共有 ・配信手段 として不可欠なも
の となっている。
安全対策,防 災対策 は越冬隊に とって最優先の課題である。夏期作業中は,作 業開始前 に必ず各班 ごとにKY(危 険
予知)ミ ーティングを行い,潜 在的な危険に対する想像力 と安全への意識 を高めた。 これは,冬 明けの夏期作業にお
いても励行 したが,素 人集団が作業に携わる昭和基地の現場においては効果的であった。また,本 格的な野外活動を
前に3月,過 去の事故例に基づ き危険の所在 と予防・対処方法 を全員が共通理解することを目的 とした 「安全研究会」
を毎週開催 した。各回,越 冬経験者を講師に迎え,基 地施設(火 災),車 両,海 氷 ・沿岸 ・内陸行動のテーマで事故例
を検証 した。また,4月 ～5月 には 「野外行動講習会」を開催 し,装 備品の使用法,ク ラック ・クレバスへの転落防
止法,万 一落ちた場合の脱出・救助法の習得 を行った。5月 にはさらに 「雪上車講習会」,内 陸旅行が始 まる8月 には
「救急処置講習会」を開催 し,応 急処置法の実技や救急セ ットの利用法 を講習 した。冬明けの本格的な除雪作業に備
え,9月 か らはブル ドー ザーなどの 「重機安全講習会」を開始 した。機械隊員以外 にも多 くの隊員が重機 による除雪
作業に参加 したが,こ うした講習会が事故の防止に役立った。
以下 に各月ごとの活動概要 を要約する。
【2月】:1年 間の越冬を終 えた39次 隊と越冬交代式を行い,実 質的な越冬態勢に入った(1日)。 上旬は晴天が多 く,
中旬から下旬にかけて曇天で推移 した。1月 と比べると好条件で遅れぎみの屋外作業が進捗 した。第9・13居 住棟の
解体 ・移設・内外装工事が完了(19日)。 太陽光発電パネル設置(12日),HF観 測小屋ならびにレーダーアンテナ16基
の建設が終了(9日)。 不要建物の解体やRT棟 下道路の拡幅整備 も23日 までに終 了。非常用発電機から新2号 発電機
へ電源切 り替えが行われ(14日),熱 源供給 システムも実運用に入る(19日)。 運用 を見合わせていた衛星受信やVLBI
実験が再開 した。汚水処理設備 もほぼ完了 し試運転に入る。最後 まで残 っていた夏隊3名 と39次5名 が最終便で飛び
立ち,40名 だけの基地 となる(20日)。40次 内陸旅行隊はS16を 経て昭和基地に無事帰着 した(15日)。 全体会議 を開
催 し,越 冬隊の運営体制や生活内規 をは じめ,防 火体制や野外行動指針など越冬生活の基本事項について全員で確認
した(1日,22日)。
【3月】:上 旬に低気圧通過 に伴 う強風(38.Om/s),下 旬は内陸寒気団の張 り出 しによる低温(-25.0℃)と3月 とし
て記録的な気象条件に見舞われ,強 風で一部の設備 に被害 を受けた。6日 に夏期作業が終了(計71日 間)。 汚水処理棟
も同日通水式を迎えた。夏作業で出た大型廃材や空きコンテナ等の集積が連 日行われ,ア スベス ト廃材のコンテナ梱
包が完了した。上旬の強風で新設の太陽パネル1基 が倒壊 したが,本 体に損傷 なく復旧 した。第1　HFレ ーダー,MF
レーダーの試験運用が8日,19日 から開始 したほか,昭 和基地沖の底棲生物採集や海氷 ・海水試料の採取,電 波発信
一128一
機 を用いたウェッデルアザ ラシの動態調査 も実施 した。安全研究会が毎週月曜 日に開かれる。夏作業で溜 まった疲れ
のせいか,中 央病院が盛況で初の入院患者がでる。
【4月】:月 平均雲量 は4月 として最多(9.0)。 中旬か ら下旬にかけてブ リザー ド(B級3回)や 降雪 ・曇天が続 く。
海氷は永厚1m以 上 となるが,と っつ き岬付近が約40cmと 薄 くS16オ ペは5月 に順延 した。ブ リザー ドで ドリフ トが
堆積 し,雪 入れや道路の除雪が本格化する。廃棄物の集積(Cヘ リ),装 輪車の整備 とデポ,燃 料送油,予 備食冷凍庫
冷凍機の復旧,2号 発電機エンジンの1000時 間点検,造 水装置部品交換,排 ガスボイラー試運転,ス ノーモービル ・
雪上車の講習会,野 外行動講習全等 を実施 した。エアロゾルゾンデ観測を実施(26日)。　HF/MFレ ーダーは定常的な
観測モー ドに入った。オーロラ観測は晴天 日がほ とん どな く十分に実施で きず。生物採集 と採取試料 を用いた室内実
験,ウ ェッデルアザラシの生態調査 も継続 した。西の浦の海氷上で 「花見の会」を楽 しむ(7日)。
【5月】:不 安定な天候が続 き,月 平均雲量が5月 として最多(8.6),月 平均気圧 も低い値2位(977.6hPa)を 記録。
ブ リザー ドで大量の ドリフ トが堆積 し,ケ ーブル ラックが一部陥没 した。故障 した予備食冷凍庫から第2冷 凍庫へ予
備食を移動(12日)。 月光による夜間のオゾン全量観測を開始する。内陸調査旅行の準備,海 氷上で海洋観測,試 料採
取,ア ザラシ観測などが行われる。オース トラリア,南 アフ リカ局と共同でVLBI実 験 を実施(13～14日)。 とっつき
岬および西オングルのルー ト工作(1日,6日),S16車 両・権回収オペレーション(19～25日)を 実施。先月に続 い
て野外行動講習会(11日),雪 上車講習会(13日)を 開催。恒例の 「南極大学」 も開催 した(18日)。
【6月】:太 陽が出ない極夜期に入る。荒金ダムの取水配管が凍結 し,水源は130k1水 槽への雪入れに依存することにな
る(26日)。 ドリフ トはいよいよ増大 し,汚 水処理棟か ら倉庫棟 にかけて建物がほぼ埋まった。2度 目の生鮮野菜の手
入れを実施(7日)。 生物採集,海 洋観測が継続 して行ったほか,西 オングル宙空施設の点検 とバ ッテ リー充電,と っ
つ き岬の地震計回収,S16車 両回収オペレーシ ョンを実施。SM50雪 上車3台 と権12台 が基地 に戻 る。極夜を迎えて極
成層圏雲(PSCs)が 視認 され始め,エ アロゾルゾンデ観測 を実施(18日,29日)し,　 PSCsの 存在 を示す観測結果 を
得た。冬明けの内陸旅行で使用する3周 波アイスレーダーシステムの立ち上げが始 まる。ヘ リウム液化作業を行い,
超伝導重力計への移充填 を完了(4日 ～12日)。 下旬には 「ミッ ドウインター祭」が開催 され,大 いに楽 しむ。
【7月】:ま ぶ しい太陽が戻 り,42日 間の極夜があけた(13日)。 中旬に10間 以上 にわた り安定 した晴天が続 き,連 日
一30℃ 以下の低温 となった。水平線上 に幻想的な氷山群の蚕気楼が出現 した。エアロゾルゾンデによる極成層圏雲を
観測(11日)。 内陸 ドー ム旅行で使用する3周 波アイスレーダーの運用試験 を実施(8～28日)。24時 間VLBI観 測 も
順調。晴天が続 きオーロラ観測 も最高の18夜 行われる。一方,こ の晴天期間中,観 測棟に設置 されていたナ トリウム
温度ライダー装置のレーザーヘ ッド部が冷却水凍結のため損傷(19日)。 西の浦とオ ングル海峡に5月 に設置 した係留
観測装置の回収が成功 し,貴 重な極夜期間の海水データが得 られた。内陸旅行メンバーが発表 され(4日),各 旅行準
備作業が計画的に開始された。Sl6の 車両回収オペレーシ ョンにより,SM100雪 上車5台 を整備のため とっつき岬に
移送 した(12～16日)。 ラングホブデ方面のルー ト作 りも行われ,L50ま で開通 した。外気温低下 とともに各居住棟個
室 も寒 くな り,暖 房の熱源調整 を行 う。半年ごとの大型アンテナグ リスアップ作業が終了。
【8月】:天 候 は平隠で晴天 日が 多く一30℃ を下 まわ る低温 日が計8日 間を数えた。みずほ旅行隊が出発(23日)。
SM100の 搬送・揚陸(18日)。 ラングホブデ雪鳥沢小屋 までのルー ト工作 と精密GPS観 測(2～3日),周 辺海域での
海洋観測や湖沼調査(10～16日),き ざはし浜 までのルー ト工作 と地震計回収(23～26日)。 太陽光によるオゾン全量
観測が再開(17日)。24時 間VLBI観 測(26～27日)。 沿岸沖の海氷 ・海洋観測,湖 沼調査,ル ー ト上 に現れるウェッ
デルアザラシへの標識取 り付け始 まる。送電ケーブル地絡修理(1～2日),生 ごみ処理機修理(8～11日),雪 上車・
クローラクレーン,プ ルなどの車両修理。設営事務室天井からの水濡れが再発。「救急処理講習会」を開催(7日)。
「南極大学」が終了(3日)。
【9月】:全 般 に曇 りの日が多 く,概 ね安定 した天候で推移。野外行動は計20件 。旅行隊がみずほ基地に到着 し燃料デ
ポや車両整備後,昭 和基地に帰還(13日)。S16周 辺でアイスレーダーの走行試験(15～20日)を 行い,氷 床内部や基
盤地形か らの反射エコーを確認。スカルブスネス沖 ホノール海底谷での海洋観測,ス カルブスネス舟底池 ほか数湖沼
の調査。雪鳥沢,き ざは し浜,と っつ き岬へ地震計 を設置。エアロゾル ゾンデを放球(8日)。 アイスラン ドとの地磁
気共役点観測(5～21日)。24時 間VLBI観 測(9～10日)。 凍結 した荒金ダム循環経路の復旧準備,故 障 した厨房冷
凍庫,脱 塩装置配管,見 晴 らしポンプ小屋発電機,野 外用発電機な どの修理対応。太陽光発電が再開 した。国内巡航
中の しらせ と試験交信(22日)。 重機安全講習会 を開始。1日 より夏 日課 となる。
【10月】:半 年ぶ りにペ ンギンや トウゾクカモメが姿 を見せ,完 全な暗夜が消える。エアロゾルゾンデ観測(27日)。 オー
ロラ光学観測終了(10日)。　EXOS-D衛 星の受信が再開。地表面分光観測の試験観測 も開始。ラングホブデ・スカルブ
スネスの地震計データ回収ならびに精密GPS観 測(13～15日)。 スカー レンでの精密GPS観 測(28～30日)。24時 間
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VLBI観 測(7--8日)。 スカー レン海洋 ・湖沼観 測(11～17日)。 ラングホブデ ・西ハ ムナ湖の調査(21～23日)を 実
施 。ウ ェッデル アザ ラシの 出現 が頻繁 とな り,オ ングル カルベ ン,と っつ き岬,弁 天 島な ど23回 の調査 を実施。S16で
のブル ドーザ ー引 き出 しと車載通信機 整備(4～7日),と っつ き岬雪上 車整備(11～12日),西 オ ングル観測施 設の
発電機 点検 と燃料輸 送(20日)。 重機 を用 いた除雪作業 が本格化す る。西 オ ングルの福 島ケル ン参拝(10日)。
【11月】:初 旬 に最 高気温 がプ ラスに転 じ,穏 やか な気候 とな る。基地 内では除雪 を中心 とす る夏期 作業が 開始 。 ドー
ム旅行隊7名 が基 地 を出発(1日)。MFレ ー ダーア ンテナ の修 復,　DMSP/NOAA衛星 受信 ア ンテナの移動,海 氷上
積 雪表面の分 光観 測 を実施 。　Bonn大 学主催 の特 別VLBI観 測(8～12日)。 アザ ラシへ のデ ータ ロガー装着 と回収が
精 力的 に進 め られ る。ペ ンギンル ッカ リーのセ ンサ ス(15～16日)。2班 編 成での本格 的な夏期作 業が開始 され,月 末
まで に見晴 ら し道路が 全面開通。大 量の ドリフ トが堆積 す る汚水処 理棟 ～倉 庫棟裏側,管 理棟 前～東部地 区の除雪 ・
砂撒 き も開始 。持 ち帰 りのKD605雪 上車 の引 き出 し,大 型ア ンテナ レ ドームのパネル交換 が完 了。荒金 ダム送水循環
経 路の復 旧工事 によ り,100/130kl水 槽へ の送水循環 が再開。53羽 ものアデ リーペ ンギ ンが基地 を縦断(2日)。
【12月】:し らせ の第一便 が到着(20日)。10ヶ 月ぶ りに賑 やか な昭和基 地 に。全般的 に穏 やか な天候 で,基 地作 業やj輸
送作業が進 む。 しらせ が見晴 らし沖 に停留(24日)。31日 まで連続7日 間の荷受 け・配送作業 が続 く。S16気 象 ロボ ッ
ト保守(23日),明 るい岬 ・奥岩へ の地震計 設置(21～23日),と っつ き岬 の地 震計保守 ・精密GPS観 測(23～24日),
袋浦でのペ ンギン調査(20日 ～2/12),雪 鳥沢 におけ る陸上生物 ・湖 沼調査(21日 ～1/5)等 ヘ リオペ にて実施。 ア
ザ ラシ調査 で はスノーモー ビル を用 い,広 範 囲 に探査(計14日)。
「2000年 問題」 で は基幹 設備 には全 く支障 なか ったが,一 部 の観 測機 器 で トラブル発 生。 オース トラ リア南極 局 が
チ ャーター したツイ ン ・オ ッター機 が飛来(15日)し,20日 まで7名 が基 地 に滞在 。
【1月 】:好 天 に恵 まれ,輸 送作業 が順調 に進む。氷上輸 送 にて大 型廃棄 物な ど113ト ンを しらせ に搬 入(2～3日)。
ス カル ブスネ スB4池 で は 「コケボウズ」の個体採取 に成功(19日)。 内陸旅行 隊は,し らせ 氷河源流域 を縦断 す る新
ルー トを経 て,30日 にみずほ基地へ 帰着,翌31日,S16を 目指 し出発 。観 測系で は,41次 隊の シス テム改修 や新規 の設
































エスクデロ基地は南極研究所(外 務省所属),フ ライ基地は空軍により運営されている。空軍 により運営されて
いるホテルに滞在 し,エ スクデロ基地 と連絡 を密にしなが ら,調 査 を実施 した。
(5)調 査 目的
1)キ ングジョージ島付近の地震活動 を調べるための,地 震観測点の現状調査。
2)フ ライ基地及びエスクデロ基地の科学活動及び将来の共同研究の可能性。
(6)行 動概要
1)調 査目的を達成 させ るため,チ リの基地ばか りでな く,キ ングジョージ島・フィルデス湾 に点在する6カ 国7
基地(含 チ リの両基地)を 訪問 した。
2)韓 国の世宗基地には1泊 して,基 地の活動状況 を視察す るとともに地震活動についての有益な情報 を得た。
3)中 国の長城基地及びウルグアイのアーティガス基地へは,そ れぞれ2度 訪問し,必 要な情報を得た。
4)ア ルゼ ンチンのジュバニー基地 は韓国の船外機付 ゴムボー トで送迎 して もらい,2時 間の滞在で,基 地 内を見
学,必 要な情報 を得た。
5)チ リの2基 地 とロシアのベ リングスハウゼン基地は日常の行動範囲内にあ り,必 要 に応 じ,い ろいろな建物を
訪れ,情 報を収集 した。
(7)そ の他
1)各 基地 とも周辺の環境維持 に努めていることは,十 分 に理解できた。

































クライス トチャーチ発 東京(成 田)着
静岡/広 島着
(3)派 遣者
増澤 武弘(静 岡大学理学部 ・教授)




藍藻 ・蘇苔類 ・細菌類の陸上生物相 を明らかにするための,テ ラノバベイ基地　(Bahia　TerraNova)　 周辺の露岩
域 における植物,土 壌調査及びサ ンプ リング
(6)研 究成果
1)蘇 苔類の分布 と遷移,蘇 苔類 と藍藻 との共生的関係
テラノバベイ基地か ら,北 に50kmほ どのエ ドモンソンポイントにはCeratodon　 PscηPttrezesの群落が2ケ 所存在
した。両者 ともに,群 落の面積 は10m2く らいで,十 分 に発達 したと思われる群落は垂直方向に厚 さ10cmほ どであっ
た。 これらの群落 を対象に群落の立体構造 と藻類の共存関係 を調査 した。層別刈 り取 り法により植物体の立体的
な構造 を把握 し,同 時 に各層 における窒素固定を行 う藻類であるNostocの 量 をデ ィジタルマイクロスコープ
(NH-6300)に より測定 した。　Nostocは 蘇苔類群落の表面の位置に共存 し,そ の現象が 日本の最高峰である富士
山山頂の蘇苔類群落 と類似 していることを群落構造の面から明 らかに した。 また,基 地周辺の乾燥地域に適応 し




ロス海テラノバ湾に面する基地周辺の露岩域 において陸上植物相解析のためのサ ンプ リングおよび生態観察を
行った。採取 したサ ンプルは現地で可能な限 りの分類学的 ・生態学的分析 を行った後,室 温 ・冷蔵 ・冷凍標本 と
して保存 し,日 本に持 ち帰った。今回は現地にて,採 取 した土壌サ ンプル と培養微生物サ ンプルか らDNAを 抽 出
し,　16SrRNA遺 伝子の増幅(PCR)に 成功 した。それにより分離 された細菌は硫黄酸化細菌 と好塩性細菌の可能





昭和基地は東南極 リュツォ ・ホルム湾東岸の大陸氷縁か ら西に約4km離 れた東オングル島上 にあ り,天 測点 は
69°OO'22"S,39°35'24"Eで 標高は29.18mで ある。
(2)建 築物
建物46棟 の総床面積は約5898.9m2で 発電棟2,作 業棟2,居 住棟2,観 測 ・研究棟11,ロ ケット関係棟4,多 目
的衛星データ受信 システム,倉 庫3等 が,東 オングル島の岩盤の上 に建てられている。他に,見 晴らし岩西側 に燃
料貯蔵タンク,観 測棟東側 と電離棟周辺には各種観測用のアンテナ群及びセンサー類があ り,基 地北側のアンテナ
島に送信棟及び送信アンテナ群がある。
(3)電 力
発電棟 に300kVA(240kW)2基 の発電機が配備 されている。通常は300kVA発 電機1基 の運転で基地全体の電
力を賄 っている。また,非 常用として,基 地主要部か ら離れた夏期隊員宿舎の非常発電棟 に200kVA発 電機2基 を
設置 している。
(4)車 両,航 空機
夏期の建設作業には,ク レー ン車,ダ ンプ トラック等の装輪車があり,冬 期作業用としてブル ドーザー,パ ワー
ショベル,小 型雪上車,内 陸や沿岸域 などの野外調査用として大型雪上車,中 型雪上車,小 型雪上車,浮 上型雪上
車,ス ノーモービル等が配置されている。
(5)通 信
昭和基地 と国内との通信連絡は,イ ンマルサッ ト衛星 を利用 して行われてお り,電 話,フ ァックス,テ レックス
などが利用できる。また,極 地研究所 との間では,こ の衛星を利用 した静止画像伝送(SSTV)の 運用 も行われてい
る。電報 は,昭 和基地 とNTT東 京電報サービスセ ンター間をインマルサ ッ トのファックス通信で結び,送 受信さ
れ る。短波通信 は,内 陸基地や旅行隊 との連絡に用 いられているが,共 同FAXニ ュースの受信 も行われる。また,
1997年2月 からは電子メールが利用できるようになった。
⑥ 医 療






































建設年(隊 次) 構 造
床 面積m2 現 在 の 用 途
旧 娯 楽 棟 1975(1)40
木製パネル(断 面図は旧電離棟 と同 じ)
常温食糧庫








旧 送 信 棟 1966(7)
29
軽量鉄骨,木 製パ ネル,12次 で14.5m2を 増設




旧 食 堂 棟 1967(8)
96
木 製パ ネル
夏期:隊 員宿 舎,冬 期:ト レーニ ングジム













レー ダ ー テ レ メ ー タ ー 室
1969(10)
86
高床,鉄 骨,木 製パ ネル
ロケ ッ トレー ダー,テ レメー ター
コ ン ト ロ ー ル セ ン タ ー 1969(10)
22
高床,鉄 骨,木 製パ ネル,12次 で移 設
夏期:し らせヘ リコプ ター管 制
発 射 台 1970(11)
135
高床,鉄 骨,タ ー ンテーブル,上 屋 な し
ロケ ッ ト発射





























送 信 棟 1975(16)72
木製パネル
短波通信送信機室




地 学 棟 1977(18)101
高床,木 製パネル
地学,雪 氷,地 震観測









48ベ ッ ト,60名 食堂,風 呂,便 所
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建 物 名
建設年(隊 次) 構 造
床面積m・ 現 在 の 用 途









鉄 骨2階,鋼 板パ ネル,木 製パ ネル
300kVA発 電機1基,200kVA発 電機2基,冷 凍 ・冷蔵 食糧庫,暗 室,
風 呂,便 所,洗 面,理 髪室





作 業 工 作 棟
1986(27)
289
鉄骨,鋼 板パネル,木 製パ ネル
車両整備,機 械物品庫



















1階 鉄骨,2・3階 集成材,鋼 板 ・木製パ ネル
隊長室,厨 房,食 堂,医 務室,体 育娯 楽室,図 書 室,通 信 室,倉 庫






























冷凍庫,冷 蔵庫,設 営倉庫,設 営事務室








































第1廃 棄 物保 管 庫
2000(41)
136





昭和基地 の南東約270kmの 内陸氷床上(70°41'53"S,44°19'54"E,標 高約2,200m)に あ るこの基 地 は第11次(昭 和45
年)に コル ゲー ト棟 を設置 して以来年 々拡 充 され たが,27次 隊で閉鎖 され,28次 隊か らは無 人観 測点 と して機能 して
い る。
(1)建 設物
雪面下 に コルゲ ー ト棟,観 測棟,居 住棟,ポ ー レックス棟,超 高層観 測室,医 療 棟 の計6棟,延 床 面積106m2の 建物
の他,ト レンチ を利用 した発 電機 室,ボ ー リング場,雪 洞 に よる実験 室が ある。また地 上 には,通 信 用ア ンテナ,30m
の気象 タワー な どが設置 され てい る。
(2)電 力等
16kVA(12.8kW)発 電機 を有 し,居 住棟 と観測棟 の暖房 お よび風 呂は、発電機 エ ンジ ンの冷 却水熱 を利 用 して行 え
るよ うにな ってい る。他の建物 の暖房 は、電気パ ネル ヒーターが使 用で きる。
みずほ基地平面図















あす か観 測拠点 は,ブ ライ ド湾 か ら約140kmほ ど内陸 に入った氷床上 の基 地 で,第26次 観 測隊 か ら建設が始 ま り,第
28次 隊で越 冬が 開始 され たが,1991年12月 に越冬観 測が 中断 され,現 在 は無人 で気 象観 測 装置や実験用 の風 力発 電機















































建物配置を図に示す。建物総面積は約433.6m2で,主 屋棟 ・発電棟 ・観測棟 ・通路兼倉庫 ・冷凍庫 ・飯場棟からなる。
あすか観測拠点配置
二 到
KX_.「 一一一＼__一 ーー 一1三三 芒 一1三二 」
あすか観測拠点建物一覧
建 物 名 建設年(隊 次) 構 造
床面積m2 現 在 の 用 途





14.6 1986年(27次)で 移 設。倉庫
主 屋 棟 1984(26) 木製パネル
100.0 厨 房 ・食 堂 ・通信 ・寝 室
発 電 棟
1985(27) 木製パネル
95.0 発電機室 ・風呂 ・便所
観 測 棟
1986(28) 木製パネル
105.0 観測室 ・医務室 ・寝室
通 路
1986(28) 鉄パ イプラチス ・木製パネル,一 部分不燃パネル
93.1 倉庫兼用
○電 力
常用電源 として30kVA(24kW)発 電機2機 が発電棟に設置されている。




昭和基 地の約1,000km南 の氷床上 の頂部 に位置す る観 測拠点 で,氷 床 ボー リングの ために1995年2月 よ り越冬 を開
始 した。現在 は無 人 であ る。位置 は,77°19101"S,39°42'12"Eで,標高 は3810mで あ る。
(2)建 設 物
建物9棟 の総床面積 は298m2で,発 電棟 ・食堂棟 ・居住棟 ・観測棟 な どの地上 施設 の他,雪 面下 の ドリル作 業室 と
掘 削制御 室か らなる。避難施設 を除 く地上 建物 は通路 でつ ながれ食糧保存 庫等 に使 用 して いる。
ドームふ じ観測拠点建物一覧
建 物 名 建設年(隊 次) 床面積(m2) 構 造
発 電 棟 1995(35) 44.6 冷凍室パネル改造
食 堂 棟 1994(34) 36.5 冷凍室パネル改造
居 住 棟 1995(35) 36.5 冷凍庫パネル改造
観 測 棟 1995(35) 36.5 冷凍庫パネル改造
医療 居 住棟 1995(35) 36.5 冷凍庫パネル改造
避 難 施 設 1994(34) 45.9 パイプ トラス,断 熱帆布
ドリル作業室 1995(35) 32.4 冷凍庫パネル改造
掘 削 制御 室 1995(35) 9.7 木軸,断 熱鋼板パネル
通路 物 品庫 1995(35) 107.8 冷凍庫パネル改造
大気 観測 棟 1997(38) 20.3 冷凍庫パネル改造
(3)電 力等
常用電源 として28kVA(22.5kW)2基 が発電棟 に設置されている。このほかに ドリル作業室 に掘削用 として
28kVA発 電機1基 がある。生活用発電機 は,常 時1基 で運転 しているが,掘 削用は必要な時に運転す る。生活区画
の暖房はエンジンの余熱 とボイラーで行い,造 水は雪ブロックを融か して行う。
(4)車 両
物資の補給はすべて昭和基地か らブル ドーザ,大 型および中型雪上車 を使って行う。現地 にはこれらの車両 とク





































平成11年 度の南極地域観測に係 る資料整理は,以 下の資料等について実施された。
これ らの資料整理 は順調 に進み,研 究発表 は,学 会等における口頭発表の他Memoirs,南 極資料,JARE　 Data
Reports及 び関係学会誌 において行われている。
1)観 測 デー タ
定常観測 ・電離層 担当者 中 本 廣
観測項目 データ内容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関




3.5イ ンチMO(230MB) 53枚 通信総合研究所
1999.02.01-
2000.01.31
5イ ンチMO(500MB) 12枚 通信総合研究所
1999.02.01-
2000.01.31



























3.5イ ンチMO(230MB) 2枚 通信総合研究所
リオ メー ター,短
波 電界 強 度 測 定,













3.5イ ン チMO(230MB) 3枚 通信総合研究所




3.5イ ンチMO(230MB) 14枚 通信総合研究所
定常観測 ・気象 担当者 東 島 圭志郎
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
地上気象観測 現地気圧,海 面気圧, 1999.02.O!一 観 測 野帳,観 測 記 録,観 測 原簿,月 表,3.5 1年 分 気象庁
気 温,湿 度,露 点 温 度,2000.01.31 インチMO
蒸気圧,風 向風速,日
照 時 間,全 天 日射量,
雲,視 程,天 気
高層気象観測 高 度 約30kmま で の 気1999.02.01一 観 測 記 録,観 測 原 簿,3.5イ ンチMO 1年 分 気象庁
圧,気 温,風 向,風 速,2000.01.31
一40℃ までの 湿 度
特殊ゾンデ観測 オゾン分圧の鉛直分布 1999.02一 観 測 記録,3.5イ ンチMO 76回 分 気象庁
2000.01
粒径別エアロゾルの鉛 1999.02一 観 測 記録,3.5イ ンチMO 8回 分 気象庁
直分布 2000.01
オゾン全量観測 オ ゾ ン全量, 1999.02.01一 観 測 記録,3.5イ ンチMO 228回 分気象庁
反転観測 2000.01.31 61回 分
地上オゾン観測 地上オゾン濃度 1999.02.01一 観測記録,自 記記録紙, 1年 分 気象庁
2000.01.31 3.5イ ンチMO
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定常観測 ・気象 担当者 東 島 圭志郎
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関








直達日射量 ・下向き放 1999.02.01一 3.5イ ンチMO 1年 分 気象庁
射量(全 天日射量 ・散 2000.01.31
乱 日射量 ・紫外域日射
量 ・長波長放射量)
上向き放射量(可 視域 1999.02.01一 3.5イ ン チMO 1年 分 気象庁
放射量 ・紫外域 日射 2000.01.31
量 ・長波長放射量)
その他の観測 S16の 気温,風 向風 速,1999.02.01一 観 測 記録,3.5イ ンチMO 1年 分 気象庁
気圧(ロ ボット気象計) 2000.01.31
海氷上の積雪量 1999.02.01一 観 測 記録,3.5イ ンチMO 1年 分 気象庁
2000.01.31
プロジェクト観測 ・宙空部門 担当者 前 川 公 男
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 数量 保管機関
大型短波レーダー エ コー デー タ 1999.01.28一 15イ ンチMO　 1.3GB 35枚 国立極地研究所
2000.01.03
エ コー デ ー タ 1999.01.24一 8mm　Tape　 112m 28本 国立極地研究所
2000.02.08
エ コー デ ー タ 1999.02.01一 CD-R　 650MB 90枚 国立極地研究所
2000.01.31
管 理デ ー タ1 1999.03.08一 3.5イ ンチMO　 640MB 2枚 国立極地研究所
2000.01.31
管理データ2 1999.02.01一 3.5イ ンチMO　 230MB 4枚 国立極地研究所
2000.01.31
プロジェク ト観測 ・宙空部門 担当者 堤 雅 基
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 数量 保管機関
MFレ ー ダー 正時系列 1999.03.26一 3.5イ ンチMO　 640MB 30枚 国立極地研究所
1999.07.31
風速,電 子密度 1999.03.26一 3.5イ ンチMO　 640MB 6枚 国立極地研究所
2000.02.03
プロジェクト研究観測 ・宙空部門 担当者 山 岡 信 夫 ・前 川 公 男
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 数量 保管機関
LF/MF電 波スペ偏波データ 1999.05.28一 3.5イ ンチMO 1枚 国立極地研究所
ク トラム ・偏 波観 1999.12.25
測
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観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 数量 保管機関
スペ ク トラ ムデ ー タ 1999.05.28-
1999.12.25
5イ ンチMO 100枚 国立極地研究所
プロジェクト研究観測 ・宙空部門 担当者 竹 下 秀
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関










プロジェクト研究観測 ・宙空部門 担当者 竹 下 秀










Kodak　 Hispeed　 Infrared　 Film
36枚 撮
60本 国立極地研究所
プロジェクト研究観測 ・宙空部門 担当者 竹 下 秀
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
全 天 単 色 イ メ ー




DLTテ ー プ 2巻 国立極地研究所
プロジェクト研究観測 ・宙空部門 担当者 山 岡 信 夫 ・井 埜 剛 ・前 川 公 男 ・堤 雅 基 ・川 原 琢 也
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
テレメ トリによる
人工衛星受信





モニタリング研究観測 ・宙空部門 担当者 竹 下 秀





DLTテ ー プ 3巻 国立極地研究所
































モニタリング研究観測 ・宙空部門 担当者 山 岡 信 夫 ・井 埜 剛
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関





4mm　 DAT 210巻 国立極地研究所
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モニタリング研究観測 ・宙空部門 担当者 山 岡 信 夫 ・堤 雅 基














8mmビ デ オ テ ープ 86巻 国立極地研究所
モニタリング研究観測 ・宙空部門 担当者 川 原 琢 也
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
地磁気観測 地 磁 気 絶 対 値 観 測,K









プロジェク ト研究観測 ・地学部門 担当者 福 崎 順 洋
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
超伝導重力計によ 超伝導重力計TIDE　 21999.01.31一 カ セ ッ トMT　 (CT-600N)/TEAC 7巻 国立天文台水沢






2秒 サ ンプ リングデー タ
ラコス ト重力計TIDE
2秒 サ ンプ リングデー タ





1秒 サ ンプ リングデータ
現地気圧1秒 サンプ リ
ン グデ ー タ
ラコス ト重力計TIDE
1秒 サ ンプ リングデータ
ラコス ト重力計TIDE
1秒 サ ンプ リングデータ
超伝導重 力計GEP-2
制御信号1秒 サンプリ
ン グデ ー タ
超伝 導 重 力計TIDE 1999.01.31一 チ ャー ト紙H25-IZ/理 化 電 機6ペ ン 式 レ12冊 国立天文台水沢
アナ ログ モニ ター 記録 2000.01.31 コー ダ
超伝導重力計MODE
アナ ログ モニ ター 記録
現地気圧 ・室温アナロ
グ モニ タ ー記 録





観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
傾斜信号アナログモニ 1999.01.31一 チ ャー ト紙B9501AH/横 河2ペ ン式 レ コ 1ー2冊 国立天文台水沢
ター 記 録 2000.01.31 ダ
























プロジェク ト研究観測 ・地学部門 担当者 中 西 崇
観測項 目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
地電位連続観測 地電位,地 磁気3成 分1999.02.01-
2000.01.31
カ セ ッ トMT(CT-600N) 4巻 国立極地研究所
モニタリング研究観測 ・地学部門 担当者 中 西 崇







感熱記録紙 ・NEC三 栄8D23 24冊 国立極地研究所



















8mm磁 気 テ ープ,4mm磁 気 テー プ 各4本 国立極地研究所
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モニタリング研究観測 ・地学部門 担当者 中 西 崇
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
AD変 換器ログデータ 1999.02.01-
2000.01.31

















光磁 気 デ ィス ク(640Mbytes) 1枚 海上保安庁水路
部
モニタリング研究観測 ・地学部門 担当者 福 崎 順 洋
観測項 目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関




DATカ セ ッ トテ ープ 1巻 国土地理院








DVカ セ ッ トテ ープ 1巻 国立極地研究所
プロジェクト研究観測 ・気水圏部門 担当者 櫻 庭 俊 昭













FD&プ リン ター ～10枚 気象庁
プロジェク ト研究観測 ・気水圏部門 担当者 古 川 晶 雄 ・鈴 木 利 孝 ・松 岡 健 一

























観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
積雪試料採取 2mコ ア 記録 1999.12.07-
2000.Ol.21
野帳 1冊 国立極地研究所
プロジェクト研究観測 ・気水圏部門 担当者 古 川 晶 雄 ・鈴 木 利 孝 ・松 岡 健 一
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
アイスレーダによ
る氷床調査


























光磁 気 デ ィス ク
チ ャー ト





モニタリング研究観測 ・気水圏部門 担当者 櫻 庭 俊 昭
観測項 目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
CO2濃 度連続 CO、 濃度 1999.02.01-
2000.Ol.31
FD,　 記 録 紙 プ リン ター 12枚 国立極地研究所
CH、濃度連続 CH濃 度 1999.02.01-
2000.01.31
FD,　記録紙 12枚 国立極地研究所
地上03 03濃 度 1999.02.01-
2000.01.31
FD,　 記録 紙 12枚 国立極地研究所
成 層 圏0,,NO, 0,,NO、 濃 度 1999.02.01-
1999.12.10
FD,　 記録 紙 10枚 名古屋大学
モニタリング研究観測 ・気水圏部門 担当者 改 井 洋 樹
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
ERS衛 星 データERS-2,　 ERS-1 1999.02.01一 デ ジ タル デ ー タ カー ト リッジ(D1)受 信 ロ グ 7巻 国立極地研究所
受信 AMI 2000.01.31 1冊 国立極地研究所
NOAA衛 星 デ NーOAA-12,14,15 1999.02.01一 デ ー タ カー トリ ッジ(DAT) 107巻 国立極地研究所












モニタリング研究観測 ・気水圏部門 担当者 改 井 洋 樹
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
地表面分光観測 積雪 1999.11.17 3.5"光 磁 気 デ ィス ク 1枚 翻 りモー ト ・セ
BRDF 1999.11.19 ンシング技術セ
















プロジェク ト研究観測 ・生物部門 担当者 工 藤 栄
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
空中光観測 光合成有効放射 1999.03一 3.5"FD・ テ キ ス ト ・PC98 1 国立極地研究所
1999.12
1999.12 3.5"FD・ テ キ ス ト ・DOS/V 1 国立極地研究所
1999.12一 3.5"FD・ テ キ ス ト ・DOS/V 1 国立極地研究所
2000.01
水中光観測 光合成有効放射 1999.03一 3.5"FD・ テ キ ス ト ・DOS/V 1 国立極地研究所
1999.11
プロジェクト研究観測 ・生物部門 担当者 工 藤 栄
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
オングル海峡観測 CTDデ ー タ 1999.08一 3.5"FD・ テ キス ト ・DOS/V 6 国立極地研究所
1999.10
西の浦水位計観測 アンデラ水位計 1999.03一 3.5"FD・ テ キ ス ト ・DOS/V 2 国立極地研究所
1999.10
西の浦短期係留 水温 ・ク ロロ フ ィル 1999.12.01一 3.5"FD・ エ ク セ ル ・WIN95 2 国立極地研究所
1999.12.02
オングル海峡係留 流速計 1999.05一 3.5"FD・ テ キ ス ト ・DOS/V 4 国立極地研究所
1999.11
採水器動作記録 1999.05一 3.5"FD・ テ キ ス ト ・DOS/V 1 国立極地研究所
1999.11
ラングホブデ係留 流速計 1999.08一 3.5"FD・ テ キ ス ト ・PC98 3 国立極地研究所
1999.11
海洋水温記録 水温データ 1999.03一 ハ ー ドデ ィス ク ・CSV・WIN95 1 国立極地研究所
1999.11
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プロジェク ト研究観測 ・生物部門 担当者 工 藤 栄
観測項 目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
光合成測定 ア イ スア ル ジー 3.5"FD・ テ キ ス ト ・DOS/V 1 国立極地研究所
紅藻類 3.5"FD・ テ キ ス ト ・DOS/V 1 国立極地研究所
水棲苔 3.5"FD・ テ キ ス ト ・DOS/V 1 国立極地研究所
プロジェク ト研究観測 ・生物部門 担当者 工 藤 栄
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
あけび池観測 水中撮影 1999.02 デ ジ タル ビデ オ ソニ ー 1 国立極地研究所
B4池 観測 水中撮影 2000.01 デ ジ タル ビデ オ ソニ ー 1 国立極地研究所
35mm写 真 フ ィル ム 1 国立極地研究所




総合研究大学院大学は,我 が国初のいわゆる独立大学院(学 校教育法弟68条 の規定に基づ き学部を持たず大学院だ
けを置 く大学)と して,昭 和63(1988)年10月 に設置された国立大学である。
全国の大学研究者の共同研究推進について,中 心的役割 をはた している大学共同利用機関のうち14研 究機関(高 エ
ネルギー加速器研究機構(素 粒子原子核研究所,物 質構造科学研究所,加 速器研究施設)国 立極地研究所,国 立遺伝
学研究所,統 計数理研究所,国 際日本文化研究センター,国 立天文台,核 融合科学研究所,岡 崎国立共同研究機構(分
子科学研究所,基 礎生物学研究所,生 理学研究所)国 立民族学博物館及び国立歴史民俗博物館)と の緊密な連携 ・協
力の下に,そ れらの優れた人材 と研究環境を基盤 として博士後期課程の教育研究を行 うことを特色 としている。こう
した特色を生か して教育研究活動 を活発に進め,新 しい学問分野 を開拓す るとともに,そ れぞれの専門分野 において
学術研究の新 しい流れに対応す ることのできる優れた研究者を養成することを目的 としている。
2.総 合研 究大学院大学への参画
国立極地研究所は,平 成5(1993)年 度から総合研究大学院大学に参画 し,そ の基盤機関 として同大学数物科学研
究科 に設置 された極域科学専攻(博 士後期課程)の 教育研究指導 を行 うこととなり,16名 の学生が在籍 し,論 文博士
も合わせ,6名 が学位 を取得 した。
1)極 域科学専攻の概要
南北両極域の 自然は,電 磁圏,大 気圏,水 圏及び陸圏を通 して相互に関連 し,そ れ自体が一つの大 きな自然系 を構
成 している。極域科学は,こ の自然系に係 る幅広い研究分野の基礎の上に立ち,地 球の自然 を支配す る物理的 ・化学
的 ・生物的諸過程 とその相互作用を地球規模のシステム科学 として究明することを目的 としている。本専攻において
は,南 北両極域の自然現象 を中心に全地球的環境をも視野に入れた教育 ・研究 を行 い,高 度の研究能力を具備 し,か
つ,幅 広い地球科学研究に従事で きる優れた研究者 を養成す る。
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2)数 物科学研究科極域科学専攻学生一覧
学年 氏 名 教育研究指導分野 備考
3年 次
車 田 章 極 域 電 磁 圏
鈴 木 里 子 極 域 陸 圏
高 田 守 昌 極 域 水 圏 (平 成11年9月 修 了)
外 田 智 千 極 域 陸 圏 (平 成11年9月 修 了)
上 野 健 極 域 陸 圏
小 澤 拓 極 域 陸 圏
山 本 麻 希 極 域 水 圏
2年 次
飯 塚 芳 徳 極 域 水 圏
高 橋 晃 周 極 域 水 圏
並 木 光 行 極 域 水 圏
Ropert-coudert　 Yan
Michel
極 域 水 圏
荒 井 頼 子 極 域 水 圏 (平 成10年10月 入学)
1年 次
鮎 川 恵 理 極 域 水 圏
梅 田 晴 子 極 域 水 圏
富 山 隆 將 極 域 陸 圏
村 田 洋 三 極 域 電 磁 圏
数物科学研究科極域科学専攻学位取得者一覧
氏 名 論 文 題 目 学 位 取得年月日 備 考
高 田 守 昌 レーザー トモグラフによる極域雪氷 コアの微細堆積構 博士 平成11年9月30日
造の解析 (理学)
外 田 智 千 Thermal　 evolution　 of　 the　 ultrahigh-temperature博士 平成11年9月30日
metamorphic　 rocks　 in　the　 Archaean　 Napier　 Com一(理学)
plex,　 East　 Antarctica
鮎 川 勝 極域昼間側 に見 られるオーロラの動形態と粒子源 に関 博士 平成11年9月30日論文博士
する研究 (理学)
鈴 木 里 子 Geochemistry　 and　 geochronology　 of　ultra-high　 tem一博士 平成12年3月24日
perature　 metamorphic　 rocks　 from　 the　 Mt.　 Riiser一(理学)
Larsen　 area　 in　the　Archaean　 Napier　 Complex,　 East
Antarctica
小 澤 拓 衛星干渉合成開 口レーダ法の南極氷床域への適用 博士 平成12年3月24日
(理学)
青 木 輝 夫 A　 study　 of　snow　 optical　 properties　 with　 a　multiple博士 平成12年3月24日論文博士
scattering　 radiative　 transfer　 model　 for　 the(理学)
atmosphere-snow　system　 and　 spectral　 albedo　 obser一
vations
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VI.大 学院教育 に対す る協力
大学共同利用機関は,国 立学校設置法第9条 の規定に基づ き,大 学の要請に応 じて大学院学生を受け入れることが




研究分野 氏 名 所 属 研 究 項 目
超高層物理学
斎 藤 享 名古屋大学大学院理学研究科
極 域 超 高 層 物 理 学
坂 田 圭 司 東海大学大学院工学研究科
瀧 澤 博 和 東北大学大学院理学研究科
中 川 史 丸 東北大学大学院理学研究科
気 象 ・雪 氷 学
山 本 征 生 九州大学大学院理学研究科
極 地 雪 氷 学
中 山 雅 茂 東海大学大学院工学研究科
納 谷 美也子 東京水産大学大学院水産学研究科 極 域 海 洋 学
吉 村 悟 東北大学大学院理学研究科
極 地 気 象 学
金 田 真 一 千葉大学大学院自然科学研究科
門 崎 学 高知大学大学院理学研究科
越 中 洋 金沢大学大学院自然科学研究科
地 学
平 賀 岳 彦 東北大学大学院理学研究科
極 地 地 形 学 ・地 質 学亀 井 淳 志 山口大学大学院理工学研究科
晴 山 美保子 東北大学大学院工学研究科
澤 田 忍 神戸大学大学院自然科学研究科 南 極 阻 石 の 岩石 ・鉱 物 学
生 物 学
河 邊 玲 北海道大学大学院水産学研究科
極 域 海 洋 生 態 学
新 村 陽 子 東京水産大学大学院水産学研究科
千 葉 早 苗 東京水産大学大学院水産学研究科
畑 瀬 英 男 京都大学大学院農学研究科
北 川 貴 士 東京大学大学院農学生命科学研究科
早 坂 祥 彦 信州大学大学院工学系研究科
極 域 陸 上 生 態 学
橋 本 泰 助 静岡大学大学院理工学研究科
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当図書室は,極 地関係の文献センター として,南 極 ・北極に関する文献の収集に力をそそいでいる。 また,研 究 ・
教育機関の図書室 として,極 地 に関する自然科学全般,た とえば,超 高層物理,気 象,地 球物理,雪 氷,地 学,海 洋,
生物,医 学,寒 地設営工学,阻 石,情 報科学などの分野に関す る文献 ・資料の収集,整 理,充 実にもつ とめている。
昭和基地の図書についても,図 書室で収集,管 理をしている。過去5年 間の年度別蔵書数及び増加冊数を2)に,年
度別所蔵雑誌タイ トル数を3)に 示す。
平成8年11月 から学術情報センターに接続 し,図 書および雑誌の所蔵情報 を提供 している。平成11年 度事業 として,
図書(和 洋共)4,903冊 の所蔵登録 をした。現在 までの登録所蔵 レコー ド数は,図 書(和 洋共)12,183件,雑 誌(和 洋
共)2,535件 で,図 書については順次遡及入力を行っている。
2)年 度別蔵書数及び増加冊数 ()内 は増加冊数




































































































































当 研 究 所 の 研 究 成 果 刊 行 物 に は,南 極 資 料(年3回),　 Memoirs　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research,　 Series
A,　 B,　 C,　 D,　 E,　 F,　 G,　 Special　 Issue(不 定 期)が あ る 。 さ ら に 平 成9年 度 か ら はAntarctic　 Meteorite　 Research
(Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 on　 Antarctic　 Meteoriteの 継 続 後 詰)(年1回),平成10年 度 か ら はPolar
Meteorology　 and　 Glaciology,　 Polar　 Geoscience,　 Polar　 Bioscience　 (Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 on
PolarMeteorologyandGlaciology,AntarcticGeosciences,PolarBiologyの継 続 後 詰)(各 年1回),平 成11年 度 か
ら はAdvances　 in　Polar　 Upper　 Atmosphere　 Research　 (Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 on　 Upper　 Atmo-
sphere　 Physicsの 継 続 後 誌)(年1回)とProceedings　of　the　 NIPR　 Symposiumと し て 出 版 さ れ て い た 欧 文5誌 の
詩 名 が す べ て 変 更 さ れ た 。 こ の5誌 の 通 称 名 をJournal　 of　NIPRと し た 。　JARE　 Data　 Reports　 (不 定 期,10カ テ ゴ
リー の う ち 年 約10回),　 NIPRArcticDataReports　(不 定 期),　 AntarcticGeologicalMapSehes　(不 定 期),　 Special
Map　 Series　 of　the　National　 Institute　 of　Polar　 Research　 (不 定 期),　 Catalog(不 定 期),　 Glaciological　 Folio　 (不 定
期)が あ り,そ の 編 集 ・出 版 業 務 を 図 書 係 で 行 っ て い る 。 平 成11年 度 の 研 究 所 成 果 刊 行 物 を2)に,過 去5年 間 の 年
度 別 出 版 冊 数 を お よ び 頁 数 を3)に 示 す 。
2)研 究所成果刊行物





　 Advances　 in　Polar　 Upper　 Atmosphere　 Research
　 　 No.　 13,　199　 p.　September　 1999　 (17　scientific　 papers)
　 Polar　 Meteorology　 and　 Glaciology
　 　 No.　 13,　165　 p.　December　 1999　 (10　scientific　 papers,　 3　scientific　 notes,　 1　review,　 2　reports)
　 Polar　 Geoscience
　 　 No.　 12,　274　 p.　October　 1999　 (18　scientific　 papers)
　 Antarctic　 Meteorite　 Research
　 　 No.　 13,　349　 p.　March　 2000　 (24　scientific　 papers)
　 Polar　 Bioscience
　 　 No.　 13,　154　 p.　February　 2000　 (12　scientific　 papers,　 1　scientific　 note)
JARE　 Data　 Reports　 (7冊)
　 No.　 244　 (Oceanography　 19):　Oceanographic　 data　 of　the　 36th　 Japanese　 Antarctic　 Research　 Expedition　 from
　 　 November　 1994　 to　March　 1995,　 by　 H.　 Yoritaka　 and　 M.　 Namiki.　 54　p.　October　 1999.
　 No.　 245　 (Oceanography　 20):　Oceanographic　 data　 of　the　 37th　 Japanese　 Antarctic　 Research　 Expedition　 from
　 　 November　 1995　 to　March　 1996,　 by　 K.　Oikawa　 and　 Y.　 Miura.　 47　p.　October　 1999.
　 No.　 246　 (Oceanography　 21):　Oceanographic　 data　 of　the　 38th　 Japanese　 Antarctic　 Research　 Expedition　 from
　 　 November　 1996　 to　March　 1997,　 by　 K.　Oikawa　 and　 K.　 Iwamoto.　 50　p.　October　 1999.
　 No.　 247　 (Seismology　 34):　Seismological　 bulletin　 of　Syowa　 Station,　 Antarctica,　 1998,　 by　Y.　Tono　 and　 M.　 Kanao.
　 　 72　p.　December　 1999.
　 No.　 248　 (Meteorology　 33):　Data　 project　 on　Atmosphere　 Circulation　 and　 Material　 Cycle　 in　the　 Antarctic,　 Part
　 　 2.　NOAA　 AVHRR　 images　 received　 at　Syowa　 Station,　 Antarctica　 in　1997,　by　 N　 Hirasawa　 and　 T.　Yamanou-
chi.216p.March2000.
一156一
No.　 249　 (Mar.　 Biol.　 29):　 Report　 on　 phytoplankton　pigments　 measured　 during　 the　 JARE-36～-39　cruises　 to
　 Syowa　 Station,　 Antarctica　 in　 1994-1998,　 by　 T.　 Midorikawa,　K.　 Nomura,　 Y. Miyamoto,　 T.　 Odate,　 A.
Ishikawa,　 N.　 Washiyama,　T.　 Hirawake　 and　 M.　 Namiki.　 36　 p.　March　 2000.
No.　 250　 (Upper　 Atmos.　 Phys.　 18):　 Upper　 atmosphere　 physics　 data　 obtained　 at　 Syowa　 Station　 in　 1998,　 by　 S.
　 Okano,　 K.　 Meki,　 K.　 Sakanoi,　 K.　 Kusano,　 M.　 Kikuchi,　 A.　 Kadokura　 and　 M.　 Taguchi.　 200　 p.　 March　 2000.
NIPR　 Arctic　 Data　 Reports
　 No.　 4:　Meteorological　 data　 at　Japanese　 Ny-　 Alesund　 Observatory,　 Svalbard　 from　 1996　 to　1998,　by　 S.　Morimoto,
　 S.　Aoki,　 Y.　Nakanishi,　 M.　 Wada　 and　 T.　Yamanouchi.　 254　 p.　March　 2000.
Antarctic　 Geological　 Map　 Series
　 Sheet　 37:　 Mount　 Riiser-Larsen,　 1:　12500,　 with　 explanatory　 text,　 by　 M.　 Ishikawa　 et　 al.　23　 p.　with　 6　pl.　March
2000.
そ の 他
　 Gazetteer　 of　eastern　 Dronning　 Maud　 Land,　 Antarctica,　 comp.　 and　 ed.　by　 K.　Moriwaki.　 225　 p.　March　 2000.
　 List　 of　Publications　 on　the　National　 Institute　 of　Polar　 Research　 (1957-1980)　 Supplement　 No.　 4　(1989-1999).　 13p.
3)年 度別出版冊数及び頁数
7年 度 8年 度 9年 度 10年 度 11年 度
冊数(頁 数) 冊数(頁 数) 冊数(頁 数) 冊数(頁 数) 冊数(頁 数)
南極資料 3(375) 3(690) 3(441) 3(420) 3(444)
Memoirs　 NIPR 2(641) 1(32) 2(483)
Proceedings　 NIPR　 Symp. 5(1,174)4(709) 4(809)
Adv.　 Polar　 Upper　 Atmos.　 Res. 1(180) 1(199)
Polar　 Meteorol.　 Glaciol. 1(177) 1(165)
Polar　 Geosci. 1(277) 1(274)
Antarct.　 Meteorite　 Res. 2(704) 1(249) 1(349)
Polar　 Biosci. 1(116) 1(154)
JARE　 Data　 Rep. 12(1,699)8(724) 6(574) 10(864) 7(675)
NIPR　 Arctic　 Data　 Rep. 2(288) 1(46) 1(254)
Antarct.　 Geol.　 Map　 Ser. 1(36) 1




出版 リス ト 1(13)
計 22(3,514)21(3,154)18(2,652)21(2,766)19(2,781)





VIIL－ 般 業 務
1.諸 会 議
1)評 議 員 会
研究所の事業計画その他管理運営 に関す る事項 について所長に助言する。
第13期 評議員名簿 (任 期9.9.29～11.9.28)
秋 本 俊 一 東京大学名誉教授 田 中 正 之 東北大学理学部附属大気海洋変動観測
今 井 通 子 医師,登 山家 研究センター長
尾 池 和 夫 京都大学大学院理学研究科長 中 村 流 慶応義塾大学名誉教授
大 門 隆 前国士舘大学常任理事 西 田 篤 弘 宇宙科学研究所長
奥 島 孝 康 早稲田大学総長 蓮 實 重 彦 東京大学長
久 城 育 夫 岡山大学固体地球研究センター長 樋 口 敬 二 名古屋市科学館長
小 泉 千 秋 東京水産大学長 平 野 哲 也 東京大学名誉教授
國 分 征 名古屋大学太陽地球環境研究所長 星 合 孝 男 国立極地研究所名誉教授
小 平 桂 一 国立天文台長 本 堂 武 夫 北海道大学低温科学研究所長
坂 元 弘 直 国立科学博物館長





3.「 南極地域の環境の保護 に関する法律」に基づ く確認申請について
4.南 極地域観測計画第VI期5か 年計画概要(案)に ついて
5.南 極地域観測将来問題検討部会について
6.第26回SCAR総 会及び第12回COMNAP会 議 の開催 について
7.立 川移転計画の進捗状況 について
8.そ の他
第14期 評議員名簿 (任 期11.9.29～13.9.29)
秋 本 俊 一 東京大学名誉教授 平 啓 介 東京大学海洋研究所長
今 井 通 子 医師,登 山家 田 中 正 之 東北工業大学教授
尾 池 和 夫 京都大学大学院理学研究科教授 中 村 流 慶応義塾大学名誉教授
大 門 隆 働学校福祉協会常務理事 西 田 篤 弘 日本学術振興会監事
奥 島 孝 康 早稲田大学総長 蓮 實 重 彦 東京大学長
久 城 育 夫 東京大学名誉教授 樋 口 敬 二 名古屋市科学館長
小 泉 千 秋 東京水産大学名誉教授 日 高 敏 隆 滋賀県立大学長
國 分 征 名古屋大学太陽地球環境研究所長 星 合 孝 男 国立極地研究所名誉教授
小 平 桂 一 国立天文台長 本 堂 武 夫 北海道大学低温科学研究所長
坂 元 弘 直 国立科学博物館長














第13期 運営協議員名簿 (任 期9.9.29～11.9.28)
荒 木 徹 京都大学大学院理学研究科教授 丸 橋 克 英 通信総合研究所宇宙科学部長
岩 坂 泰 信 名古屋大学太陽地球環境研究所教授 内 藤 靖 彦 国立極地研究所教授
小 川 忠 彦 名古屋大学太陽地球環境研究所教授 渡 邉 興 亜 国立極地研究所教授
川 口 弘 一 東京大学海洋研究所教授 江 尻 全 機 国立極地研究所教授
斎 藤 孝 基 明星大学大学院理工学研究科長 白 石 和 行 国立極地研究所教授
坂 本 亘 京都大学農学部教授 藤 井 理 行 国立極地研究所教授
島 村 英 紀 北海道大学理学部地震火山研究観測セ 佐 藤 夏 雄 国立極地研究所教授
ンター長 福 地 光 男 国立極地研究所教授
野 上 道 男 東京都立大学大学院理学研究科長 神 沼 克 伊 国立極地研究所教授
平 山 善 吉 日本大学理工学部教授 山 内 恭 国立極地研究所教授
























上 田 豊 名古屋大学大気水圏科学研究所教授 丸 橋 克 英 通信総合研究所宇宙科学部長
岩 坂 泰 信 名古屋大学太陽地球環境研究所教授 内 藤 靖 彦 国立極地研究所教授
岩 田 修 二 東京都立大学大学院理学研究科教授 渡 邉 興 亜 国立極地研究所教授
小 川 忠 彦 名古屋大学太陽地球環境研究所教授 江 尻 全 機 国立極地研究所教授
斎 藤 孝 基 明星大学理工学部長 山 内 恭 国立極地研究所教授
島 村 英 紀 北海道大学理学部附属地震火山研究観 藤 井 理 行 国立極地研究所教授
測セ ンター長 佐 藤 夏 雄 国立極地研究所教授
谷 口 旭 東北大学農学部教授 福 地 光 男 国立極地研究所教授
寺 崎 誠 東京大学海洋研究所附属海洋科学国際 白 石 和 行 国立極地研究所教授
共同研究センター長 神 田 啓 史 国立極地研究所教授
平 山 善 吉 日本大学理工学部教授 澁 谷 和 雄 国立極地研究所教授














所長の諮問に応 じ,南 極地域の鉱物資源に関する諸問題 を調査審議する。
(2)南 極海洋生物資源特別委員会
所長の諮問に応 じ,南 極地域の海洋生物資源に関する諸問題 を調査審議する。
4)共 同研究委員会
所長の諮問に応 じ,共 同研究計画書の審査その他共同研究に関する事項について調査審議す る。
委員会の審議の円滑化を図 るため,所 内に共同研究連絡会を設置 している。
5)南 極陽石研究委員会
所長の諮問に応 じ,南 極明石の研究計画に関す る事項その他南極阻石 に関す る事項 について調査審議する。
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6)氷 床コア研究委員会













六 設営専門委員会(機 械分科会,建 築分科会,通 信分科会,航 空分科会,食 糧分科会,(設 営連絡会))
10)極 地観測隊員健康判定委員会
所長の諮問に応 じ,極 地において極地観測及びこれに付随する業務に従事する者,及 びその候補者等の健康に関
する事項 について調査審議する。
11)極 地観測記録映画作成委員会

































2.職 員 の外 国 出張等
1)外 国 出 張
宮 岡 宏 助教授,
堤 雅基 助 手,
古川 晶雄 助 手,




小池 良高 会計課 長
11.4.4～11.4.11ノル ウェー王国
伊 藤 一・ 助 教 授
11.4.7～11.4.10中 華 人 民 共 和 国
東久美子 助教授
11.4.16～11.4.26デンマー ク王 国
ノル ウ ェー王 国






神 山孝 吉 教 授
11.4.30～11.5.28中華 人民共和 国
,
塩 原匡貴 助教 授
11.5.9～11.5.16ドイツ連 邦共和国
山内 恭 教 授
115.9～11.5.14ド イ ツ連邦共和 国
三澤啓 司 助教授,




















佐 藤夏雄 教 授
11.5.21～11.6.5アイス ラン ド共和 国
山岸久雄 助教授
11.5.22～11.6.1アイス ラン ド共和 国
デ ンマー ク王 国
行 松 彰 助 手
11.5.22～11.6.4アイス ラン ド共和 国
フラ ンス共和国
平澤威男 所 長,
山内 恭 教 授,
石 井利和 事業部長,
佐 野雅史 環境 影響企 画室室長
11.5.22～11.6.6ペル ー共 和国
福地 光男 教 授
11.5.27～11.6.10カナ ダ
江尻 全機 教 授,
麻生 武彦 教 授
11.5.29～11.6.6アメ リカ合衆 国
野木 義史 助教 授
11.5.31～11.6.7アメ リカ合衆 国
神 田啓史 教 授
11.6.1～11.6.8ス ペ イ ン








SuperDARNレ ーダー と地上共役点観測 に よる極域電
磁圏の南北対称性の研究
SuperDARNレ ーダーと地上共役点観測 による極 域電
磁圏の南北対称性の研究













平 澤 威 男 所 長
11.6.26～11.7.4
佐 藤 夏 雄 教 授
11.6.26～11.7.4
東 久 美 子 助 教 授
11.6.28～11.8.18
本 山 秀 明 助 教 授
11.6.27～11.8.15
岡 野 章 一 教 授,
岡 田 雅 樹 助 手
11.6.28～11.7.2
菊 池 雅 行 助 手
11.6.28～11.7.2
白 石 和 行 教 授
11.7.3～11.7.10
金 尾 政 紀 助 手
11.7.3～11.7.10
神 沼 克 伊 教 授
11.7.3～11.7.17
森 本 真 司 助 手
11.7.6～11.7.15
内 藤 靖 彦 教 授
11.7.7～11.7.13
渡 邉 興 亜 教 授
11.7.12～11.7.19




































山 内 恭 教 授
11.7.19～11.7.24
平 沢 尚 彦 助 手
11.7.19～11.7.24
神 沼 克 伊 教 授
11.7.20～11.7.30
青 木 茂 助 手
11.7.20～11.8.9
神 田 啓 史 教 授
11.7.24～11.8.8
伊 村 智 助 手
11.7.24～11.8.8
福 地 光 男 教 授
11.8.1～11.8.8
岡 田 雅 樹 助 手
11.8.13～11.8.22
本 吉 洋 一 助 教 授
11.8.20～11.8.31
小 達 恒 夫 助 教 授
11.8.22～11.10.17
岡 野 章 一 教 授
11.8.28～11.9.5
渡 邉 興 亜 教 授
11.8.31～11.9.5
佐 藤 夏 雄 教 授
11.9.1～11.9.15










































平 澤 威 男 所 長
11.9.18～11.9.26イ ン ド 南極観測責任者評議会出席のため
白 石 和 行 教 授
11.9.18～11.9.26イ ン ド 第11回 南極設営及び行動に関する常置委員会出席
加藤好孝 観 測協力室 長,
外 内 博 研 究協力係 長
11.9.18～11.9.26イン ド 第11回南極観測実施責任者評議会並びに南極設営及び攻
防に関する常置委員会出席
菊 池雅行 助 手,
鈴 木靖和 文部技官
11.9.25～11.10.4アイス ラン ド共和 国 SuperDARNレ ーダー と地上共役点観測 による極域 電
磁圏の南北対称性の研究
麻生武 彦 教 授,
小池 良高 会計課 長,
末武伸往 人事係 長
11.10.5～11.10.11デンマー ク王国 欧州非干渉散乱 レーダ科学協会(EISCAT)財 務委員会
出席
伊 藤 一・ 助 教 授
11.10.9～11.10.16ノル ウ ェ ー 王 国 ニーオルスン観測調整会議出席及び北極域における環境
変動機構に関する研究打合せ
山内 恭 教 授
塩原 匡貴 助教授
11.10.20～11.10.24ド イツ連 邦共和 国 北極エアロゾル とオゾン ・雲 との相互作用およびその気
候影響に関する研究
福 地 光 男 教 授
11.10.23～11.11.3オー ス トラ リ ア 南極海洋生物資源保存委員会第8回 会合出席のため
岡田雅樹 助 手,
鈴木 靖和 文部技 官
11.11.1～11.11.19ニュー ジー ラン ド
南極 地域
全天イメージャ機器によるデータ回収及びメンテナンス
橋 田 元 助 手
11.11.4～11.11.27ノル ウ ェ ー 王 国 海洋観測及び研究打合せ
一166一
鯉川 勝 教 授,
石 井要二 文部事務 官
11.11.14～12.3.27南 極地 域
渡 邉研太郎 助教授,
和 田 誠 助教 授,
土 井浩一郎 助 手,
今 榮直也 助 手,
宮城 寿之 設営 第二係 主任
11.11.14～13.3.28南 極地域
佐 藤夏雄 教 授
11.12.12～11.12.19ア メ リカ合衆 国
野 木 義 史 助 教 授
11.12.12～11.12.19アメ リ カ 合 衆 国
藤井理行 教 授,
本 山秀 明 助教授
11.12.12～11.12.19中 華 人民共和 国
神 沼克伊 教 授
12.1.2～12.2.1チ リ共 和国
佐 藤 薫 助教授
12.1.9～12.1.16アメ リカ合衆国
加 藤 明 子 助 手
12.1.17～12.1.23連 合 王 国
小 達恒夫 助教授
12.1.23～12.2.1アメ リカ合衆 国
江尻 全機 教 授,
麻生 武彦 教 授
12.1.29～12.2.7スウェーデ ン王国
ノル ウェー王国
佐藤 夏雄 教 授
12.2.5～12.2.13連合 王国

























渡邉興 亜 教 授
12.2.27～12.3.6オー ス トリア共和 国
ドイツ連 邦共和国
澁 谷和雄 教 授
12.3.1～12.3.5カ ナ ダ
麻生 武彦 教 授,
佐 藤 薫 助教 授,
岡田雅樹 助 手
12.3.4～12.3.12ノル ウ ェー王 国
塩原 匡貴 助教授
12.3.4～12.3.30ノル ウ ェー王 国
福地光 男 教 授,
小達恒 夫 助教授
12.3.6～12.3.13ニュー ジーラ ン ド
オース トラ リア
青木 茂 助 手
12.3.7～12.3.11オー ス トラ リア
三澤 啓司 助教授
12.3.10～12.3.19アメ リカ合衆 国
山 口 亮 助 手
12.3.11～12.3.19アメ リカ合衆 国
























川上 四郎 事業課 長
12.3.12～12.3.19フランス共和 国
ドイ ツ連邦共 和国
山内 恭 教 授





神 沼克伊 教 授
12.3.15～12.3.21ニュー ジー ラン ド
福地 光男 教 授
12.3.16～12.3.19中華人民 共和国




平課 享 助 手
12.3.16～12.3.19中華人民共和 国
橋 田 元 助 手
12.3.18～12.3.25オース トラ リア
ニュー ジー ラン ド
塚本 勝 事業部 長,
小池 良高 会計課 長,
吉 田治郎 設営総括係 長
12.3.18～12.3.25オース トラ リア
ニュー ジーラ ン ド
神 山孝 吉 教 授
12.3.20～12.3.28イタ リア共和 国
福地光 男 教 授,























野 木 義 史 助 教 授
11.5.17～11.5.20大 韓 民 国
行 松 彰 助 手
11.6.22～11.7.5中 華 人 民 共 和 国
三 浦 英 樹 助 手
11.6.29～11.7.13ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド
野 木 義 史 助 教 授
11.7.3～11.7.11ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド
船 木 實 助 教 授
11.7.9～11.7.23南 ア フ リ カ 共 和 国
山 岸 久 雄 助 教 授

















グラハ ム ウ ィリアム ホー ジー　(Graham　 William　 Hosie)
オー ス トラ リア南極 局 ・主任 研究官
平成11年2月1日 ～平成11年4月30日
極 域 におけ る動物プ ランク トン と環境 変動 に関 す る研究








ヘ ッグス トロー ム インゲマ ー　(Haggstrom　 lngemar)
ス ウェーデ ンスペ ース物理学研 究所 ・主任 研究員
平 成11年5月12日 ～平 成11年11月11日
EISCATレ ーダー による極 域電磁気 圏変動の研 究








ヘ ンリー ベルナル ド　(Henry　Bernard)
フランス国立中央科学研究所 ・研究員
平成11年9月16日 ～平成11年12月17日









ナ トマ ン ア ラン フ ィ リップ(Nutman　 Allen　 Phillip)
オース トラ リア国立大学地球 科学研 究所 ・研 究員
平成11年11月16日 ～平成12年2月15日
太古代 初期変成 岩体の進化 史:特 に36億 年 よ り古 い地殻 を求め て








ウ ィル ソン ロ リー ポール(Willson　 Rory　 Paul)
メル クス ンデ研 究所 ・専任研 究員
平成12年2月14日 ～平成12年5月13日
海洋脊椎 動物 の潜 水行動及 び生 理的適応 に関す る研 究
研究系 寒冷 生物学 第一研究部 門
2)日 本学術振興会外国人特別研究員
(1)氏 名
所 属 ・ 職
受 入 期 間
共 同 研 究 課 題










???? パ テ ィンJ .フランク　(Pattyn　 J.　Frank)
ブ リュ ッセル 自由大 学 ・研究 員
平成11年4月6日 ～平成12年4月5日







????? バ スチア ン ジャン ハ ンセ ン　(Bastiaan　 Jan　Hensen)
ニ ューサ ウスウェール ズ大 学 ・教授
平成12年3月15日 ～平成12年8月21目
























Frisch　 Tomas　 (カ ナ ダ地 質調査所 ・研究官)
Vera　 Alexander　 (ア ラスカ大学水産海 洋学部 ・学部長)
Glenn　 Macphersen　 (ス ミソニ ア ン博 物館 ・キ ュレーター)
Christine　 Floss　 (ワ シ ン トン大学 マ ク ドーネルセ ンター ・研究員)
Malinda　 Hutson　 (ポ ー トラ ン ドコ ミュニテ ィ大学 ・研究員)
Michael　 K　Weisberg　 (ア メ リカ 自然史博物館 ・研究 員)
Martin　 Prinz　 (ア メ リカ 自然史博 物館 ・キ ュレーター)
David　 Lindstrom　 (NASAジ ョンソンスペ ースセ ンター ・研究 員)
Gregory　 Herzog　 (ラ トガー大学 ・教 授)
Alex　 Ruzicka　 (テ ネ シー大学 ・教 授)
A.　J.　Timothy　 Jull　(ア リゾナ大学 ・研 究員)
Paul　H.　Warren　 (カ リフ ォルニ ア大 学 ・教授)
Szaniszlo　 Berczi　 (エ トベ ス大学 ・教授)
Bela　Lukacs　 (中央 物理学研 究所 ・教授)
Anges　 Holba　 (中 央物理学研 究所 ・教授)
Melinda　 Hutson　 (ポ ー トラン ドコ ミュニ テ ィ大 学 ・研 究員)
Takahiro　 Hiroi　 (ブ ラウ ン大 学 ・研 究員)
Ray　 Morris　 (オ ー ス トラ リア南極 局)
Louis　 Legendre　 (ラバ ル大学 ・教 授)
Bernard　 Le　Blanc　 (ラバ ル大学 ・助手)
Mark　 Lester　 (レ ス ター大学 ・教授)
Chris　 Hall　 (ト ロムソ大 学理学部 ・主任研 究員)
Perter　Shaughnessy　 (オー ス トラ リア連 邦科 学産業調査 庁野生生 物生態研 究部門 ・研究員)
Snorri　Johannesson　 (ア イス ラン ド大学科 学研究所 ・技術研 究員)
Tony　 van　Eyken　 (EISCAT科 学協会 ・副所 長)
Harvey　 J　Marchant　 (オ ース トラ リア南極 局 ・主任 研究員)
Silvano　 Focardi　 (シ エナ大 学環境科 学研究所 ・教 授)
Maria　 Olech　 (ヤ ギ ロニ ア大学植 物学研 究所 ・教授)






張 忠孝(青 梅 師範大学地 理学科 ・教 授)
韓 建康(湖 南師範大学 ・教 授)
Hugo　 Declair　 (ブ リュ ッセル 自由大 学地理研 究所 ・教授)
David　 Barber　 (マ ニ トバ大学地 理学部 ・教 授)
Yves　 Gratton　 (ケベ ック大学科学研 究所 ・教 授)

























Serge　 Demers　 (ケ ベ ック大学生 物学部 ・教 授)
Louis　 Fortier　 (ラバル大 学生物学 部 ・教授)
Joeran　 Moen　 (ト ロム ソ大学 数物科学研 究所 ・助教 授)
季 院生　(Li　Yuansheng)　 (中 国極地研 究所 ・助教授)
劉 勇 華　(Liu　Yonghua)　 (中国極地 研究所 ・助手)
Ohmura　 Atsumu　 (ス イス理工科 大学 ・教授)
Holdsworth　 Gerald　 (カル ガ リー大学北極 研究所 ・研究員)
Koerner　 Roy　 (カナ ダ地 質調査所 ・主任研 究員)
Gabrielsen　 Geir　Wing　 (ノ ル ウ ェー極地研 究所 ・主任 研究員)
Herber　 Andereas　 (ド イ ツ極地研 究所 ・主任 研究員)
Isaksson　 Elisabeth　 (ノル ウェー極地 研究所 ・主任研究 員)
Hall　Chris　 (ト ロム ソ大学 ・教授)
Svendsen　 Harald　 (ベ ルゲ ン大 学 ・教授)
Savatioguine　 Lev　M.　 (ロ シア北極南極 研究所 ・極 地地理 学研究部 長)
Doronin　 Nikolay　 Yu.　 (ロ シア北極 南極 研究所 ・科 学渉外 部長)
Stordal　 Frode　 (ノ ル ウェー大 気研究所 ・主任研 究員)
Titov　 Oleg　 (クニ ポ ビ ッチ極地 水産海洋 研究所 ・主任 研究 員)
Holmlund　 Per　 (ス トックホル ム大 学 ・教授)
Wassmann　 Paul　 (ト ロム ソ大 学 ・教授)
Weller　 Gunter　 (米 国科学財 団 ・主任研 究員)
Carmack　 Eddy　 (カ ナ ダ海洋 研究所 ・主任 研究員)
Orbak　 Jon　Borre　 (ノ ル ウ ェー極地研 究所 ・主任研 究員)
Chappellaz　 Jerome　 (フ ランス国立科 学研 究セ ンター ・主任研 究員)
Ananicheva　 Maria　 (ロ シア学術会議地 理研究所 ・研究員)
Zatsepen　 Andrei　 (ス ル ス コフ海洋研究所 ・研究 室長)
Melnihov　 Igor　 (スル ス コフ海洋 研究所 ・主任研究員)
Molau　 Ulf　 (エ ー テボ リ大 学 ・教授)
Elster　Josef　 (チ ェコ共 和国科学 アカデ ミー植 物学研 究所 ・教授)
Rottger　 Jurgen　 (マ ックスプ ラ ンク大 気研 究所 ・主任研 究員)
Brochmann　 Christian　 (オ スロ大 学 ・教授)
Sigfus　J.　Johnsen　 (北海道 大学低温科 学研究所 ・日本学術 振興会外 国人特別研 究員)
Grosselin　 Michel　 (ケベ ック大学海洋科 学研 究所 ・教授)
董 兆乾　(Dong　 Zhaoqian)　 (中 国極地研 究所 ・所 長)
Chris　Jackson　 (ケ ープ タウ ン大 学地質学教 室 ・研 究員)
Geoff　 Grantham　 (南 アフ リカ地質調 査所 ・主任 研究員)
Trequer　 Paul　 (ブ レス ト大 学 ・教授)
Stephen　 Johaston　 (ビ ク トリア大学地球 海洋科 学研究所 ・助教授)
Barry　 Roger　 (コ ロラ ド大学 ・教 授)
Louis　 Legendre　 (ラバ ル大学生 物学部 ・教授)
Marie　 Josee　 Martineau　 (ラバ ル大学生 物学部 ・教授)
Henrik　 B.　Clausen　 (コペ ンハ ーゲ ン大学地 球物理化 学研究所 ・研究員)














































































































































































水産博 河 村 章 人
理博 大 谷 修 司
?????????????
工博 江 尻 全 機
農博 渡 邉 研太郎






















































































木 村 壮(東 京大学農学部 ・農学生命科学研究
科庶務掛主任)
長谷川 慶 子(図 書室)
関 充(事 業部事業課企画係長)























COE非 常勤研究員(気 水圏) 河 野 美 香
平成11年6月1日
[採 用]
COE非 常勤研究員(生 物) 田 中 秀 二
平成11年6月30日
[転 出]
















河 野 憲 司(管 理部長)
平成11年8月31日
[退 職]
寺 井 啓(研 究系助手)
平成11年10月1日 付
[転 出]
東北大学教授大学院理学研究科惑星プラズマ ・大気研 岡 野 章(研 究系教授)
究センター
[採 用]
COE非 常勤研究員(地 学)外 田 智 千
平成11年11月1日
[転 入]
地球環境科学研究所(仮 称)準 備調査室教授 早 坂 忠 裕(東 北大学教授大学院理学研究科)
平成11年12月1日
[転 出]




























































































































































第39回 国立極地研究所評議員会(東 条インペ リアルパ レス)































































































































































































































国 立 極 地 研 究 所
〒173-8515
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